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; 問問:

日英米特許四 O個 ・ 賞 用 m案登録六O個 併 用

良 野 武 防 火 捲 よ ケ 戸

〔特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ッ タ

大 野 弐 ル ー プ ル シ ヤ ッ タ

大 野 式 融 金 付 自 動 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 鞠 子 入 軸 箆 ・ 戸 車

各 苑 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

民 主 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

一一一一一>c =，l O ド コ ← 一一一一

東 京 市 大 森 恒 新 井 m 七 丁 目

株 式 合 枇 不 二 製 作 所 提 携

22 大 野 製 作 所

東京市芝医三凹四園町二番地・電話三田(mi Ei

取付出 張員コ; 所・ 大阪市此花悩 上悩島中 二 ・電話語島( 45) 五 八八



曾 告

本協舎定款第十七傑及第十八係並第十九俊二 依リ 監事二名 、

評議員宇数改選並評議員補鉄濯懇ニ 付昭和十三年十一月二

十五 日開曾ノ通常総合 ニ於テ 選奉執行致シマシ タ。其結果

下記ノ 通 ヂア リマス 。

監 事

宮選 504票 山 脇 ;友 三 郎 氏 雷選 5白票 松 木 儀 八 氏

=え黙 1史 小 川 安

宮窪88票 Ｑ Ｑ Ｂ ｾｦｬｬＡＨｩ 次 郎氏

同 ＸＰ 票 づ ｉ￪ ｾ ￭Ｇ 義 夫氏

同 77票 仁1-
1
:11ニ新 一郎氏

同 75票 亀 :) 1普攻郎氏

同 74票 黒田 1支氏

同 73票 岩尾 保街氏

同 72票 桐本 楠邪:氏

; 火黙 6東 井上 幅穣氏

嘗選491票 新名 種 夫氏

岡 崎2票 竹 中 錬一氏

次黙 2崇 岩 尾 保 衛氏

( 以 ¥-"1[6- )  

社 図

法 人 日

郎 氏 〔以 下略〕

評 議 貝

宮選85票 ノj、'!ii: q.i¥擁Li: 宮選8-3票 岡本必太郎氏

同 78票 ィi J l " - 泰雄氏 同 78票 棚橋 諒氏

同 76票 中日 喜平氏 同 76票 米倉 j或夫氏

同 75票 ノj、'j':r 賢一氏 同 75票 迫田泰治郎氏

同 74票 32 純 一氏 同 74票 鑑 中 一良氏

同 泥 票 石川純一郎氏 同 泥票 猪瀬幸 ).( N¥¥氏

同 71票 飯81 賢次氏

;:7，く思Ji 5日 加問 安彦氏 Ｈ 以 ｜Ｚ ｾ的

評 議 員 補 快

雷選487票 小林 浩二氏 官選484票 鈴木金太郎氏

次臨 2票 亀 井 幸 次 郎氏 同 2票 棚橋 諒氏

昭 和 十 三 年 十 二 月

本 建 築 協 曾
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昭 和 ] ; ) 年 度 建 築 界 の 回 顧

波 部 圭
ヨ仁三I  

[1 
5日/ノi、

1. 注 築 yi干
( / )  

機 聖児 6. 正E 築 $  t'? 

2. 述3佐野に影響ぜる戦時持 法 令 Ｗ Ｎ 往築相，Ｇ ｾ j立 と 伐 式

3. 雄築工業の; 奴況 を示 す各種統 8. M 'コp、ー主

む包 言生

， ｮＧ ｊｾ とをｬ｜Ｚ築界の賀況
9. 代 用 品 の li1- f 先と その( ' 1: 1i 1  

4 建 築 設 計 者 と を 註 築 業 者

10 本 !.t' 皮 ‘1;  災 各'

5  鍛 鋼工作物築造規Hリとその影

響 11 . 結 "七包"  

1 . 建築界の概観 新「こに;¥-1君主せら れにイ4年度の建築工 事の 1¥-'で、所謂平和主L喋 は 始 ん

どそのZJ を前め、所，WJ J. !t'r) l} 姐: 築のみとな --:-'1こと し、ふても 差支な い位である 。 但 し以上はfJ:

宅建築を除外してのことであるのは勿論である 。

年初に於る内地の建築工事の計輩 は相官;r庄11をなものであるや うに見受けられ?こが、共後

に禎 ＱＭＱＧ， しに戦時諸法令のにめに、賞際工事は山 ￬ｩｬｾ ，ｾり ｗｪ となり、或は遅延し或は 中止と なっ

＿こものがあるといふ ｾｫ 勢となっ ｔ こ。然し 、 不ￌＧ Ｉ ｪＢではあつにが本年度 ｬ こありても相首量の工

事はあっ? こと 忠 はれる。諸事[ ( の統計ーが未Tご纏ってゐな いから正確なその全貌を知る ことは

11' ， ｾＨないが、 ｩ 武近 三 ヶ年の ヱ ｆＮ 均主の工事はあつにものと推定される。鮮 ＱＱ 的地方は近年 に 見

5 る辿築景ぷであつに044し材料のイミ)!!，、輸送の困難等で 、本年に完成 せ らるべき工事が

完成 せられ守、 |例年lkに繰越されるといふ拡勢と- なつ 1: のである。

2. 建築界に影響せる鞍時諸法令 l'i虫守"が控築 具に及ぼす影響の大な ることは、多〈の

人々のＩｪへ且 少くとも札喋工業に Ｑ ｾ Ｏ￭ｊ係せる人々の既に制官せられにところであっ＿こ。戦争Ｚ

が英大な ｦｴＫ ｪ ｾ 必要と し、 勝つにめには如何なる犠牲を例ふもよ等の資材を生産 し 準備せ

ねばならね 、ス多 〈の才; 人が子守集せられ、戦一L: :;; くは準i日仁1: とならねばならね。か 〈して人

的にふ物的にも 、 千 ｊＩ ｉ 列 二 、 ＱＧ｜ｾｍ に、 その何 ＿こると を ＱＺ Ｑｊ はす 、 ｦｬＧｈ ｒＮカ〉戦争に役立つものは

忍〈凶誕の fこめにや i土せねばならぬ のである。 かかる功ー態にど11(1配するに めに、昨年度ーに於

て翫に J 千々州民として 、1，止も，rc大なる法 il!: の附家組、動Ll 法 令のーイf刊が投動 せ られ?この であ

っ?こ o J;!fI ちこ れまで鼓動ぜられにのはいxl家糖、動Li 得議 令、 ，ＧＮ 場 ｬｦｕＧ ヒｬＧ ｩＺｊＧ ｬＧＮ令、肉眼 ｉ ｾｍ 係 ｸ 職

業 能力巾 告 、 塁製校有ＨＭＺ ＿ ｾｾ千 ｾＧ Ｑｾ ｾｉｊ ［ｪ ｩＡ ｬＡ ｈｾ 令勾 ーであっ Ｑ こが 、紋 ｪ ＡｊＺ児ら にあ ＱＱ 保及び郁 Ｒ Ｑ 僚の鼓動を

見んとする形勢と なっ ＿こ 。 ｊｈ ￭＼ し て これま で 戦時に ま ｊＨＡｑ ｻ す べ き主 ｾｾ ｊｾ ｴ［ ｾｦ 聞 係の ［ ｩｾ 法 令 が多 数殻

布地行せられ? こ。その '1' で百々の建築界に酢l係する 、 その主 なるものを示せば出 l ぷの辿

りである 。

1  XI I  



第 l 表 建築界に閥係ある主なる戦時経情緒法令

法 規 地 行 年月 日 要 里占

12. 9. 27  資 本 金 50llt 園 以 上 / 曾 枇 ガ 10m園 以 上 ノ 資金 判定

限 時 資 金 調 投 法 1 7 際 許 可 ヲ 要 z

13. 8.  1う 向上 20諸問 問上 5高岡 同 =鎚 変革工業資 金 調 整

標 準 ノ中明磐E石毒事土頁 ガ( 甲 ノ イ〉 ナ リシ ヲ( 甲 ノ

|  ロ〉 アセ テ ー ル ロ- ; ; <絹 紙 ( 乙 ノロ 〉ナ リシ ヲ

( 乙ノノ、) illi ，腕糸 ( 乙ノイ 〉 ナ リシ ヲ 〈乙 / ロ〉 ド

ラム縦 〈 甲ノ ロ〉ナ リシヲ ( 乙 ノ=ロ*各〉ガソリ ン機

m. 1  ( 申 ノイ〉ナ リシ ヲ〈 ゐノイ 〉 下 ゲ 等 67 ノ

絡 下 ヲ矯 ス

① 愉ト1'，入品ノ 制 限1叉初ノ、禁給止需統7給然制調等ス鐙7①協偽議需ス給曾関①係コ調 猿

輸 出 入品等 臨 時借 詮 涜 12.  8.  10 ノ ［ 符製 造 ｾｴ ｵ ［ 浪 使 用 浪商E ノ機

附 トシテ臨時物資 調 整 局 ガ ア ル

甲、輸輸 入制 限 木 材 、給 、毛 ノ 3 品 目

12. 10 2  乙、 入 禁 止 煉腕 糸 、ルー フ2イ6 Y 夕、 カンバ λ 、壁紙

臨 時輸/ 1 ' ，入許可規則 12 .  11. 6  宝石、A 等 O主主品

12.  12.  24 

商 、輸 出禁 止保軍等ソシ需ノJ罰船圏ノ金現内O銭問毛歎制皮品給λ、統， ナア タ リシ . 白効 率

了 、輸 入 ヲ確 ι モノ 白金、鋼 、錫

告IJ

8.  3. 29  毎月 100回以 上 ノ、月大3磯前守回ノ、許 可 ガ イル 、 コノ 自由取

12. 8.  28  引限 度 ノ、首初毎 ソレカ・ I. 000図 卜ナ 九

12  9.  10 100河 トナル

10.  5. (， 

①ノレ暴① 利 Ｗｾ 母 ｹ ト シ テ 貿 占 、 ｊＧｴ 惜 又ノ 、 暴キ ｉ ｊｒ 反 資 Ｗ 取 締
暴 利 取 締 令 12. 10. 26 

13.  7. 14  

指定 品 ノ定償 表 示

13. 7. 9  
① 矧 日 7 定 メ公 定債 絡 / 設定賃( 等現=干設E米定材〉丸鍛俄骨

物 品販 資償 給 取締 規貝IJ

13. 7. 28 
プ委ム製員品、紛製物 償品、 トラック 中央物

償 合 地 方 委員

銭 消工作 物 築 造 許可 規 12.  10. 20  

構右 造用t5ft0骨ト餓ン筋以50 トy 以 lニノ、許 可 ヲ要 λ

/ 中 f  / j姦令及薄鋼板 = モ適 用 サルル

I¥IJ 13. 7. 15 コト トナ ル、 向従6 来許可 7 要 求 セザ リ シ 工作 物 ノ

種類 11 ナリシヲ ヱ減 少 z

餓 銅 罰E 給 統 音IJ 規 則j 13. 7.  1  普￬ｩ￬￭Ｎ 銃強 品必［Ｎ ｾ 函 館 延 鋼 材ノ購入こ ノ、切 符 Ｗ 要 見

銑滋辞書物製造制 限 規 則

3. 5. 1う

13. 7. 1  

一 一 一 一 一 一ー一 一

銅 製 品 製 造 制 限 規 則 | 13. 8.  15 

一 一 一 一 一一一 .  ー 一 - 一 一 一 一

銅 使 用 制! 日 川 !

12.  11 .  10 1  

13. 5.  1  

13. 8.  15 

鈎 ｾ Ｑ ￎ Ｎ 錆錫等 ｻ史 刑 制 限 規 l  

一 一 一一 一

日IJ

13 .  7.  15 

一 一一 一一

13.  7.  9  

米 松 阪 ｴｾ 規則
13.  11 .  28  

改正

ゴ ム 使 用 告IJ 限 規 則j 13.  7. 9  

搬 消 及電?出版 資 取締 |

規 則

13， 3.  7  購入二 ノ、匂Hf ヲ要 z

以上の うちで、 12年度に施行せられにも のを表示 しであ るが、特に大切 な ものを記diXし

に。そ れ等の 中に は本年度に於て吏らに改正 せら れに もの もある。

資金調制法はH宇年度に随行 せ られ、本年度 に於て更ら に共一部を改め強化せられ、特に

戦争 に直接関係、深 草8 車ft の産業に限り て 「叩のイ」 に指定 せ られ、他は何れもそ の格下げ

を見?このであっ?こ。然 して之等産業 にあ ら古る建築工事は容易 に許可せられないや うにな

っfこ。! な前年度ーに於て許可せ られにも のにあ りても 、その工事の 巾，1，.叉は縮少せらる る運

命となつにも の も少 〈なかっTこ。

X I 1 2  
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ｕ ｾＲ 表によれば 、本年 度の前斗三期刊に Ｔ 月までの新規工ＴＡ，は昨年 ｉ ， ｾ ＧＭ ｊ J明に比 して少 し、 こと

l主事責であつにろう 。 その瑚 111は11' 1"年後午にかけて殻令されに諸 法 則 、 判 に 餓 鋼 工 作 物 築

巡 視則に は著しき; 形特色1を霊長つ 1: 。 年ぶより年初にかけ 1' 11 Ｇ，ＺＺ Ｚ ［ の ユ Ｚ ｾ ｊｩＺ ｾ ｴ ｪ ｈＺ はあっすこ 、 ｾ＼正 ｲＺ ｪＡｩｬｬ

-fL 1このであつに。然し、 I'-'-J統 ，¥1 ' に示されて ゐ る内容が内I也会組の推労を示してをるものと

tJ : . 思はなし、。 そのPI¥ill は資金調: l i I )法 の '1'に 泌する 産業 の 多 いま、 仰 向上也に計註さるべき目.

質のものでなかっ＿ こ といよ、拙 か ら見て 、 叉 ｾ ｗ ｅｲ 新胤 Ｎ ｔ Ｉ ｊｦ ｬＩｾ 地方に分散されてゐる掛から凡

ても伽る。又 、 ｬ内付地に於 る Ｚ工 ｌ 司功 ｩ ＭＱιｩ 主 ｩｾ 1がJ〆2j以l比走近三 ケ 年OのI YI;.王均1抗l止t よりも少し、こ と[はまな いとい 」ふ、消

は Ｕ 月 ｴ ｊ，以 ｹメ‘ ｩ 愛に ｬ川 ＱＧ ， Ｑ仁こ ＮＱγ工 ｬド仁 コ Ｉ ｨｾ ‘Ｑι ｩ ｩＺ Ｚ により て も ｦ角 Ｑ彬午る (米Tご全1¥11の統計 は見 な い け れ と ) 又 建 築 景 ぶの

縫，￭ｩＡＭ若井と ｦￎｉｽ せら れ る ＮＱＮＺ年度 ＧＸ 月ま で のヰＺｾｩＮｖｾ ， ￬ ＭｬＧ ｩＡ ｻ￙ 金 統， ｪ ｨｬｩｾｬ こ ｬ ， ｩ ｊ Ｚｪ［ ｊＡ｜ 込資本統計 、

』えぴ事業i，-r;動指 数、 ( 茸H ぷ) ｻｴ＾見ても想 像 し得 ら れる。イ ｈ し ｾ ｉ Ｇ ｾ ｒ 資本の抑込 統 ＮＱ ＱＧ Ｏ［ ｜ そ

の ま ま 建築 工 事 量 を 去 は し て ゐ る も の で は な い が 、産業の栢[ 別 によりて建築工事費となる

Ｈｾ ｮ 表Ｉ

これを集計すればその大要は全11るこ とが出来る。 例 へ ば 本べき 「あ る 歩 合」 があるから 、

年度 の 桃込資本の Ｑ Ｍ Ｑ Ｇ で 、 建築工事 ｾ ｾ の制合に多い商業資本の初 Ｑ｜ 込 少 し同じ〈害 Ｑ Ｉ 介にノレい

工事技をもっ鍬 ｾ ＡＱｾ資本の初 Ｑ｜ 込 が多かつにことな ど は役立すべき鳥 ｬ であらラ 。事業 活動指数

XI I  4  



はその時期の黙で異るどころあるげれども大関に於て建築号、試の紘に添ふものである。 以

上の統計や指数か ら見ても今年度の工事設は昨年度に比して l 害IJ 内外の減少に止まるもの

であると推定されるのである。尚本年度の｀［ ｾ Ｎた て事の概現金業種目 ｉｊ に概相すれば次の通 り

である。

官公共同 l鍋惚工事 T 泳 用 工 J jj

年 側 f系 工 事 者 j甘 資金調市111去甲に fおするも山 者 精

その他の一般工事 務2減 る 乙 。 i斬滅後者減

苛 業 用 工 事 事f 滅 。 丙 4 箸 滅

一 般 住 宅 工 事 微 減後 漸 減

-tf 聞の産業が戦時韓勢化し? ここし建築工事の分布にも寺干しき組化全wへ? こことは前述

の通 りで ある。これまでの大部分の工事は 、凡て主要都市 lこ集中せられてをつに炉 、戦 時

鵠勢の今日では 、原料を取得する開係と積W，積込等の職活 lこ闘する使不便から 、更らに Jf >l.

J及ょ、材料ヵ: 主として疋工業に属するもののみ左なつ fこから、之まで 、あまり工事のなかっ

七九州地方、東北地方、北海道地方へも、 続々大工場が設立せられ るやうになっ7こ。朝鮮

満洲等にあっ ては軍施設を急: 地せねばならぬといふこ ともあっTこが、殆ど前年までに見な

い景気 を皇しに。

4. 建築設計者と建築業者 建築設計事 務所にありてこれまで美術工事を主 してをつ Tこ

と ころ 、 ｾｊ ￉ に 軍需 工 業 に開係のな い 工事を御得意 ｴ してをつ ＿ こところは、甚 ｴｾＮ 閑散であっ

仁c けれども軍需工業に聞係含もつ 、然も大財閥を背景色してをつ t:事務所は相首繁忙 で

あっ t: 。一般にノj 、設計事務所で'f，fi 日-f 叉はピル等を主としてを つにところは甚f:恵まれなか

っ? こ。建築業者ε にありても、これと同様で、 iJ、十1'. 宅二0 . 1手を専1"] C してをつ に ものは 、1f..程

でも ない や うであっ Tニカ: 、下rド)¥)1 となってからは街: 柱、心配しなければならぬゃ うで ある。

大請負業者・は夫々相常長Ｚの了ー事を＿独得し＿こが、 ＺＧＱ＼Ｚ 需工業に ｬｾｩｍ 系少なかっ ｦ こ中 伏 の業者は

相 官の打聖殺を受け てをるやうで ある。

建築反術者- のf I ，f給も現在のところ過不足がないと 言 i 、ても差支な い程度である。唯工事

の和 別的 経 化 、 Ｚ［￬ Ｈ ｾ ｾこ地域的 経化 が大きか っ＿こにめ ｬ 二 、 その移 動 力 ｚ 大［ｬ ｪ Ｇ｣ｬこ行はれに 。従 って

その臓を＿夫つ にものも杭 ＱＱＧ ， しに航況にあっ＿こ が 、ノレ Ｉ ｉｉｾ にして Ａ腕 のあ る波術者吋 、 その需要

がi笹口 多 〈本易に需め得られなかっ f: 。

5. 鐙鋼工作牧築造規則とその影響 本 年度の建築工事に故ち 大な る; ; 予稗を興へ、向 今

後も ｊＴＱ ・給するであらうと巧へられる法 ｩｬｴ は、 Ｑ ｾ ｸｾ 同工 作物 築 ｩｬｩ 規 則である。同法は Ｏｪ＾Ｚ ＯＧｦ Ｗ 月

り日に 一台11改IEせられ銑 制50噸以下の場合敢に部鋼板の場合 も泊月1せられるや うになっ Tこ。

¥ 

f従芯外似4i汗{f汗，干「可せられ f仁: 工工:f行作?乍f物 の刊

貨錦制Ｂ崎刷 ｩ ｾれ ｪれにこ Ｑ 再閥 日肘 Ｑす 町 る統計一や 数量の設友は禁 ｬリ止 Ｑ ＮＮ せら れてをを＿るカか Ｓ ら 、 本年度に ｾ ｈｊ せられに餓鋼消費長

は知る HI もない が、I1s '.f; I! Ｙ Ｑ， Ｑ 三には 、 土木建築工事にが Ｉ ＸＰ 高 噸の Ｑ 捌 ｾ ｊ が Ｑ ＣＱＱ ＧＨ せられ ｃ をつ ｔ こ

から 、Hヤ年度にあっ ては 100寓噸内外の消費を 必要 としにのであつに らう。H百平1111年度の

5  X Il 



f叫す珍問材の生産舗はおi n 衣のj辺りで めっ -r=。本( 刊文lこありでは111詰量 の製ili 1I，IJIU{ を児1= ゃ

うである 、 その種類とそ の11，IJ lliH誌は時間によ って異つてをつ仁川 、 7 円よ 1) Ｘ 月まで の ｉｩ ｾｊ

で ＨＮｈｲｾ 6 表 のや うな割合であっ 1=円

第 5 -d<. U?{ ，f:1I 11/1三度谷間制村の '¥: J:字削

棒 九司 1.  060. 700 ｩｩ ｾ＠ 担i ＴＭ ｾ ＳＮ＠ 100  

ffi主 ;i l司 58う 900 外司 ｾ ｾＭ［＠ 22B.  700 

ｻｾ￬＠ H  504. 900 jt可 107 800 

i軍 やZ 9う3. 800 

第 6表 昭和 13年 7 月より 8 J .J までの制材制限苧ミ

昭利 13'- f- 7- 9 月鋼 材減員長寧

事事 鯛 ＱＰ ｊＭ ｾ＠ :司I 事J 35メ

)1"色 鋼 10Y. 話可
.... J=ぃ

25Y. 

車事 1オ 5Y. f占 政l う:-'

汚: う34

斯様に 餓 鋼材ーが11，IJ 映せ られに そのー卜. に、Tt 金調11j l) 法の 'Pl 二情:どげられにもの、 I.ji jに述，' -

ｦ こ許可なしに 築ｊＱｩＺし得 る工作物の ｎ ｊｎ｜ｬ 、 そ の多 〈カ明。材を 尖 ｌ するものであっ Ｑ こ から 、Ｚ￭Ｑ ｾ， Ｑ

材の配給が不闘滑であつにことはＧｾＺ ［ ［ 然 ｪ 品 ぐる 位でめっ Ｗ こ 訴である。 ｩ Ｇ ｩｾＨ こ ｴｍ［ ＱｩＱｾ配給の切符を

手口入れ?ことし ても材料カ 4手に人れる事が11
'
，ボなかっ 1: 。多くは- ヶ月内外の日了ーをt J ; し

に或はその以上の時日 を杭過するも向子に入れる こと カ勺 fi ，- 5 J 七なかっ1 : 乙ともある。故近に

ありでは配給見込: ; < ，: 1こぎるにめに 、建築許可をも得られないやうなことも起りつ〉ある 。

か〉る欣態が額〈限り生産蛸充の 7こめに、工場の蛾張楠，i交が結 11
'
，することありとするも、

共質現力: 著し〈困難となり、そ の71f 判明叉はよ変工期の遅延することが悦れないであろう 。

本年の第四牛期もか〉る Ｗ ｩｊ ｾ態の ままで越年し、今後も術こ の ままの ｪｬ ｽ｜ 態がＪＧｹ れ であら うと

思はれる。

斯〈の如〈、 ｬｬ ｩｲ ｾ 材 の 人子 力 ［ Ｑ 刻 Ｑ ＩＧＺ ＱＱ であるから 、今日ま で本 ｩｬｩ 建築に秘更せられにものもＭＱ Ｑ Ｑ

前多かつ ?こが、今日も ，こりl色を要するものは 、差支な い映り 二本ijjt 封: 築にもさw: きるるであ c. う

ことは想像に難〈ない のである 。

6_建 築工事 費 主要主 ｬ 喋材料の ￯ｩ￭ ｪ ｾ ｦＭ ｊ 支 Ｖ 月迄の針比は第 Ｗ 去の通 りである 。 これによ

ればその高騰 事は ＱＳ ｾ ぎであるが 、 ｪ［， Ｇ ｊ 衣に示きれな い内地材、洞柄物は常大限地方にあり で

は約百% であり 、板類は約40Y-6、石市:il 泌板の虫nきは併以 1-の他 k りを示してゐるから 、地

域によりても異るが相討の椛不を示してをるのではなし、かと， ｕ はれる。銑色抑 ｱ 、 州 、 鉛 ｉ ｮｾ

鉛、錫匂; の使mは附と- 禁止的で あるから 、 その製lriは著しく腕抗してゐる o tli; 、州 、毛25

の製i品も同様であれこれが代用品を求めんとせば新1= な伯格によらねばならぬ o :J11( 殻れh

'tRtER等の :!j IJl U{ も次第に強化せられ、材料輸送は舶版、貨車 、 トラック 、民ブJ 等の 不足で、

若し〈困難となり、 施工 月 Ｑ の機械 、 総ｊｉＮＭ 、 ｉｬｈｊ 込材料 、ｼ 可消耗 ｉ 日 ｬ 勾も 、 入手 ｩ 制ゃく悶 ［ ｾｪ ｬ と な
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って来7こので 、|制緩費等も意外に尚〈なる のが II : tr を得ないことと 思 はれる 。掠働市場に

あり では、 その地域 とIn故業 によりて一様 で、はな し、。 鍛工、15等 の倣工は寺子し 〈不足を感ぜ

られに、 昨年度に於 ては名古屋地方に急:鴨を見fこが本年は北府地方が著 しき 労働力の不 足

を見? こ。以 e トーは7H:丁の 際召による熟練工の不J止と . 地i或(I" J に'>11 : 工事又は軍需工事力 :集 中せ

られに結果であらう 2 建築砂防J賃銀は木 年 9 月 左前 年 3 月 七の比較であ るが第 8 表 に示 し

ーに通りで ある 。

第 7 表 建築材料の本年 6 月 と前年 6 月ぞ の比較

名 事事 12年6月 13年6)] 士脅i成

東 石 ( 立坪 J 23.  00  27. 00 +  0. 18 

R生、 芳Ij ( <0  )  2う. 00 29. 00 +  0. 16 

セ メ ン 〈袋〉 97 1. II +  0.1う

丸 鋼 ( 定 Fミ9 m)  ( 庖〉 22うー00 240. 00 +  0. 07 

山 形 鋼
( "' )  255. 00  225. 00 - 0.1 

工

多
(  <' )  285. 00 300. 00 +  0. 04 

Y抵

4会

(  <' )  290.  00  300.  00 +  0. 03  

剣
板 ( 6mI 2m) f 多〉 28う. 00 280.  00 - 0. 02  

市i. Ｈｩ ｾ引卒板ＨＳ Ｐ 呑 〉 ( 枚〉 1. 05  1  3う +  O.  3  

漠 板 く6尺〉 ( 多〉 85  1. 16 +  0. 3  

石 綿 スレート ( 6尺x 2尺〉 (  <' )  1.70  2. 40 +  O. 4  

天 然 ス レ ート ( 一分〉 ( 置綬坪〕 14. 00  lう. 00 +  0. 07 

米 松 丸 太 ( 60吠- 9吋〉 ( 本〉 92. 00  110. 00 +  0. 2  

恢 ;;;背 子 ( 並 1 :分〉 「王手尺 J 135 13う

<' ( 磨 2 分〕
〈多】 2. 30 2. 4. 00  +  0. 04 

7 ローリ y グブ ロヴヲ (1や〉 11. 00 12. 00 +  0.09 

亭 イ
J レ ( 100枚〕 6. 50  7. 00 +  0. 08 

リノ リ.- .. ー ム (  1令〉 170. 00 210. 00 +  0.2 

2f'- 均 十 0. 13

第 8 表 建築勢(!f?J賃銀の木年 9 月分とNl r年 3 丹分との比較表

ｾ＠ F惇 12年6月 13&ド6月 ｾ＠ 高専 12{ p6  i l  ＱＳ ｊ ｦ ｾ Ｖ 月

k  主
2.60 3.  10  2方 了. 2. 10 2. 10 

手 備 ( 鳶人夫 ) 2.10 3. 50 ｾＧ ｬ＠ '1ft 工
3.うO 3.20  

士 ゴ:
3.20  2. 80  t銀 筋 工 2.80  3.20  

石 工
3. 20  2.30 主主

r同a噂

2.30  2.80 

煉、 X， I  2.80 2  60 1fi- 均 比 王将 1. 00 1. 11 

これ によれば、労働賃銀は 1i 程 の職責を見せてゐ ないが、熱線コ; である 舵 了のl悠召、 之

れに代る ィ 、 熟 練工叉 は特ｾｾ Ｉｻ の ｴＴ ・入 Ｈ Ｑ 労 Ｑ 励賞鋭の ｫ 子 Ｑ ・ＡｴＧ 見せ なかっ ｔ 二ｼ 正 Ｑ ＷＭ であると忠ふ ｣

然る に熟練職工の賛牧入は相官;増加し?こことも 事賞で あり 、同時に単 位の仕事泊り の努 賃

は騰貴 してゐる 。

新〈 の如 し 凡 て に 亘 りて1: . ..1引ts 向を示 して を るから 、主i'省 1) 工貨は相首の上昇・を示 し

7  X li 



てをる r:: らうと，目、はれる 。時期 IJI.) に地域内1.) に、又(; J : .HJ;i: ;!;:N[ 類宅どによりて異るが、餓筋コン

クリート j JL 餓甘工 ｾｦ では Ｑ Ｎ ＵＧ ， 作 ｉｊ ｾＲＮ 5;t;:IJ 本法では2. 5制 - 4書IJ の 卜) f l であら うと 百は れ7 を

る 。 然 し主的Ｇ なことはそ の 場 所 と ｉｉ Ｚ Ｇｦとによりて具る Ｑ［＾ ら 言 へないが 、前述 は柁 ｾｩｬ 対 して の 寸 ｩ

で ある。

7. 建築構造と様式 銑 材 やセメント塁手が統 一 せられて劣 ｐ ｊＮｾ な 材料 カＺ少 Ｔ なつ ｔ こと い よ 、

開 111から 、昨年度に於てその許察l也力強度ーが引 1.. .げられに。本年度は 凡でこの新 許容 強 度

によりて設 計せら れに のピ、未? ごに劣必材料 は絶へ? ことは 言{ まれなかっ Tこo 1:i Q材 の鉛接も

[1' 1' 年度より僅かではある が、 これ が快川{t> ，i' f可せられ、似付 節 約の t=め l二十11' ，:;;; )io'(yf L に使m

せられに D 本年度に 於て は無 筋コンク リー l 拠出、竹筋 コン クリ ート 築1 E なとも 民l師自に

研究せられ、既 ｬ こ特 ｬｾ｛ の場所ＮＨこ はその 賀行 を 比 ＿こところもあっ ｔ こ 。 Ｇｓ ｛ｾ Ｈｾ ＮＱ川 の 尚治小 ｆ 幹 ｲｌ 匁

州なとも 、今日 初f筑せられてゐるか ら法からす' 貰現せ られるであろ う。本1礎工事の例究も

漸ゃく緒につい? ニやうに枝々 の研 究ヵ:殻K せ C れ仁 、多年川姐となってをつに鋸L副長の風

陀 研究も本年 度に於て ｦ 似たせられに。 ｩ オ ｈｃ ｩＱ， 建築は 耐 ｩ ｊＧＡｩ ｑ ＨｉＢｪ で ーな いといよ、 ＩＺＱ｜ＱＮＱＱ Ｑ ＯＩＧ らノ ｫ ｾ 、110あ

まり建 築 せ られなＯｊ＾つ＿こが 、防火山句 なるにめに 、 又悦 ｾＩｊ 倒 ｵ ｣Ｎ柑法がす支 ＱＱＩ｝ せられ Ｗ こにめに 、

今後も和市 lここ の主J.!; 築工事 も見 られるにらうと 思 ふ口

位 築桟式 に ｉ ｨ 討しては数年前から、 その ， ｲｩ 新 ヵ ［ｮｊｾ ばれ てをつにが 、 Ｑ Ｇ ＱＴ 三 年 ｬ 抗 力 、 らはあまり

その持が大きくないや う になっ＿二 、 ＮＧｬｾ、に戦 時に あって版 式を［え々するやうな工事がなく な

っ? こからでもあらう カヘ 本年度にありでは、1，'，r1Iiら そのl;if; 1J ;ノj 、さ カ‘ つ 1こ。新様式 の殺さl三l 主

主して 一同叉は寸Uil :千? に起る 新しい思悲l、lこJ品 、てi辰生するものである。ノドが也、勃授と |司時

に、fJjJ肝ーとしてその労金地しつ 3 めるべY関主義思想は 、遂に 建築様式に乍新をも? こらす殻

端となるものでない/ J > と想像せ られる 。

8 防 空 施 設 本年度に於て、 ｱ｜ ， に見枕せなし、 Ｖ ｊ ，Ｚ質 は防 ｾ Ｚ Ｚｾｩｩι 没叉は防予定札喋に防 ｬ

する研究であらう o "t.(i¥i>の勧 告によるもの多いが、何れのイ 1" む事務所工場等でも股火管: l il J

設備を設けなかっ 7こところはない 、叉吊: 要な建築は防本建築とせられ?こも の も 多 し そ の

色合も 飛行機の殻見をカムフラ { ヂす る様な色とするやうになって4(1こo ｾｽｪ 火壕 、 防護常

等の諸設備はネピ 一般 化 せられてゐない。工場の ｾｽ ｪ 日配置 、 都 ￯ｬ ￭ の ｾｊｪ 定Ｂ 十制 等に雫りでは

米 ｲＺＺ 研究の域をＡ日 ｅ してゐ な い 。公る ＱＱ 月 Ｑ Ｕ 丹、 大 Ｑ Ｑ 反 ｾ事 前に 於て焼 ［ ｾｾ｜￯ ｴ の 賓験、耐火 又は 防

火 建築の賞 防 研究は相官';1i. 結 果 を得る Tごら うと思よ、。又本年度・にありでは、防?;f 建築 研 究

のにめに、屡々、上海、南京地方に建築 技術朽の仮辿を見、官物による研究をなしにこと

は今後に於て主主するところ多いであらう 。

9. 代用品の研究とその使用 現 時局に於て 、多大の| 捌心 を持7こねばならぬ ものは 、建

築材料の代! 円品の研究とその使) ¥1 で あら う、今日ま で研究せられ多少Tこりとも使用 せられ

fこも のは 、下の通りである D

1 . 水産 動 物 皮 革 家 具袋 飾 品

X I 1 8  



2.  -)c V _ カ ゼ イ ン

3. 再 lえ 叉(士合成ゴム

4. 合 } 1 X ， 持t s胃

5 ヂ キ λ ト リ y

6. 7k 成 車rJ d 均ゼラチン

7. " ラ オ ン

牛乳 カゼイ y の代用 、7k1主ペンキ 、糊卸j

床材料、施工刑器具用rR，

千金
料

アラ ピヤ ゴムの代月!

正予チン代用

府 代 用 I忠

8. グラス又{ まスラツグウ ール 石 綿 代用、r弘

9.  ｾ Ｎ創 ｾ該 ;得

10. 点 力 陶 持

ｩ 悲板 、 十ＷＩ＼Ｎ語 、 ｾｉ 目板 、 ホームプレー ト、遜 風窓 裕子 、 床ド遁

夙 干し 策 、 棚受プラケッ ト、 ｾＢ 、十 昔 、調 節 ， ＱＢ［Ｇ ー ル ト

同

11 アルミエユ ーム、スT ンレス λ チール 銅、3号、プロンチ 、挺総等の代用品

12. ク ロ
， 

p ・ 自剣の代用 r忠

13. ，，- 1クライ ト、 七ルロイ 1-"， ヴアルガナイ λ ド

7 アイパ ー， 7. ト二一、 7 エ二キサイ ド‘ 小24金物代用: 弘

14. エ9 = - ツトパ イ7" " 7 アイバ ーコ ンヂ Y ト 各積金鴫バイ 7 ・の代用 t思

15. チソソライ ト、 チソ トロ イ1-" 、プリ λ ライ ト 各積美t吐い; ( ( 甲板、現板、天井被〕

16 ヒ ウ ム 'I1: 務質 水道管代則

17.  . ，ツタス ( 7 アイパ ー高暦成型I忠〉 コルク 板等の i坊熱、防背材料

18 ポールコンクリート 長 i先、導水位 、電性等

19. 7 ・ライウツ ト及びベユ ¥， 絞 各種 ｊｦｩＺ 作材料 ｾｮＮ 家具 その 他

本年度はt ¥: Hl n71の研究の最も椛んな年度であっ? こから、代F l 1r日i の 殻 逮 に 聞 し て は 時 代 を

制 す る も の で あ っTこ。

共 の 外 、 こ れ ま で に 、 既 にtfi め ら れ て を つ に も の で は あ るが 、 ペンキ材キキの 1) トホン 、

硫 酸 バ リウム その他 の 多 景 添力11、豆 油、魚介11、鋭'iiV1の 使 flJ 、 制毛 絹 に 代 1) て人絹、 、ス フ 等

の 代用等に 王 りでは時泉 lこいとまない程であっ? 二 。

10. 本 年 度 の 災 害 見喋7 i ・に反併を促し fニド!然 の 脅威 の 1:1
1
で、 最 も 太 な る も の は 、

阪 ￭ ｛ｩ ｬｬ ｬ ＮｊＺｴｬＡ方に於る水 特であつ に 。 ｉｬｬ ｨｈｋｬ と 山 津浪、数千 、 の次 ｆ 言力 Ｚ 一 例にして担波せられ、 ｦｾｾ

E定押 流せられ、がJ 600の利震をうたふ 7このである 。般に1-1:宅 地 の棋探は風光明初日の地 を のみ

円 棋 と す る こ と が 不 可であ ることを女11つ7こ。 此 の 外 に も 閥 京 地 志 訂 崎 腕 三 車 鯨 等lこ外 で‘ は

北側三北 湖の 洪水は、 その被 害 甚 大 な るも の が あ っ 仁 o "':'1・城、稲山地方に強震があっ 1: が、

被 得僅 少 で あ っ ?こ 。 茶北 及 北 鮮 に 於 て 決 裂 は あ っ fこけれども 被 害 は 記 するに足らぬも ので

あっ＿こ。現場に於る災特防 、 ＱＱ Ｚ のにめに制定せられ ｦ こ安全Ｑ［ ｾＩￏ 生規 Ａｬｬ ｊ は ＱＱ 月Ａ日より賀 地 せ ら

るるこ E となっfこが、時局を 鑑 み地方の事情により、 そ の 一部 、 足代 板 と 足 代 の 金 物l終結

の僚項がf { / 保きるるこ左 があ ることに なっ? こ 。

ll ，結 語 要 す る に 、 事投 下 の週 撲 界 は 凡 て に 於 て 一大kJ .q立を飴1誌 な 〈 せ ら れ
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fこ。工事の1・E 別に於て、.Ctlf の地域に 於て。従って建築附係芥も 移引 と特 InJ l: ｾ＠ il:'r.1l U' : (  

せられ? こ。 平和建築から革関係及び軍需建築へ。又地方へ建設せら れる 工場や施設が次第

に多< ＱＮょっ ｦ こから 、 叉鮮制及び 北支 の建築工業 も次 第 に 多くな って来＿こ の ｦｾ から勢ひそれ

らの地方へ移動せられねばならぬ。 一般に工事の規模が著しくチてき〈 なつ?こ 力、ら大財閥や

軍需工業エ事等を背景とせる事務所や大請負業者は相蛍思惑を霊長ってをるや うである。そ

の他のものや 、中、 ノ ｊｾｾ 者の 中 には恵れないものが多かつ Ｑ Ｚ 。 今後じ於て は 、時 代がか、

る費革期に遁遇してをるのfごから、明敏にして進取的な ものは大いに護展ーする機-f'l "{f得る

ＱｾＧ られ が 、 埼踏遼巡 する退嬰的なも のは 、 次第に後退せざるを得ないであらう。向共後

の形勢については更ら に筆を改めて審 くこととする 。 ( 13年8月18 日〉

X fI 1  0  



東 京 市 建 築 事 業 の 回 顧 一 年

野

?i みT ，乙11制 e: Ltl 必の '". い .  ｾ ｉ ー でめっＡーレ ＱＱ 日 中 笠倒的 な時 局の動さのＩｾに我々 ｾ ，士課せ

: れ れIJf. 寄せ. 主主J.x. の. . t . ' &めに火の: 1' . る努i J i
n

致 1-， 1: 可r. 0 回顧 して↑ 存ひさ' る記録 どする c

年度諜算成立と戦制改正

長日

昭和十 三 年 ｬ 主の点点ｉＯ ｩ 建 築 ｉ ｦ， ｍ Ｑ 系議伏線 ｾ ｾｲ は近年に ｊＡ ＱＮ れ、 Ｑ Ｉ 切断念 Ｏ ｊ ｾ し ＱＺ ので 、 物資統制に依

る岩蜘j附係、建築の大部分の進行がE f;l ，mであると の見通しをH. J しで も、 許可さる可き木造建

築のみを以て共傾は 1，000，000間以上tこート: l) ¥カJI うるに懸案のrlJ I ' 似合建設敷地も本年二月

丸之内ι 決〉むを見1: ので共調任費の議決も格へ、我等は111:虚に多忙 なる年次を迎ふる 事力Z

IH冴'( 1:。

f向古旬1此外に 為茸，トト[- ｾ二 二 Ｎ Ｍ ＮＱ 問色引 Ｑ オリンピツク大千作＿ ノ々守場 ｂ砧 ｬ主Ｚ設投 Ｗ橡象 Ｑ切＿匂 Ｍ もι 、 ，亡

等事当業 ｴ 五長ｴ の増大せる機 千令［ｲｾを ＿ 捉へて四月多年我 宅守等＿卒 ［ の符杭 ｩ 監とせる 、 東京市建築部 門 の嫡立の窮

めに、従来政治(I"J 本1' ; の ( ( 1r: に見 え1: 臨時71f 腿??建築 却をlit し、従' >j ' ( の土木局主もマ表課を臨

U'f 札喋1¥1) に・fI十件 l'd't，'，:せ しめて、よ とf:fc介する 乃l の!日夜 :VI )改 fE を成就する事力 :W，5l q こ。此新設

され仁臨時辿 築＿ ぶには、ゲ ｩＺ Ｎｦ Ｇｈ 北ＧＦぴＲＨｾ Ｍ Ｍ Ｍ Ｉ う Ｚｲｾ ￇｪＧｾ 三 工皆 川 Ａの四 手 取を設〈る事と しに 。

ｊ ｴｬ ｪ の 虫Ｏｬき ＺｾＺｩ Ｒ ｾ なる建築 ｾ ｊ ｲ｟ ｾ ｓｾ ＺｉｾＺ の 増大は 、 東京ｉＯ ｩ としては守 ｲｬ 部復興事業 の泌 行に常つ ｔ 二時

以外に経験 しなかっ ?こ事で、新し〈成S.ι し? こる建築部の機柿;は、Jl; 整備の矯めに部員の榊

加を? 必'}f: とするに空つに 0 ・J;t 時は|山|内一般に不可訪日係:CWV.;; も多〈 、建築技術よiの招l持には

ｼ 末以 ｈ を感じ ＿ こが 、 兎 も ｦ 句評 ｊ Ｏ 什・名の新保 川 討を辿ふるを得 、 衿ＺｾＨ部員とＱＺＱＱニせて 約 二百六 十

名のｾＪ察を終うるｉｊｴヵＺ /1 ¥来 、ょを以て多忙なる局而に 1I.j[1.(: ;する事としにのでゐつ? こ。

凡 そ ＿守公 胞 に於て、ｾ 築 を， Ｇ ［ ［［ Ｎ ＺＺｲ ｬｬ する Ｗｩｴ 世の執務 機 仙 の能 力と、ＱＧｾ相 Ｏｦￎｬ ｻ に事 正 量の過不足

が 生す・る事耗仕 Ｇ Ｍｋに ｾ ｉ る ＺＩ｟ Ｑｴ は Ｑ ＡＱｾｾ、 の で 、 一端 機柿 の 術ブ大］をを，［訂計ｼ十 Ｍ訂引 Ｓ引主 ｩｅＺ する場合に於て もｌ 、 夫れら

司7及え(1'.川的ド件内tり.ゴj にr拘持1寺i車記杭.号1引刊11川1'，川4供4 るF粍'f. .J皮ι主.のf後灸4年ドE次ブ欠〈にT円〔るZ事お

ピツク大千令7建設1事[司ヨ主i の思場‘ イ介干に於て、夫れは1並大なる nF{ ;[;11十五年迄の短期の臨Hキ3泊三である

よを臨時に設位せる機 Ｑ 叫に於て Ｇ［［［ Ｎ ＺＩＧＱ｝｜ する事 Ｑ ＡＱＮｾ < 、前世の機怖に於て宅; : : f lll する事は千'jif の場

イ ｈ ｉＧ ， 斗七測し、所であるが 、制 々オ リ ン ピ ック大千＿ ・ 取 Ｑ 了後 の ｮ 日午 ＱＱ 十五年以降に於てはタ ｪ 論 、 ｾ ｴ［Ｚ

切の 終局も Ｑ 明 十 Ｑ し得 司 〈、 ｊ ｾｊ お イ＿に於てＯＧＭＮ々 は 今 ［ ｩ ｬ Ｇｾ Ａ ｻ ｉｉ Ｎ Ｑ の 新 ￯ ｬ ｩｬ Ａ 私 合建築を進行し得るち の

ど像:位、しにのでめって 、此司f北 j主1実に要 する間前年を力J 1J;r する n.J に、少くと も今後七附年

に瓦る建築部のJJ ［ Ｚ ｾ ｾｾ ｾ＠ ＺｉＨ はイ ＧＺ ｫ ｾ ￆ でゐる司 Ｑ の見泊にプと介 な る Ｈｩ Ｇ Ｈｩ ・ ｦ 百を 世いにのであっ Ｑ Ｚ 。

オリンピック大曾建設事業の殺端より中止まで

第 十 二回オ リ ンピ ック』ぴ Ｗ は 、昭 和十五年東京市が主 ｈｈ 都市として之を開併する Ｎｾ ｨｬ 二、

ｊＱｾ平 ＱＱ 十 一 年 べ 、 ｌ リ ンの 凶Ａ と ＿オリ ン ｉｾ Ｎ ツク ＿ を ｮ 令に於て決 ［ とされ仁 、 而してよが招致に闘し

では 、東京 Ili f;: 昭和 l八年 ロスアンゼルス大内以外: ，: 1j J ，紀 ー: 千六 1'，;' ドを J記念し 、J Iつ( よ米 Il:( に
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於 trt る最初の大台とし て之を附1tl す可〈 、各組の機千? を 利用して織烈 74 る招致巡動を檎絞

しにのであって 、共結果が べ‘ ル リンの決議主なつに ものでゐる。

爾来我閑オリ ンピック閣内委員 、及鰭育主務官憾 fこる文部省( 後に厚生省〉日本韓育ttJ J

令東京市等の代表者によりて 、オ リンピック組織委員合力; 結成せられ大手? の[ o ¥fHl 日計費: が進

められ7このであっ? こが、合場の建築に闘 しては昭和十二年二月迄建築敷地も 、又建設珠算

等も未決定の僚に渇されて居Tこロ此1mの経過は、結果より見れば閥係官; 事者ーがOHiに空論に

終始しにもの〉如〈であって、重要な る間際事業の遂行に必要なる設計及工事の所要mmn

を徒らに宰費し異に遺憾t二堪えさーるものであっTこ。

本年三月に至りて東京市建築課が計霊に参 ｌ ｊｩ ｊ する事となり、 ￭ｬｩｾｉＧ ，＼＿［タト苑の陸上競技場の改

造に依る主競技場を除き 、水泳競技場、蹴球場、陸 k代用競技場、室内競技場、オリン ピ

ック村等の建設を東京市に於て捨首する事に決定し 、 ｩ 阜Ｉｊｉｬ Ｑ 象ｾＺを市合に上程しに。然るに

紳古jjト苑競技場の改逃は 、I1男衆牧容力の不足と閑費負婚の珠算不足に依り て、 靖子ー不可能

となり 、 主競技場の建設工事も東京市に於て拾常せｾるを得ざるに王り、念に ｄｻｮＩ 搾に水陣

の綜合競技場を建設し 、之にオリンピック付を併置建設する事に計むを? 鎧更し、蹴球場/ え

陸上代用競技場の計撃を腹 It: し、更に芝浦に建設する自持率競技場を併せて、之を* 京市

に於て指嘗施行する事として四月1象算を更_ i E して市千? に上程し、五月その議定を? 見るに歪

つ1: 。

扱て此の計重工 程 を 編 成 し て 見 る し 工 事局j工に要する期I l ¥l より逆算して 、ミiミ嬰なる工

事の設計は八月迄の三筒月間に完了せぎるを得今 、市かも設計はオリンピック組織委司令

の各柿特設委員令に協議を要するを以て、設計指常者ーの繁忙は嘗へ現11，きものがあっ f: 。

加 Ｑ ふるに資材の統制は此底にも加 ｬ つ＿このであって 、 主要相判寸こる ｾ ｫ ｾ 及米 ｴｦｴ のｾ川市Ｚに ｦ ， ｴ

して 、政 If干の節約内命は!瑳々設計の鑓更を飴議無〈せしめ? こっ遂に不焼のち1 - ) ) ( : t . 之等の<<:11'

問を解決し得て 、絡に設計完了の見通しの出来? こ七月十四日に王り突如としてJU生省より

オ リンピック中止の命令が護せられにのであっTこ。

我等も又此 Ｑｭ に 、 事経の進展を ＡｉＡＥ 品し＿こものでは ＱＡＱｾｉＩ ，つに o IIHi我等は "' IH幸If Jj の蛮せら

れ? こる時期に就て遺憾を感じ? このであつに。大作中11:カ: 必容!の附勢に世かれにものならば

本年四月カイロに開1Wされfこる十二回大作の、: l i 走後の伏広i " g す可き凶l際会[ - ¥千? の席上iこ

於て ｾ ｉ ｬ .11-'.を持l明す可き機併が越されてあっ 1:
0

Ｍｊｾｾ｛Ｍ ｩ＠ ( . ' 1に於ては i主に J 七:'Jf'J!Ir，< して東京大

令開 ＱＱＱＱ に到して反封問があっ＿こにも係らす Ｎ 我凶委員のま張はよ会押し切って附 ｉｉｾ が決定

されにのであっ? こ。我々は斯かる経過を 9.11るが故仁、我々 lこ糾されTこるオずン ピック彊5党

事業の遂行は、我閤に釘して事鑓の矯め tこ歪 rll l されにる各| 引の認識をづ止正する事に役立つ

であらう事を信じ 、資材統制 下の困難なる事怖を同しでも 、 I ｾ＠ ，-:;!  i : の述成に勿ゴJ を搾げにの

であっ fこ。我々は中止の忠世に附して特1) 1 ) 切れぎる lさそ抱くと共に 、自141に割有力忘れに夢の

何時まで も消えな いのを無念に想、 うのであっ1こ。
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物資統制と事業の執行

昨年の七月日文事留の端が護せられf二時戦果、今日の虫f I < 繍大するものと設が? 象想し fこ

であらう。今 日の建築界は時局に忍従する究悟を有して居るでゐらうが、此庭に到る迄に

建築に関する資金ＺＡｬｦｾに材料への 、 相櫨いで護せらる〉統 ｩｬ￬ｬ ｊ 法規に封し、建築工業の崩話裂を

守らんが矯めに、建築界は奉げて共針策に努め fこのであっ fこが、時局はより先きに重大化

するのみで結果は遂に無効にのみ絶つに。

我東京市に於ける十三年度建築事業も、遺憾乍ら如上の我同一般の建築事業の推診と軌

をr. iJ じうしにも のであっ? こo ｉｉＡ ｉ［我々は公管事業に批 ・ るもの ｫ して、Ｎｾ［初より目 ｉ ｊ 話 ｩ の［な識を

以て公営建築鎖すのt ¥t めに惜みな〈努力を捌; つ? このであっ 1: 。昨年十一月館関工作物許可

取締規則が公平li されTこ時、我々は首初夫れが建築の廠別に依つては許可さる可き ものであ

る事を橡怨しず市営建築物の如〈事業目的が公共的のものでゐ L 且つ建築防別にしても

家屋密集地に建設せらる〉底役所、イ串佼、病院等の如き 、或は然らすとする も中央市場

|二下水道用建築物のYfl ｾ特に事語、下に於ける都市・締法上耐火構造＿こる事を必須とするもの

であり 、而かも犬等は者ili !i の急激なる護展に依って、急: 砲を j亘られて居る現i伏より見て 、

此肌の建築は必す' や特別の措置に依って建築馴は許可せらる〉ものと確信し fこのであっ 7こ

然る l こJt 後昭和十三年度橡算編成、並に事業執行に針する内務' f ' iの命令に依りて 、起 l或tこ

ＨＱＧｾる餓鋼控訴 を 仰の ［ 宥工 ｬ ま令 ｬ 断的に ｊｦ ｰ ［Ａｪｉ ｊ さる〉に至り、先づ我々が所期 ー し ｦ こる市昔、建築 の 特

共事 Ｇ Ａ ｗ は政 ｉＨｦ の方針に於て否認されにｚＡｾーを ＹＺＱＱ つ ＱＺ 。

ｪ 明〈て ＱＱ 日平 Ｑ Ｑ 十 三 年度の佐 築 事業 Ｇ ｦ 象 ｊ［ｲ はＮオリン ピ ツグ ＱＶｍ 係 、 ｦ 象算をｼ徐き、議決 Ｗ 斜ｾｾ 22. 40 

3，000闘' 1
1
起111水，W

，nTの もの 10，950，0000却を 差引き 11 ，442，000闘となり 、内容は木造建築

を主とし栂かに医役所、的=院、同市施設等の3叫澗建築カリ11へられfこに過ぎなかっ fこ。

j tJj-
＼して我々は年度常初より主としてｾｕＡ建築 の みの遂行計笠に詰って居＿このであるが

七月蝕材の統; j j1J はムl ! : に現化されて、木造建築の遂行にも甚大なる影響を受くるに王づ fこ。

夫れは払{ 寸佼川祉の配首' t1J' i: ';ili i J 限に附する法胤の示迷であっ? こ。市に i - J する鍛材数量の配

泊客 ｉｪ Ｇ ｲｓ は 、 一 括して尚工行に ｦｩＧＨ って指山され、司 ｩ は更に之を建築部に針して数量の割蛍ｾ

ＱＮｾ［す Ｎ Ａｨ となっ＿こ。此中ｾＨ［ｬ我々の夢想 もし なかっ ｦ こ閥単制限であっ て、木造建 築に伎丹 Ｑ きる

〉防火 ｾ Ｚ， ｴ 及 ｊ た礎 川 の 丸 釧 ｬ 討 ｉｾｊ 、迄も無〈、構造 Ｉ ｉ Ｎ ｊ の緊結告脚。まで一切の鋭材の使用量は 、

此事1J';なtlil J限 Î J
で所. f ' l ! . しなげればならぬ事となっ? こ。而かも共割合主は徐りにも少し建築

部が本年四月より十三月迄の所要数量 2，768噸に剖し、書1J 首数孟は共約 15μ417噸に過ぎ

なかっ fこ。斯くして新し〈惹起し? こる問題 l立、此ノJ'iil: の割官; 鍛材ーを以て 、如何にして可及

的大量の木造建築を賓胞するかと云ふ事であった。共の矯めには先つ' 計霊中の各種建築中

より着工す可き順位を定むる必要が起き? こ。更に構造法を再検討して、可及的に餓{ 同監を

i成す・る臨時措置的の工法を探月1する ZJ1ーとし? こ。 ?? ? 工す可き建築T'
iJi :BJj の順位と しては、皐?立

の ｩ 怜Ｉ ｊｉＱに Ａ ｻくって，二 Ａ Ｚ ｉｪ むを ｩ｢ｩ らる〉ノ ｬ 、製佼及び州Ｊの不足せる ｗＮ 染病院生事力行長先 ＱＧＱ Ｏ
ｊ に ｉｊｾ ばれ 、
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区役所の如きは後次に廻 されに。

更に七月公平fi せられfこる米絵版貨取締f悦J! l Jに依って、米必の構造材として の使用が抑艇

を受くるに及んで 、 梁材の撰様難に陥 ｢ 、組立梁等の特殊工法を探用せざ‘るに得ｾるに五

つ1: 。

共他銅鉛等の建築主: 要材料に統制が行はれに詐りでない刷、石綿、織線、 iT等の材料

の梯底も伴ひ、力11ふるに材料運搬の輸送力が減退しに事l之、建築遂行上lこ著しき F斜ーを ;及

ぼし、設計の l二に許可手続の上に、叉工事の地工に際して線、て過大の努務を必要 とし、而

かも尚事業の成績の之と干| 、はない事は u-_ むを得ぬ JI た態に ，(J:る。

知旬、る事態の下に、我々力 Ｒ 年度酋干 ｊｊ に 所期しにる工 事の執行量は減 退 して 、 ｾｊ ， ＺＺｴ佐 主 ｾｩ 誌は

約 5，000，000闘となり、 ;¥1ー霊長の牛相にも達しすたねる事となる様である。

1悦じ来れば今次事鑓に際合して、我ら建築制lカ: 袋り fこる甚大なる影響は、 1守て歩惣もし

なかっ fこ所であっ て、事業の抑制と物資の統制に依って 、1以令夫れは臨時でゐつ でも 縫合;

技術者の能力の過剰を見IHさざる を::' 1-与ない。II，J時に又我々が従来泰子の情性に馴れて計重

し司王り? こる建築は 、防空の問題にも総入材料の問題にも新しき諜題を提示され、材料の娯

揮 も、楠迭の方法も、更に根本的の検討を 必要 とする多くの事項を見出し? このでゐつに。

我建築部の事業の古川 、iH政の各事業に必要とする多杭類の建築を 、犬等事業の婚首部

局の委託に依って、常に念: 速に計実質施しつ〉ある i伏態に於て 、今物資の統制に依って七14

24の時間を興へられ? こる機ヂ? を以て、之等の ，j H牲を全l面的に再検討する時、既に 一歩ーにし

て修正を要する多〈 の事項を 見出す のであって 、行み て'1: 11' 陀Tこるも のがあるのであ る。

我々は此機千? を善用して、過剰の事持能力を特別し、千素多忙の矯めに企てて能はなか

っ＿こｾｩＢｉ重工法の不整備を是正する事に針 ｦ こるのみならす、今後に廃する訂めに周到なる例

讃を積むならば、此時局も建築新生[ 師への打開の矯めに、天出の時期とヨラへ得らる〉とイ百

するものでゐる。 昭和十三年十一月十四日
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本 年 度 住 宅 建 築 界 の 回 顧

小 林 清

本年度住宅建築界の回顧ど題して寄稿せよし編輯から依頼 され る僚 に簡単に引受けて

しまっ?こが、さて過ぎし 1年間を録返ってみるに、一般建築界は不況であっ? ことは云へ、

その業蹟常に鑓はらす・偉大なるものがあり、生t宅建築の分野に於い ても 相首な 仕事がな さ

れて居り 、且又諸軍需資材の使用制以規則の殻令し所謂多事多端にしてその過ぎし跡を

此鹿に再び見直すに首 り、辻速なる筆者は砂からす首惑し てゐる次第 である。

筆者もとより 、，日本金閣各地の住宅建築の全般に渉って通障する者にあらす¥又この大

阪府に於いて ! 日 何仰の割合に竣功し てゐる かも知らす" 1こV 世俗の建築各租首誰誌上に表

れ? こる位宅作品、成は身近にて見聞し? こる事などを基にして 、 l 年間の回顧を試み んとす

るもの? あって 、 その寡聞構見Tこるを恥じ、その展望の偏るを恐れるものである。

l 、住宅建築に関係ある時局の法令

本 ｸＮ が今夏銭 Ｍ ｉｾ ・する迄 ちなく 、 此の日支事鑓が我が建築界 に 輿へ＿ こ 影響 ほど甚大なも の

はな いであ らう。事 i'(;i Ａ Ｉ［ ｾ ｦ￬ まって己、に Ｑ :年有徐、同そあげての戦に岡家の総力を、 戦争

lJ (I"JJtii 放の l 貼 l二集民するべし幾多の軍需資材の使用11;1)限規日1J 〆蛍令されてゐ るのは周

知のことであら う。と のうち本年輩令され に位宅建築に倒係のある法令をあげてみよう口

(  1  )  支那事: せ山川脱 法 〔昭 利 13 11ユ3 ) J  31 H 公布〕

手千{ 多ともみるべき本.内袋町li1f占及ひさ家J l ，類に特別j税を掛さう主云』、のである。住宅に縁故

のあるものでは 、即、! 照明器J I、の5闘以上ーのも の、家具はセットにしてうO図以上のかのに、

各 一制を徴牧することになっ仁、似し家1 1 : のうちでも寝茶は生前必需品 とあって、この法

令から除外されてゐる。

(  2 )  1) 矧司工作物築造許可規JlI! Ｈ 昭如 Ｑ Ｒｻ ド ｉｏ Ｉｾ 11 日公布 〉

!司卜j MJ II! 改 IE ( 1昭利 131，1ミ 7μ111-1 公布〉

ＱｉＨ刊 ＱＱ Ｑ Ｒ 年 Ｑ Ｐ 月設令さ れにものは「餓釦 ｾＵ Ｐ 位以 上を使用する工作 物を 築造 せんとする時は

地方長 ， Ｈｾ ｾの許可営委主す 」 とよとよ、のであっ＿こが、昭和 ＱＳ 年 Ｗ 月改正されて 「銭捌の使 用数量

の如何に拘らす・許可を要す」る 乙とにな っfこ。生1 : 宅を鋭筋コンクリート迭にし? こ場合50貫主

と云へば、約 150呼 飴 りの家カ; 建つ 乙とにはなるが、我闘に建つ住宅に使用する材料として

もう一息と云ふ J起があり 、今迄でも除り用ひら れな かっ?こ ので 、さう 影響を象 らないが、

後述 する !m< . 、最近は lW，江主主設置の 必要カ :1喧じ く叫ばれてゐるのに封 し:1m肘を加lへること

になり、延いては都市 ｾｊｪｬ［［Ｉ ｕＭＮ にも， ＱＱ 々しき問題を惹起することになり憂慮する次第である

が 、ｼ時 局のｾならば致方ない 。
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又 「薄 鋼 板 を 使nJする自主も IJF許可を裂す 」 る こ と に な れ l 段 と強 化された のである 口

此 改 正 規 則 に よ っ て 「此 、他 、 換気 筒、煙 筒、1:f: H中、生r T 隠 し、 X(.:!: 炊 事場 、流し場 及び

風呂場の羽目張若しくは床張 」の みが寛大 ｬ こ Ｎ ｊ ｲＮ ､ ［ 反れることに なって 、 Ｑｾｾ ｊｊＮ ＱＰ 也方にて その大

字 と 云 つ で も よ い 屋 根 の 部 鋼 板:皆、或は iji l:の サ ラ シ 茸 な と が 禁1.1 ＧＮさ ｾｌＱ こ ｯ ｊＱｉＧ ｾ Ｑｫ ｊｲ ｊｪ ｉ 日ｊｩ ￼ｻ［ に伏

って蚊 Ｔ ｦｪ 屋風建築に致命傷を興 へ＿こものが 、更に持 鋼ＺｦＦでも 七 可となり 、 公〈数 ｦ ， ｪｾ 屋風に

は手も足も ，I-Hなくなってしまっ? こ 。

近 時 、 再 鋼 板 の 使 用 制 限、石キlil 板 の lilyィ、JE. の魚 、 必然 的 に屋棋 は1i. 誌に J じ化 されて 、

瓦茸陶が ｩ 頓に繁 昌 をｾ ? j ( 1 こす時代となっ7こo ｘ 、 ｉｬｩ ｬｬ ｬ ＩＧｊ 也方 のノ ｲ ｫ ｾ ｲ ｾＺ｜ 閥次 地方 の ， 騎 ｬ 刷 ＱＯ ，｜ ｜ による

被 害 に は その復古の託、 1  ｮ 寺この ｾ Ｉｉｈｬｪｉｊ 限 も寛大 に取 ｊ 及 れに。

(  3  )  銅 使 用 fl;I J限 規 則 ( 昭如 12イV.II)J 6  11 公 術〕

向 上 規 則 改 1 E C第 2次昭#113イド<¥) J  ＲＳＱＱ 公イ ｦｩ ・ ｾ ｲｾ 3  c--j，、昭和 13'; 十 8 Jn I : l 公布〉

我 々 日 本人ほど銅を愛t了する ごX' fi 他に 傾例を 凡 ないのであって 、 建 築 に 於 い て も 凶 純11.1

に渉っ て 使 用 さ れてゐ? こが、それカ: 車νくの改正に依って 、銅及び銅合金の使用は全商的に

禁止されてしまっ? こ o 1こ' > ｽｬＧ ｊ 釘ｾｾ ｉ 年製使 Ｉ ｉｪ す る蝶祷 の ｾｉｉ き ＱＧ｜Ｇ ＨＱ｝＾にオ Ｐ ・ ｲ 1こぼしの純 闘 で 許可

されてゐるに過ぎない 。

(  4  )  皮 革 使 用 制 限 規 則 ( 昭和 13年 7 ) J  1  11 公 布〕

此は建築には徐り 腕Ａ 係 はな い が 、 ＱＮ Ｑ ＮＺＮ 、 馬 、 鯨などの ｪ 之ＧＱＧを 使用し て 、 Ｋ，ｾ￭Ｍ｛ 、 ｊＺ ｩＮ Ｍ [ - 、がし

Ｇ嵐長 、 ｲ ｾ 布 ｬ 頭 、 共他の家ｦｉＮ Ｎｦ 十稀を製逃することを ［ｉ［ｉ ｊ 限してゐる。パッキングなども ｉ 玖与を

裳 つ ?こ 1例 で あらう 口

(  5  )  銘}、 it:t $1} 、銀J等 f吏Ijjj lilJ 似4対tJ! IJ C昭 拘 13"1". 7 H  9  H 公布 〉

Ｑ Ｎ 記のものを混濁 ｬ 二 、 或 は此等を材涼 Ｇｦ とし＿こ合 会の 建 築 川附 ｊ ｩ￳ 金 ｈ の製 ｾに使用を う＿＿じ

ｦ こ のである。鋼 ｬ こ ｊ く し、で 大なる打殺をＧ豆けにものであるが 、 ｉｮｾ 鉛 又は錫メツキ ＩＭｪｊ 父 ｌ ＺｬＺ ハン

ダ色して使用する場合は除外されてゐる 。

(  6  )  米松版貸取締法見見IJ C昭和 13年 7 J n H公 布〕

向 上 ー 規 則 改 正 ( 昭利 13年 11 )1 1  I : J 公布〉

長さ 2 米 以上 の 米 絵 の 販 貨 は 宵 艇 より 註文する 以 外 lまr. u : 大国の，1f 可否? 愛する事になっ

Ｗ こ 。 此 は ￭ｬ ＧＮ ｾｾ 築 にはさほど腕 墜 を及 ぼ さ な いが 、 運昇段 、工 場などの如 ｬ く強度を必要とす

る大なる架峨 のも のには般〈べからさ' るも ので あ っ て 、 此 1;; 統治IJ は )1:: ，: ; : ; なる; 汚響を」むよし

て 建築 を 抑 制 す る に 大 な る も の が あ っ 1: 。 底力Z竹憾の;; - t : 文に係るも の が許可を 要 しない こ

主になってゐ? こので、かう 云」、風に例外を 認 め る 事 は 掃 給 調 整 の 賓I'，!i に鑑 みtJi J!i Hlil j)との趣

宵 に刷 は ぬ と あ っ て 、Jl 止近改正されて手J - IJ以外のものは ータ' f ! こ統:!ilJ されろ ' Jf なつ に。 そ れ

と多 f レその 内経に ついて緩和 l されに j径がある 。

*  
以トーの もの が、公平li 賞 自I! i されてゐる のであ って 、材料 の使 用制 限を除隊なく せ し め ら れ
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建 築に首っ て思はぬ苦持を要することに なって来?こ。銅御殿と構 し屋根を鋼板で見事に茸

き 上げ ＿ こ如 き 速 い 昔の 思 ひが して、 金 主 土 地 きへあれば好き勝手な建築が 出 品 ｾＱ こ時代が茨

しくて ならな い。

向 、此虚に特記すべきは位宅建築 左大な る闘係を有する 「木材使用制限規則」について

Y あるが、此は他 の各重要物資の消費節約に 準じ て企聾されに木材及びその附属使用品の

節約など h 消費節約 を目的 とし?こもので 、住宅は延坪30主1; 、工場は60坪以上の木造建築

を禁止 しよ うと云ふのであって、商工事務詰首. 局及ぴ閥係各守佐省き奇[の手に依 る築文調整3を? 終へて

ｴ他 ｴｬ也ｾ悶磁 ｒ需商 Ｓ奇 ｪ 相の決裁をを＿づ ｩ求くめるまでの段取 に なつてゐ＿仁こ口底カがＺ離 ｒ商 ｾ ｪ 相は「木士造宣家屋に整釘 ｦ し て 紫

念に制限する必必、要をを? 認めす宇、¥、米松材が既に使用制限されて 3を?りh、内t地也材の節約はさ 1ほま どパ

ルフ

既 に使F用月乃至製迂造t制限されてゐるので、此/ J ; 物資の節約には大して弦味もな し 結局一般

的な泊、費節 約方針に依って不袈イ，念の賞作: を戒しめる彪にカ黒liがEをさ れ る認であるが、?こ

Y 此Tごりで' 木造家屋建築il日l限のmlr ll とする lこ首らな いJ e 云ょ、見解からま に決裁を興へな

いでゐるので、結 局此依掘り出しの運命にある と去五、。

戦 線にあってあらゆる囚苦献乏 lこ耐へ沼、ぴ議戦する皇軍将士の事を思へば、 この非常時

l二家を建てような んて式五、のは成程賞深ではあるが、しか し住居は我々の生命財産を保護

し、 子孫の養育を計 る を問的と し、 Ｑ ｾ 行建的である事ｾ 必 ｾｊｩＱ， よる僚 Ｑ ｱ ニの ｬ っと し てゐる。 人

に依 つては現在の仕居が Ｚ 恐 し〈 不健康である話に 、 より Ｑ ｾ と Ｑ ｍＵ的なものを望んでゐるか も 知

れない。叉借家建築の粗雑さ 、設備 の不完全さ 、 それにも増 して家賃の雨¥ｾ、 事 ｬ こ めき ＿ こら

すして家を新築 し7こい と云五、有ーがあるかも 9: 11れな L、。さう公つに人 々に3討して勿論賛禅は

戒 しめなりればならな いが、{ I:居を建築するを認めてやらなげればならな い。一方工事の

費用 について汚へて見るに 、その大牛は所謂搬入の千I 1ni雪に L て、その建築を禁_ l l: しゃ う

ものなら 、 さなぎ に に失業Ｗ￭Ｎｾ貞 ｉ ｈ の 世 に更に拍車ぞかげるべき様たもので 、此 叉 ｋｾ 心 すべ

き ａａ 態を来＿こす事になって 、 院Ａ民生活に精刷 ｩ 的及び経柿的に［ｾ響する ｪ えも甚大なるものが

あ れ その犠牲を強要 してまで制隈措置をする 必要はな いと、 統 l;j iljの魚の統制 を強行せ十

戦争 中 に家主＿建 て る事の可否は道徳 的 の問題であるとケ リ をつけ に地 ＱＱ Ｑ 蔵陶 ｾ ｮ のお子 ｼ 療に

劃 して敬服する 次第である。

筆者の灰聞 する鹿 によ れば 、 この木材使月j iljlj目l..!: 規則は 8 )=J  I 日に 公平li され るであら うと

噂がにも 、 7 月の中頃からは世の大小請負業者は勿論設計事務所、 代願業者に到る迄、現

在建築をしゃ うとする企てのあるものは 、護令までに建築認可を得てをかなければ、建ミドー

は家主＿建てる事が ｾｉ Ｇ ， ｾ＼ｩ歩 、 請負業 ［ おＭも近ＪｦＮｴ￬ ｩ な仕事にも布りつり十みすみす逃がして了ふ

と云」、詩で、大小浅さするー才合財首局 にkl' ，闘 しに常に 、}(f の建築糾も時ならぬ盛況を呈 し

に。殻令されるであら うと11宣侍 されに 8 月 1 日が近付〈に つれて、If正胤に日参 して何 とか

有 Ｑ ・ 〈 認可が おりる 棋 に と懇糊する者も砂 〈 なか っ＿ こ。雌が Ｗ 月 も愈 々 ＳＩ｜ Ｎ ｾき Ｘ 月 Ａ 日 に なっ
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7こが、待てど稼期する法令は下りす・、/ ; - 迄f¥¥f;命 lこ努力し? こ I十l斐なしと 、不屈な慨嘆をする

ものもある様であっ? こ。が、恐らく此を契期にかりそめにも建築ーをしようと下心のある者

は一気 iこ出願して了つ fこので、共後は一般の出願も梢減少しTこj惨である。

本年度の出来事として 、何と云つでもこの「木材使用制峡規WJJ が殻令されるや否やの

関心程、我が位宅建築外に甚大なる彬i撃をもにらしにものはなく、建築業者を殺すか生か

すかの境問にして 、一方恐怖の眼をもって迎へられ、又一方では岡策の魚なら致方なしと

あきらめに似 ?こ気持でゐ fこが、宰にして池田藤尚相の明快なる判決に依って数百寓の建築

業者に活路を・奥へられに事は慶賀に堪へない。

もとより公布を見す・e  t ，生活の簡素化、消費節約の趣旨は肢として動かすべき tこあら

す¥不要不念のものはその建築を延期し、底止なを得ぎるものに限って 、 この思典に浴す

る犠にして、寛恕なる取計ひに封して趣旨を履き遠へぬ様にし? こいものである。

2、作 品 展 望

生活を簡素になし物資節約の立l味から 、不要不; J . の新築、増築などは一切見合はす様に

と云」、お達しに基いて、例年ならば建築雑誌を色とりどりに飾るべき性宅作品の夜表も 、

その教は極めて少かつ? こロもともと雑誌にぷれ? こものがその全部とは勿論云ひ得な いが、

恰 度、本年度誌ょに表れにものは、その設計が昨年度それも多〈は下半期に於いてなされ

Ｗ こものと見られる。即ち、事 主 主力 Ｒ 始まる頃、 ｾ 記はそれに前後して設計のあつにもの〉何パ

ーセン トが成果 し? こ詩で、その作r171散の少いのを見ても、時局が反映 して新築を思ひ止ま

らしめ fこもの、齢〈な いいのに訴がつ〈のである。物資の統制に次ぐ統制で ー「官官を除〈設

計事務所の昨今の附ぐ有様をみるにつりでも、外4年度こそはいつもの様に我々を柴しませ

て〈れる作品が殆んど影を惜めるであらうと思ひ 、時局の需とは云ひながらー沫の淋 しさ

を覚えるのである。

×  

きて 、本年度のトピックは何とム- つでも、我が建築家及び浩| 剖2誌の 印度への述征であら

う。法制ーとえふと仰々し〈聞こえるが、印度パチアラ 1，，'<1々 二五マハラヂヤ殿下の懇;I，!1に依っ

て、我が建築家、谷一点氏( ケンブリツヂ大串卒業) 放ひ' 辿| 刻米、凶川市氏( 東京美術事

校卒業Ｉが 、 日本風の ｾｴ ほな御殿ならびに庇Ｍ凶を建設すべくみ［年 ｬ 月渡印し＿このでゐる。

虞が不幸に活 ｩＡ［ Ａｬ ｬ ， ｬ Ｎ 々にマハラデ ョ ヤ殿下が之町逝他界され＿こ需 ｩ 比例の雄大なる ｾ Ｍ ｉ ・型は ｉ ド ー ｬ じされ

それ lこ代るに新王の希望に依ってモテイパ ーパレスの建築と庭闘の設討をな し遂げて 、此

程同 ｩ 必され ｦ このである。 世 ｴ が世なら先程の雄大なるものが質施され 、 ｾ長・〈日本文 化 の築

い1: 金字*，); 燦課長と印度の奥地に開くであらうに惜しみても向依りある。そ れに しても英

凶の憐勢ならぴなき ｲＺ Ａｬ 度 、 Ｓ 己 ｪ ，に附米建築高能の ｊ 也に於 い て 、 我が邦 人 が堂々と一以 ｼ の Ｇｾ Ｎ ￧ 股

i刊誌の魚、高式: の以焔を? ー ト.げTこるは近似の illI 快: z y ; : と式へょう。その詳*f11につ いては此! 起に
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述べる完全裕を? 持? こないが日本文化の海外進出 として大 いに 見るべきものがあら うと信する

×  
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!ヰミ紅i きにすることに{ j . { っ

て、家の外部から庭ーへの

連絡を計ると共に南北 の

通風を効果的なら しめて

ゐる。 S 邸にては敷地 lこ

徐俗があるので 、此は寧

ろ居II nの戸外への延長 、

即家族の居II JII立1常に閃

ぢこめられてをらす、自

1:1 1に移動し、天気の よい

時は庇に椅子を持 Ｚ Ｚ ｾ，して

i MIJ させ様主云よ、 tこあ

る。 NJJ: II においては敷地

が限られてをり 、タネ iこ凶

側は隣接敷地に接近しす

ぎてゐる 雌へ、ム闘から

直接庭へ Ｚ Ｍ ＱＧ ， ると云 ｩ 、勤わ ｾｪｾ

も相1i詰lこ必要腕されるの

で、! 色姥宅{ t > ｩ＼ｾ｢ ｕ Ｚ ｉＺｉｉ ｾ こ 第 2 劉

$  

第 l 闘
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結び付けてその役目を果す主同時

亡、戸外への延長を計つに k 見ら

れる。今迄は自然 k封立してゐ fこ

ものが、自然に近付き、寧ろその

中に融りこんで、位居を? 快j薗なら

しめようと 云ふ趣旨 にある。

叉、 S 邸におりる華所から玄関

への動紘一一墓所から室外に出て

第 3 闘 建男、のは し、ってゐない( と思はれ

る) 廊下を通って再び室内に入る動線及び堀口 J合己氏の設計になる中西邸( 東京世間ヶ谷〉

lこおけるム- 中安から料埋Ii日への勤線も同様、建兵力: 入ってゐない様 lこ思はれるが、この 了.

つの級ひ方は夏に釘しては充分効果のあるものであるが、冬に封してはどうであらうか。

未? ごに疑問を抱いてゐる。 (第3闘〉

吉田敏郎氏の設計になる B 氏の住宅( 東京近郊) 此はたる大なる[ 面積をもち自然に息まれ

に敷地の一隅に建つ餓筋コンクリート迭で延主1-' ＱＱＳ ￏＧ Ｑ ＭＧ もある。筆者は建 物を貰際に見すｾ ｽＮｾ Ｕ＠

真より憶測するりとはスケーノレが不n月、プロポーシヨンの均衡を失ふの誹りを? ; e がれない

手 、この作品は 徐りに透徹 ｌ 過ぎ、私室の如〈澄み渡る哲人のｦｉｬｾ ｾＮしを見つめる感じがし

て l 種の戦傑すら費える。材料から米る感隅も多分に乎侮ふのであらうカヘそれにもまし

て室内の家兵調度が徐りにも調へられ過ぎて、そこには些少の隙も無駄も見られなし、。 1t

居と云ふものは多少の無駄があり矛盾がゐって初めてコムホタプ凡なよきものが出余るの

でなからうか。

がしかし、筆者は同じ設計者ーの手 iこなる木造の B 氏邸( 東京) の方を推奨しにし 、。外制

室内共に在来の 日本材料を駆使してゐながら新しき 意凶を多分に盛ってゐるので等ろ この

方に愛着を覚える。

コルピユジエばりの建築作品を我闘に普及さしに臨に功労のあるレイモンド建築事現所

でも、 三三の住宅作1111がある。 I その中にゐるとそのもの〉よさが解らない」とえよ、世の

習はしからか . と角我閣の民家のもつよさを忘れ、徒らに外凶の模倣に等日なき建築家カ:

多いのであるが、その鮪第三者であるレイモンドは絶え今日本風のよさ者を巧み にキャ ッ

チ してJ-l_: f乍品の随所に表してゐる。ケラー邸( 東京大森) は同所本年度作品の白眉と云へ

ょう口敷地と道路との高低差を利用して 友閥ならびに車寄を設け に巧みな放ひ方もさるこ

とながら、外装の杉下見張、大きな窓、遣しく持ち出されTこバルコン 、較快に して大き〈

仲ばされ? こ庇1S_ ど、総て我閣の季候風土 tこ迎合 しに材料の使ひ方及び外IIMf lYj 成を示してゐ

て、民家のもつよさをはっきりと認識してゐる鮎は大いに敬服する次第であるが、我闘建

築家の徐 りにも無気力なのには情なく写る位である。とりわけ洋室である居間に杉膳き 丸
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第 4 閉

木喜 ＿建て紙 ｾＱ ｾ 防 二 ｲ ｾ えは

Ili-.ff : み槻( 1l ¥lj -_l : 切J-iJ )

皆川ひf二ことなどその

J芸IHな トリー ミングに

砂 か らす好感 が 持て る

我 々は模 倣の時 代 は低

lこ過ぎに。 徒 らに外岡

の良似 をす るより自己

の もつ よ さを認 識 して

それを 去をに して時代に泊介するよ う新し きf : IJj1!へ と進 むべきで ある 、 この知レイ モ ンドに

事ｾｉ＾短大 いに あ る と 思 ふ ｯ Ｈｾｈ 阿〉

レイモンド の所長円、新民話て風とも郁すべ き様式に当分して 、吉 EfI 五十八氏の ものする新数

寄屋 風と 云 ふ べ きも のが ある 。 即、 数寄屋の 精 ￱￮ ｲｬ ｬ ｾ 巧 み に捉え て 和 洋 雨様式 に 移すので あ

って 、本 年度は此 と云」、作品 を ( 雑誌の上で) 見なかっ? こが、氏の鮮やかな手法に ますして

社E築 家の渇仰 もの改: きも のがあ れ こ の雨者の扱ひ方は今後の住宅建築の進路を示してゐ

るのではな し、かと思考 して ゐ る。

我 が畏敬する 岸 同日 1:11刀 博士は 「住宅と 庭闘」 誌上に

「吉宗と 云ふ慾の _t には必す，綴除げ庇をつりる ことも忘れてな ι ぬことでめ る。 屋彼庇もな 〈慾 ヒに務

除庇もな い豆腐のやうな木造住宅を卒主主で設計するこ とは盆築家としての私の真心が許さな L 、。降尾

根で ｌ 雨仕舞 のよ い 防 水 暦ｾ施せばよ い 百ゃな ｌ 、 かの鮮もめらうが Ｎ それを素直に受入れることは"Af.

にはで きなL、。 勾劉屋様と いふ使荊lで且合理的な手法があるのに 、何を苦 しん で無理や りに陵屋根に

する必要がめ るのだもうか。餓筋コンク リート造りの住宅なら陣屋根 まことに結構だが. 木造の家1; :  

餓筋の家の形t:'げを? まねても 、それは鵜のまねを する烏でいつかはが ロをlHすにき まってゐ る。建築

の新しさは ｊｴ ｾよ る 形の上で求むべき ｌ のでな い ｊ

士、説 いて居られる が、?任者至極同感である 。 この意味 か ら期 日捨 己氏の作 品に劃 して

常 にこ の上 なき好感を持って見てゐる。本年度 においては前記、中西邸、( l i ! (1邸 (ry.p... rli )

共 に 作き 作 品 と 云 へる。殊に同氏の老練な卓越せる 手 法は ｻ 官ぴの精 ＺｩｩＱ ｾｴ を多 分に 盛って閑 ｾ ｻ ｬｩ

な趣き に みちみちて 、他 の追従ｾ許さな い ものがある 。

筆 者、多年住宅建築 に? こす3 さはりな カ弘 、常に興味をもって眺め てゐ るものは、i I t のr. 1-1

に 表 れ る最 小 限の住 宅 で あ る 。 即、 出 来 る ｴ ｾＧ り商積 を 切 詰 めると共 に 建築費ならび に ｫｦ Ａｾ Ｏｩ ｬ ｾ

伐の ｾ 滅金計つにものを探 し ［Ｚ Ｑ＼Ｚ め てゐるので ゐ る。 素 人 はＨ殊に 月 給取 り が〉コツコ ツ働

いて漸 〈貯 めに: お金で 、家を建てようと 云 」、 人達 は一一恐らく l 生の 中で この機 合に惑ま

れる 人は教へる程 しか な し その碕有の機ヂ? を摘み得?こ人 々は一一一折 角建てる のに、 これ

では狭すぎ る、 もう l 引 くつ〉げてを? か う主 か、多少見柴 も手陣っ て賛深を云ひr! -¥し、 J:'I'

1設が膨脹 して、 建築費さ では経常持 に無理が生 じて納ま りつかな くな る。 きう なる と何の
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需に家を＿建て Ｑ］ か ｗｾ らなく

なる。次を建て〉刊: しむ秤.

なら建てないブJ がましにと

は建てられぬポーのひがみ jJ >

も知れぬが、きう 云ひ? こ〈

なる口 そこで筆者は さう え

よ、向きには最小限の住居を

建てる様にす、めてゐる 。

その意味から眺める t 耐

中駒吉氏自邸( 大阪) e  IJI 

f 司岡 ム ， ｾ ・十 ， ｾ出 ず え 炉

村普 三郎氏自丘劉邸! 目; (京若剖都1¥り) カが Ｚゐる 。 Ｑ前花 ｸＮ 守守れＭ可』はま』生控 Ｔ主 ｾ ｴＧ 川呼 Ｇ Ｑ下ｼド ニ斗 ｬ日 Ｓ Ｎｴ ＧｬＧＮ ，

.，. ，、

J; 

;r; 5 閑

大の居問がゐりh、縁側 は設けられてゐ ないが訂情: 縁をぞ?主 りそれ 主E諸翠主芸j所所. をを? 利用して J存子予索骨. のフプ. ラ

イパ シ イ Ｓを ｾ ｦ保米も、 その動線3を? 巧み l仁こ考 へてゐる。 ( 第う悶〉 後手者f はげ 875坪で 8 中似帖i占i ( 縁[侭側
H即則IJ l  

付付.)入. 4 帖字、 4  ｾｬｩ と Ｓ ｬｾｬￎ 大のサンル ー ムなどあり、戸市円四ツ円建 ｬ こして通路部分の商積の

節約を計ってゐる。雨者はさすが建築家ピけあって自ら1むを垂れ、簡易な最小限住宅を試

みられにことは世人を袋すること大 lこして、その喜: ぴ投手fi: : ? f のみならんやである。

此は草稿住宅ではない が、集合住宅と して酒井克i祐氏が試み? こ甲子闘パンシヨン 、甲 子

関アパー 1、の如き、閥西に於いては その類例少〈 本年度の見るべきもの 〉一つであ らう。

5、 防 空 在 住 宅

近時、岡民防空が強調され ｊＺｾ への閥心力汁こかまって行〈折柄、高 一 ・ の 然 襲 ｬ こ備へんが震

性宅内に防護需を設置するものさへ現れるに到つ? こo f-l: 居の照史15 きとは云へか〉る 新し

き後件、即 、 ｾ製 に針して備へを なす こと は未 ピ待つてなきことにして、後世上 Ｚｾ 史家 ｬ こ

依ってq'. yfft されるべきものであらう 。

共 方 法 と し て ( t  ) 段筋コンク リート 浩のf : Hi ¥t > 建てその地下問或は抗 t iP，与を防護需と

する 。 ( 2  Ｉ建 物 の ｈｩｾ 或は 地下 常 に防 護主択を とる。平時は納戸 、 物置として使用する。

(  3  ) 庭に家麿より全然現立して 、地下或は地上じ設ける一 などあって 、 その長短は防

空関係者に委すとして 、 此 ｾｉ こは新しくＱＧＱ Ｑ ， 現し＿こ防 ［在宅の 形式の分類ＱＮＺけに止めてをか う

向本年度lこおいて殆んど完成 に近い ものがあっ?こ が、設備 その他の遮延から完成の報を聞

き得なかっTこのは搾1 . : 残念である 。

叉、住宅改良令lこ於L、て 「防護引を もっ小wむ1;，;，. 1後」を¥¥B1¥募 集 して 、幾多の優秀なる

案を得?こ が、此等; は斯界 lこ先鞭を? っけ? こも のと して推奨 する事が/ 1 ' ¥米ょう 。

叉 、木造建築の櫛比するこの都千? に 、 もしも焼夷抑を見 舞はれにならば、 その惨害はか

の関東大民災¥t > 想ひ起 せば忠、ひ宇ばに過ぎるも のがあ り、制係者・の li 日にては者I¥iriの防衛を
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如向にすべきか、憂慮し その針策 を研究中である 。

その一端 k して内務省並びに大阪府の主fl Hのも e l二、 ノ¥:1仮によ くある木造塗芸誌の乎法が

果して耐火的であるかの賞験が先 日甥行され t:口 これ el川n寸Jn時j寺』に干杭『呪R々耐火乎段をを?斤;訓品じ Tに: もの

も併せ賛E験扮 lにこ{似伏j冗hせられ?七こ。 オ木〈逃控家はT稼象究泡恕恕1型虫1. j泊必 りL 、|耐耐m.耐巴. ，ブ火'( 1' 1ドI'J に Ｈ延焼 Ｓを ｾ ｾｪ防防 ｹ丸方 ｊ ｏ八 ｩパ〈ぐ Ｂ Ｕ窓吉芭 ， ＺＱ｜ 味 Ｑ米ノ未 ｫ に於いてＩ ｾＮ強 封

力なものであると 認めら れ?仁こ。この主賃f剖E験合にてr挫z多の1北!1J

市防街問題に輝しき 逃「州1-¥をみ7こるこ とはjffrW.の鴛J減に底引に堪えな い次第であるo

×  

以上甚 ｔ ご無 ｾￊ にして ｩｦ 得 婆領であ るが、限られ ｔ こ紙数もはるかに超 えにので 此で欄弔す

る。 (13. 1 1. 20，)
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『 緩 明
ロ

ロロ
時 代』

戦三争Fは文化の叫壊Tピごとする論は職主午E

を

ー古

提 日目 す

塚 正 Y台

部門に渡つて動員せられ共縛線、和によつて雌雌. 対雄f 力が: 決せられると云よふ、ことになるとし、却つて戟

争は文化格E箆笠の母と見l倣故さる可き 要素カが; 多分にある。低級なる文化悶は高級度の文化をを?持持
.  

つ岡に打倒せられて高級文化の患み lじこ? 浴谷し、高級文化問は戦勝によって更に新しい文化進

展への必要性を痛感し、科墜に産業に経怖にあらゆる文化的躍進を官余儀な 〈せしめ られる

私の持論は遁世なる時期をおいて行はれる戦争は世界文化の剖期的進歩を促すものfごと主

張する、確に斯う云つ? こ夜、の持論は過去の帳史が幾固となく説明してゐると巧へてゐる、

我が同文化進展の跡もま? 二世界文化躍進の道杭に倣ひ共進展の速度の異常なるものが即ち

今日の現欣を生ん? ごものと去って好い。

これは我問中市の岡情に因る 上御一人の統べさせ給ょ、御稜威の下、問をあげて誠心誠

意戦にあると云ふ賜に他ならなし¥戦争に必要なると否とを不問戦争の需め lこは闘力の線、

てが折ｰＮ然 ー 韓となって所謂人力の 諜 し得る最 善 の努力が傾注せられる結果が、 Ｑｾ ・に 赫々 ｔ こ

る成果ft 持Tこらす肉をなしてゐると見て差支へない? ごろう。此の努力が戦争の反商科壊と

産業の上に無能〈有に過す・るの事費を生み H.'，すこと〉なるのでは無いt:: らうか。

今次の事鑓下tこ於げる我閤文化の 一部門を承る :針が建築界を 一瞥するとき 、世間云ふと

ころの代用品の紐ＯＫＧ， は ま ｦ し ＱＡｾ から有へのセツパ詰つに文化術監の母韓から生み 向され ｔ ご貨

重な産果ーの他の向も のでもない。今日これ等- I ' r : ぃ琵n月1日JI こ代用，r?， e 云ょ、妙な総1栴を輿へて

終ってゐる口そして世はノトやあらゆる文化藤設の代J rlr 日時代と云ょ、のを願出してゐると 云

ょ、評z である。之れをツプサに検討して見る主き今日殻l明せられに線、てのものは断じて代用

品ではない筈である。共殻 ｮ ｊｪの動機が無から有に通せ ･ んが ｴｩｾ めの代用品を目指してゐ＿こに

は連ひないが、共成果として生れW，tこ多〈のものは戦後云ひ換へれば次に来fこる時代にあ

ってし戦前のものを凌駕する幾多の優秀なる夜明製産品でない左誰れが断言出来ると云

ふのか。私の見解に従ヘば今日の代用Ａ日が ｪｬｾ りに在来品に比較して幾分劣る主しでも、共

償絡の相異に於て、工作の ｾＡｩｬ 易の鮎に於て、需給の自 ｆｉｉ さに於て、更に大きな問題は正に

前度せん t する彪大なる新支刃予長期建設の資材として、在米I日，t ? 凌駕するこ k 透か iこ優れ

? こる多〈 の僚件を具備 して ゐると% へてゐる。この貴重なる多〈の護明品仁冠する lこ代用

品主名附けで怪 しま ない一般の常識を疑ふものである。

限りに 手近かな例t ? e って見ても 、石茨| 酸尉11旨臨用 になる 握手、抑板の類の如き、いま
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一歩ーも進めば在来の金属製品に優るものとなるであらう o 1¥J は まTこデユラルミン系合金tこ

な ［Ｚ［ｦｩ 車傾の如き 、 ｻｦＺｾＨの錆びっく餓製の戸Ｚｲ ｉｔ に低ること殺併であるかも知 ｬ れない 、 然 ｢

J  ｬｾ Ｑ ｴｾ 格に於てＡ￯生前 のプ 日ンズ 、製 Ａ Ｑｉ Ｎ ｪ ｴｻｦ ｻ， ｬＯ ， の ｎ ￮ Ｎ ［ｗｊ 安い時代 の 値段 の二 分 の ー よ ｬ 下 ｬ こ過ぎないで

は無いか、今illi< l:> ｾ こ ｦ 村山伏態に入って戦前の水準に返っ ｔ ことしても私にはプロンズの戸車

に振り返る ｊｙｊ 射がない 。 ｦ ょ う 云 つ＿こ殻 ｼ 明 Ｑ 日々 ｦ�ｬ ｊ 琴と し にら ｩｊ 与がないと云って ｾ￬ い ｢

餓省=ヵ Qi i' f子管l二世き換へられて1f j米の既日m銘川パイプ工事の見悪い鍛の脱皮が過去の

ものに詐り去られ 、人絹が天然来l: j 糸を見返す時代も ihl< はあるまい、イiリぜならば 人迂iーには

無限の改良主主化の飴 l也が浅されてゐる。天然の ものにはその飴地がな L 、。人mの上 lこは .itl

額の自E l l があり、何んな日的川注趣向にも合致し得る境地がある。自然のものには夫れ丈

げの工夫に悶 ｾ ＱＱ ｾ が附 き綴って離れ Ｑｩ ｦｬ ｾ い 。

事もきが生み出し仁科墜と産業の結晶は線、てかずれ、資! リHこらさ' るものはなし、。此の貴重な

琵11)1の上に最敬最高の字"I Jを使mせ十第二1ft 的乃宅第三伏的字何?こる代用品の冠制を使用

して不思議と しない世の人に反省を求むるも のであ る。( 昭和 13. 11. 6稿)
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生 み の
』脳

2歩

新 名 種 夫

本年は我閥建築界にとって、文字通り多事多端な年であっ fこ。多端と 言ょ、よりも多 1別U:.

言つ7こ方が適切であるかも知れない。

昨秋護布せられに各; f lTr の戦時統制法は、本年に入ってその運N: l が主主々 強化せられ、臨時

資金調整法の影響に依る千羽企業の減少に力11へるに、各粒建築用資材の統制に依る材料の

入手難の震に、 一部重工業関係方商を除〈ほか、建築界は未曾有の悲境に立つ?こかの翻が

あっ T二口

この震に建築技術者の討要の減少 、多数失業者の費生が? 象想、せられ、殊に木浩建築許可

制の護布が噂せられ1: Ｗ ， Ｘ 月頃の建築界 は 、 写ろえ ｌ ［ｾ 上な感じさへあつ＿こ 。

倣の使用制限lこ就いては、 10向月の7訓iの後に、漸く自 111主義的な↑ I品みを解脱して 、既

に岡策線上Eこ諦1mするの境地に主主してゐ? こ建築界ではあっTこが、木遣建築が許可制といふ

ことになれば、市も噂きれに許可制なるものが始んど建築のｾｾｾＮｬ Ｑ ーに近いものであっ Ｗ こから

これは正tこ生活問題で、建築界の駕駁ーしたのも決して無所ではなかっ ?こ。

いも早〈解散を 宣言 しに事務所があり、 8 割の減員を rJ3しi度しに役所があり 、少くとも

工事費と人件費 t 人民主を比較研究して、この :Y : i I 局打開の方法に - -:1f!B首を捻らなかっTこも

のは、凡そ建築技術手干の数人も擁する程のものの 中には、 l 人も無かつにであらうと 思は

れる。

常iこ墜術1i f f究の図韓であると い五、衿侍を以て建築協令の提案にも 、向問か踏のよ い肘鋭

砲を喰して来fこ建築壊令さへ、脊に l段は代へられぬ俗諺を裏:当ーして 、今度は民知に技術者

需給調整委日千? なるものを組織して、 I[設業紹介の仕事を里子術研究の誌一卜. を以て行五、様にな

っ? このTごから、事態は正に悲惨fごときへ『吉ふべきであつ に。

Tごが木造建築許可11)I Jの殻布は、池田蔵前相の反針表明に依って Ij -IJ I : となり、 一方木造な

ヵＺら時局下の厚生施設として、同民 ｦｾｾ Ｍｪ ｱｴ の施設 、 銃後の ｾｩｴ 令施［， ｩｅ 王手の戸十認が多数珠想せら

れる所へ、満銭関係、陸海軍等より、東1I11新天地開瑳の先駆として、建築技術者の需要が

亦頗る多く、大陸移動 lこ依る内地技術者の不足は、重工業方面に於ける電気や機惜の技術

者程ではないが、建築界にも充分その徴候が現はれる様になっ fこ。

言五、迄 も な し こ の 一一部の事賓を以て建築界全般の苦難ーが解消し? こと 言ふのではな L 、。

建築を中心 としに業界全瞳の中には 、部分的に殆んど梓業のほか道のない程度の苦痛を祇

めつつ あ る気の毒な方面も ないではない。
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fピごコfがj〆: 建築技術正有f千A叫耳市; 草嬰Fのモ閉m町!qr!r，U山iじ;

孫に依る将朱の［比 ｌ心 ［通邑 し左相 ｦ付伐す於ミつて 、建築 界は ｊ ＿ で般 ｾｉＢｊ に、 ｈ 寺局 の 現 Ｎ Ｉｻｫに於ても 、 Ｑ Ｑｾｪ みの ｩｊ ｬ ＯｊＮ

ら充分常時の ｴ 干千万 Ｗ きを ｊｉ 又 り 戻しつつある主 い よ 、 の が、今年、昭和 Ｑ Ｓ 年 ｾ､ Ｎ界 ｾ Ｎ Ｈｉ Ｚ ｾこ於 ける 社 神 ｊ

J f l -の現)tkであらう 。

2  

ピカＺ本年の建築 Ｚ 界は、こうし Ｑ Ｚ 梢制的 ｗ ｾ 移 の一 方に於て 、 さ たの如き大きな ｊ ｛Ｉｃ粧をｊＧ｡ｦらし

7こことを見逃しではなら ない。

都市に於りる防祭計 Ｚ ＱＱｊ 及ひ ＺｾＱｩ ａ 計書Ｚの ｊ ｾ Ｇ穏化がこれである。正確 ｬ こ は未＿ごその曙光を見

?こlこ過ぎないといふべきであるかも知れないが、 rlfl りなりにも兎も角、その紺に若いにと

いふことは建築界にとって近来の大牧獲でなければならない。

防2主計費?: としては、 ｾｊＮ防 ｪβｪ 託誰謎 ｴ主Ｚ純設力が ｺ 先つ

である 。

内務省に於ては 、既に公共防逃f 及び救諮問- 設計に闘する税当( ; を設定 し、 6 大都市は そ

れに北いて既に荒々 その ｔｦ ｬ￭Ｈｾｩｩ む ｼ ーを ｾｩｬｬｩ めつつある 。 Ｑ 長年椴続事業と し て次第にその純設を

哨加して行〈方針の ものであるから 、少くとも 6 大都市の公 共 防 護 空 に 閥 す る 限 れ や が

て或程度 までの充賓が期待され得るわけで ある。

これに刺戟せられて私設防護宅の計費: も各方商に 多数める様であるから 、何時の日か餓

材 入手の自 rll カZ認められる時期が到来し、更に後述の如〈 、防護' f . の設置が法制化 せられ

る様になれば｜この普及は ｾｾ 外に早いも のであるか も知れな い 。

これは一般問民の需に 喜ぶべき ことで あるは勿論であ るが、その専門的立場より建築技

術者に取って更に大きな期待でなければならない のは言ふ迄もな し、口

5  

;;( ｾ 二、 都市防火問題の解決、不燃焼者 ｪ｜ｩｬｩ の建設は 、 我建築協千 ｬｩｩ￐Ｉ｝ 以来のモットーの一

つであっ? こが、最近岡際情勢の-1;11迫に1T って 、都i I i 防本の見地からこの問題の ! 日も忽に

H'，1 f ( ない事が柿感せられ、昭和19 年の近畿地方防市街初に参 }JII 以外4、協併内に都市武接会

il 千? を組織し て、更に緊之! ; のprj l ，出としてこれを取りあげて' l j q こ。

協 千 ＿設立以外 Ｔ 、 雑誌を泊じ、各陣ｾ運動を泊し、或は政府への建議ＢＡｪ［に依って、総 ｫｦｦ

Ｑｚ 主張し絞りて う ＱＨ Ｑ ここ の ｐ Ｚｈ 也が 、 時 前の ｛ｬ ｬ ｾｪ Ｉ に依って、今 ｲｬｬ ｬ 9なりにも賓現の第 1t J ; ーを断

｢ｲｈ しにといよ、こ色、は 、 建築界 一 般にとって、Ｈ，すと Ｍ ， ｾ ｦ つ でも平年 ぶべき事賓である。

都市防・ｚ［ｾ施試の ｼ っとして 、 千 宇都 ￯ ｬ ｩ の要 所に投げられつつある防火用貯水柿の設置 、 防

益法に釘臨して行はれんとする 、建築物の耐抑柿也、木造家屋の防火構遇、特殊建築物へ

の防護室の設置 Ｈ ｾ Ｍ［ｾ 中心とする ｾｽｪ 定主主喋 Ｚ 規 則 の Ｎ ［ｬｪｉ ｊ ｾ 等がそれである。

時局は 一方に於て我々週雲氏一家に l つの大きな試練を刈lへつつあるが、一方に於てこの試
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練は我々の多年の! 忠実の生みの悩みであるとも% へられる 。

我々の久しい主張などはＡｾＡｾなこと 、 あの閥束の大足火災 の 惨憶にる経 験 を以てすら 、 政

ｽＨｦ も闘よそも本ぷに起 Ｑ Ｍ らなカＧつ＿こＺｊ￭ ｩｉｔｬ ｪ ｾｪｪ 火 の 川閣が 、 防本 の 川凶と幸町ぴ ｉＨｻｴ き、ｾに時局に

|際令して、! 忠之:. 11111こ合せの l惑はあるにしても 、兎も f(l もな辿に賢現のH署光を見るに至つTこ

ことを思へば、これは建築界にとって、正に市街地込喋物法殻布以来の 一大牧蛇ーでなげれ

ばならな L、。

似る " 月15 日大阪騨前に於て 、内強行及び大阪府主ffll 、京都引I i ＩＨ、中央・ぷ象苓大ｼ坂支ｾ

大阪市今の協力の下に行はれる、木造家屋の防火構造に釘する大規模の火災賓輪 、及び続

いて東京に於て行はれる同様の賛!験は、従 i E，f'ri もすれば机_ I -. 論に院し勝ちであっfこ防火の

j:lll 諭ーに賀験的根擦を興へるf . t 、先日1，共必要 なる賓!ぬであるが、これすら前述の市街地建築

物法改正の法礎 ｔ こ らしめる￭ＮｾＺ味を以て 、 時局 の 背景 の 下に 、 漸〈なし遂げ得られる運びに

主つ? こことを思へは 、時局下組操界一方の悩みにも刷ら今 、率 ろこの悩みを通 してこそ、

;1等? j ( によりえなる期待が懸けられるのではないかとさへ思はれるのである。

4  

ＱＱＧ， 二 年 ａ く の南京陥採は 、 民に多 ［ｰＮ ｾｴ な戦 ｉｾｾ ｪ へ の一 段附で あ ることを思はせ＿こが、本年模 ｮ の

ｾ ｲ ｬ 孫 の 結果は、 長 期抗戦から長期建 設 への問民標 訟の 特換を百Ｚ味し、消倒的隠忍も積倒 的

飛躍への也、義ある準備として 、期待と望み とが今岡氏一般の胸に s，k々として匙りつつある

長期建設。この「建設」のある所¥如何なる司判1，の 中にも ii? に担当楽家の希望はある。建

築家の参加なくして如何なる「廼主主」も不可能にからである 。

今昭和 13年の末、建築界多年の懸案であつにものが、時局の出ブJ に依って漸 〈賓現の曙

光を浴びつつある。

建築界は、その現在受りつつあれそして将米も向幾年か結くであらう幾多の非難をも

より ': :11支の建設への生みの悩みとして受取るにげの俗拡ゐ既に取り戻してゐる 。

(2598. 11. 13) 
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昭 和 ]3 年 建 築 界
三台

民 見

一 一 主 と し て 技 術 者 の 動 き を 見 る 一 一

鶴 回 勝

統制強化影響如何?

昭和 12年 7 月支到嘩鎚勃瑳以来戦時韻制賓施の JI: 髄的法律として臨時議千? を通過しにも

のは「臨時資金調整法J ｾ＠ I輪出入品等に封する臨時措置法」の二つであっ? こ。前持は各

方商で企剖される事業の資金を調整して軍事方商に振向りんとするもので- 金融令ilU: の資金

貸出事業倒d:の 泌1河 :に闘し 一定金額以上は政I(.J の許可11i lJ 度とし?こも ので本年 8 月1S日よ

りは更に内察が強化されに。後者は即ち「餓鋼工作物築浩許可脱却 ｾｊｊ で ｓ ｏ 噸以 与 ｫ の急明司を

使用する建築物は商工大臣の認可を要する左 去五、のであっ? こ。これは昭和 12年 10月20日よ

り施行され? こが更に本年 7 月IS日より 一層強化され50噸以下の建築物も許可を要すること

になり急明暗工作物は 一部軍五工場等を除いて は事賃上対んど禁止的となっ? こ。更にみ; 年 4

月「銑銭雷撤の製道制限に闘する件 」が琵 令され、又 Ｗ 月「鋼製 ｴ 日の製造 ＱＱ ［ｉｊ ｾｊｻ にｼ刻する Ｑ Ｑ Ｑ Ｂ

が引っ ｶ いて 殻令され 、締 法ｊｬｊｩＧＱｩｾ材は勿論サッシユ、 ドア 、乎摺等の金属部分は帰んど使

用不能となっ? こ。更に築造許可の工作物にも 2捌配給統制規則により切符制度tこより配給

されると云」、質に徹底しに統制探りである。これでも未Tご足らすとして木造建築制限令の

護令まで見んとし? こが危〈質泌を始れ? こ。以，1-. の外匹接間接に建築界に影響する諸法令は

移しい数にのぼ り建築外は全く惨憎Tこる有様になるかと思はれに。かくて事鑓の術大推移

主共に建築界は全〈牌?!Eの見透しがつかするして歳未に近づかんとしてゐる。 一方軍部及 ljI

需工業に閥係、ある技術者は素晴らしい活況に 、 目を廻す程で金 〈盆 k正月とが一度に長K1こ

秘な忙 しきであつに。従って只建築工事が一部に侃し?こTこめ、これに作って人 の助きが多

かつにピげで全般的に見て決して不振ではなかっ仁枝て司ある。統制の諸法令に馴れない建

築界は パ 諜もな 〈不 安であっ＿こ。仕事のある方に動 いて行げば良いと築 制することが 川Ｇｬｪ ｾ

なかっ? こ。今成のi相に I って統制の効果を考へ、 まことに感慨深きものがある。

統 計 は 何 を 語 る ?

建築界は芳、ぶに 』干し〈波がめる 口建築技術おの数』よ増減が組めて少い。- 1/羽の業手4・の管

業献態でもＧＱ ｬｬｩ の乎も 借りに し 、忙しい時が ｉｾｾ ［ｦｬ 五を 山 と杭 卜 Ｎげミキリ ー は錆びるに委し閑 ￯ｦ ｩ .t: h  

n，f.う 〈時期も ある。仕事がユニホ ームに コンテイニヤスに行かな いのは己tr を得な いも のに

らうか。それにしても工事と技術: x . の閥係は 一躍 どんなもの? ごらうか。技術家は ー・臨幾人
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あれば泊首Tごらうか。降j 工省の「建築統計表J ￬Ｚ建 築皐令の「建築年鑑 ｊ ｾ 拾って見る。次

の統計は昭和 12年中東京以下22都市で周! 日 叉は認可申請しに建築物工事費で全閣建築工事

昭 和 12年建築構溢種，B1J<t長

餓 骨 餓 筋 コ ン ク リート 逃 109. 733. 919脳

鍛筋コンク リート ｾ 71. 171. 920 

鍛 骨 造 73. 274. 4:) :  

.ftl(末、 石、 コンクリ l ト泣 562. 506 

木 造 230. 903.200 

y ノ T也 168. 608

合 計 485. 814. 554 

大工の手 lこJvc.るも の l 00.0、0. 000

技術家の手になるもの ＳＸＵＮＸＱＴ う ＵｾＮ

全国産築工事ＱＧＨ推定 ＱＰＱ 民 ｉ ｾ 来十 482. 268φ172 

図庫気挽佐織t決算 130. 348. 251 

工事吹推定総額 612. 616. 423 

10III 聞に {寸3人とすれば所要技術者数 18378 人

総人員 内地 {:i :住者

火 当性 m 1897人 1676 "  

専 門 芸 品 校 11' ， 3284 2459 

工業製校11' ，( 甲種 ) 18736 15438 

の大韓8 0 - 8 5 %に首る 主云はれてゐる。 そ

の内 木造建築以外は建築技術者の乎に成る

ものとし . 木造は内 1f:意園は大工直営で技

術者の闘係なきものとし、更に閤庫の皆絡

先' 1 象算を加lへれば初々建築工事費推定額が

得られる 。 一方技術訴の貫教は建築皐舎の

統計によれば左の通りである。今仮 lこ10寓

問の建築を I/<f liil に唆 工するに設計監督に l

人施:了.に 2 入者11介 3 人の技術家( 工業製校出

以仁 とし他[土谷略する 〉 を要するものとすれ

ば村j ん内地 (I :{: I:技術者数と一致する 。勿論

か 〉る推定は押Ａｾｾ誌なことは分ってゐるが、

これでも大 i胞の児首がつく様に思はれる 。

23917 19573 事賞昭和 12年は内地建築界は相首活況を主

し?こ のであっ 1: が13年もこの推定で行けば

ど うなるに らうか、建築統，11 は (IIJ分にも円 i.'.i i主〈然も "j:;: 切 下の!lk勢では到底ノ ーマルなも

のではな し、か ら)1'. 時の参汚に はならな い。 ir名. { ¥ーと式はれ る人は不況時に土木事業主? 起し

てl庶民を救消しに。今日 でもグ企業数的 1:本 1'. 1J f はi f( まれる が建築方[ 師は考! をきれない。技

術家の散をぷ調としに ＱＱ 走少脱皮 の工事力 ［ＧｲＧ ｮ Ａ ｦ ｾ ｾ で もｊ｟ ｾＱ ｬ｜ Ｑ でも 檎 制することを要望する。工事

究年 Ｇ 傾 ＵＭＭＶｈｾＺ 聞なれ ば主主 築界は先づ ｉｉＯｲｩ 調 、 それ以 卜ーでも 以下でもあまり懸隔があるのは

ｬ 自ｻ内からぬ結果となる 。 米穀統制法の桟な統制を不 ￭￭ｾ 、＿こらどんなものにらうか。同じ Ｗ 守憾

の役人でありながらーは粧泊費で安陪な地位にありーは事業技で絶えす・おびやかされ る不

合別は- . J i古されなげればならな し、。克 も事境技中こんな江見は質搾? ごと Hとられるかも J: II れ

んが。

鴇 職 と 鵠 業

l!1築家のi
i
事業は別j段珍らし〈ない " X 年× 月0 0建築工事監作 ニ任ゼラレ× 年× 月波L ' .

ト/， ;J時ニ込倣 /1 と云ょ、のはj記H妥当- のきまり文何で! 山、! 日ご. / ¥に仕へす匂: の諺は f Lそ建築技術

者‘には ＧｉｾＺＺ［ f絞ら ない。主主近まで絞興周の併散、議院建築部のW(I 技、オリンピックの中止、湾

同|専 の稲(i 少子7f 人・きな動きがあっ 1: 。叉1当時管財局の陸軍l ' iへの合bte 't 東京、 大阪の官版人

の大然i的洲 d ll¥等は斯J ¥L のビッグ ニユ ースとして仰はつに。建努埠吋? では斡旋のり? を? 納つ

に ロ しかしＱ｜ Ｑ 込ｾ・は比較的少い とえ」 、 ｬ 時であっ＿こ 。その ＩＺＱＱ｜Ｑ ＱＱ はま ＱＺ Ｍｊｾ界がそれ程 ま で行 ｴｺｊｪ

ってゐないこ ｴ 、 特設の ｉｦｾ ＮｪＺｒ ｊｉｊ 保ｦＡｩＺ が概 して現在より必〈なること 、 事 挫の 見透し がつか
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令自重してゐること等があげられる。

特業となるとも う一つ仕末が悪い。政府では事縫の犠牲者に極力持業主? 勤め楠助金ま で

1. 1 1 してゐるが建築技術者の場合簡単に行かない口某大請負令枇で軍需工場を経営して一時

終業員のハケ壌にしゃうとの計主ありと灰閉し? こ。又某事務所では不況の 11日従業者を閥係

あ る工場の方へ ￬ｬｦ Ｎ￟｜業させ に噂も ｾｦｊ い ｦ こ。 ー 髄建築技術者は事術家主 Ｔ 質或は工匠気質を有し

又はヤクザな 1i'1.}E!. 性を有して居る等、如何にパンの問題と云へ筒i思に神業出来な いも のと

j aはれる。 11下の鹿i的支へ行〈畳悟なら開業せ十ともよからうと思はれる。建築材料は代

用! 日が大分進出し? こが人t i : l Jはなかな‘か代用品には向かない口

伎 術 家 養 成

イミ景訴になると撃t < : の牧容人民主? 減ぜよと云ひ、' 好景気になると間に合ふ人聞を要求す

る。撃校は修業年以 ＳｾＵ 年か〉り祉ヂ＿の景気と逆を行〈ことがある。 χ 数撃や力撃を￡

ツチ リやって機除、法崎、航空機等に就隊出来る様融通性をつけよとも二誌はれる。墜佼 iこ

ゐる時から特業の準備数育も如何かと思五、。墜授は技術の教育に未熟であっても何とかし

て建築技術. / f としての興味と誇りを持fこしめ fこいと! 放ってゐる。殺人の夢を守り立て fこい

と努力してゐる口間に合ふ人1mをにくさんと. 要求されでも無純である o fLそ今 日の祉令

で教育界が一書遅れてゐるのではなからうか。1 ' f lltt 令は絶え 十前進を強ひられる。低勝劣

l伎が甚しい。けれども毅育界はそれが少し、。妹に賓.1J(t皐佼が駄目である。組織も設備も。

最近接校教育改善の持カ; ，1 はりつ〉あるのは喜ばしい。枇令に入ってかt 少しで も早 < IIIJ 

に合』、様養成してnふ外はない 。

災 害 強 防 と 経 費

関東;' 長災は 1001 . 立の富喜子夫ひ復興に史 l二100数十億闘を要し? こら う。nill l戸の水害は l 憶の

富を失づfこが後・興には数倍; 闘を姿するであらう。然るに闘* の民災は 100年 lこ1回かも知れ

す¥叉i卵11戸の水害も 10 1，f- か20年 lこ1 I百!で みら う。これら災害後防に封する釘束の規準を何

ｪ 怠に 泣く かは純代 一一従って技術ＮｸＭの蚊に深 い ｼ剣係がある。Ｈ本誌 Ｘ 月 蹴水害 ｊｦｾ 談併記事 中

ｊｾ 也氏の ＺｇＺ 見参 ＮｉＡ ｾｻＮＩ 地 ＴＶＱｊ のＧぷＡ文 Ｐ｟ 1はλl i ¥築次の常識とな っ? こが決して安企ではない口利1}当

地方 Ｗｫ ［ｦ， ｾ 針染ーのよ見燃を＿ Ｕ ＰＰｭ ｭ とすることは安Ｇおなりや 、 或は Ａ却 ｉｾ ＭＩ［ 見 ｩｊｉ ｾ 40mj sec の可否ぞ論

じなりればならなし、。これらの到来に使ふ経: 伎と幾年nかに来る災害の被害額を比較する

時、 災害で夫はれる 人命と精胴1
1的傷手伝除 GrJ ばイnJ れが主主となるか一寸判断凶手I < i なし 、。空襲

についてはー熔この黙を痛感する 。都市武装はどの程度になすべきか ? 焼夷弾に釘 し、 爆

持に封し 、 防火構造を耐時構造営如何なる程度にすべきか＿或はＭｾ投防空施設を如向にす

べき-IJ' ，)'f しm惣的な川進、 施設をなすには英大なる! 淀 川を 裂するであら lう。 これに反し

全然無防備とし只崎火缶、 ［ｊ￭ｉｊ、 世 ［ ｙｪ ｦｬ Ｇ 訓練と 杭極的防 Ｗ［ｾｾ のみに依ることも 日本の都市の現状に

JlI J しに針策 ではなから うかとのぷ見も )dt ，'，: つ。- Xil -di ，¥1" ，ＡＱＺ の ， ｾｋＭ ＺＧ ｊ ｕｾｉ ま ､ｩ ｊＮＮ ＱＡＺ の ｬＡｲ ｩ ｩＧ ￎ ， Ｏｩｬ ｬＺにｴＧｴ献寸る
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こk 甚大であるが叉その負捻も大きなものである。技術家はこれらの諸黙に闘 し信念を有

し絶えす・魯象を怠つてはならな い。こ れ即 ち他を主主 し己主? 大にする所以である。

明日への灰かな期待

要する は建築技術者 に絶割に 必要にしてfl i } . とくべからさ' る存在である。あらゆ る利・合生前

の容器を遺る者 とし て、都市の住民を幸隔にする直媛の仕事をなす脅と して。事蟹は長期

戦fごと去五、が武力戦は即戦即決であり挫折f的長期戦で‘ ある 。又f淡島長の後の長- 期建設がある

満洲を支那を 日本の文化の水準まで引上げるには随分長期建設事業 である。仮 に渦ー洲閣に

義務教育制を布 〈とす る。3000高の l害IJ Ｓ ＰＰ 寓の皐 ｾ ￬ｩ ｴ ｻｴ＾牧容する製校建築が起る。 ＳＮ ＰＰＰ 人

を牧容するノj、準校 1，000佼を要する。 l佼 10高岡として 1億四の匙喋工事を数年間に完成せ

ねばならぬとは満洲通の友人の言葉をそのまま。叉統制緩和による内地建築界の隆盛も期

待出来る。要するに建築技術考は純益Iに必要な存在Tご。そ してあまり多過ぎてもい げな い

少な過ぎて も困る。我々は盆々信念を固めねばならない。ー了一
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本 年 度 建 築 界 の 回顧

水 原 旭

輝かしき戦地の中に暮れて行〈昭和113年は世々建築家にとってもうが苦難に始まって苦刻l

に終 つ ＱＺ 一 年であっ＿こ。産業界再組の必然的傾向にある時 、 我が建築界繍りこの縫・ ，ｾ ｾの影

響か無 ｌ 、宮はない。資金及物資の調整は首然建築イ モ 業を横 向 け ｾｦ ￬ め＿こ。 今まで 恒 久的建 造

物として 或は記念的に、或は豪華に 、材料を選んでゐ? こ建築界は昨年暮から俄然i与なる賓

)IJ 的建築に迫ひ廻 される時代 となって了つに。支那事地の粛ら しにこ の読然性は然し不可

避のものであつに。本市的産業の繍張と充賓 とは ! 日も忽せにすべからまる念務であって

見れば、この臥られTこる建築業組織の中にあって他の コ|司11的建築をごの弐とするは首然の

事であっ fこのに。然しこの事象は建築業より自然設生的に動いて行つ? こも のではな い。完

全に資金及物資の調整 ) J に依つτ のみ決，.とされて来fこ。必に我々建築家の苦悩がある 。そ

して本年に於ては (，判明' こ のWf 決策があるものと期待しつ' : > 絡に徒らに納ま り行〈我が三位

外の前j主に些か詮方に幕f L1二十件灯で j去るこの一年と いふ感じである。

餓鋼の1史)IJ を:Ii IJ 映されfこJjJJ 押は大きかっ?こ。然し昨年末の餓鋼工イl 物築造il;IJ 叫が50庖以

下を除外して 〈れにので不十分乍 らもこの純閣内の建築が1-1'，似る ならば必然的なる 工場建

築と 相ｻす くってどうに力、現イ Ｑ Ｚ の 炉 ＡＨ 終でこの事もさを粂り切れる Ｑ ｾＧ らうと ＡＧ￲ 越しをつり その ￮ ＮｊＭ策

にのみ偏心してゐ? こ。 そしてその尚昆なる解決にも出しない 中に本年 7 月絡に前年の除外

旭数も妹 ｗｉｊ されて令 ｬ 白 ｻ的 建築の ｩ ｬｩｬｊ 限 を強ひられる事となって γ つに。同時に部鋼鉄 ｬｴｾ 制ｾｾ

されTこので我が01築界は iE に頭と l誌を切り ll I 1. られに IJl riJ ばかりの栴好に附つに。絡に建築界

も ｬ り ｪ 放なる ＡＧｐｘｈ 年譜Ｚｉ ［ｉｪに入 つにものといよ 、 事が ｉｉ ｜ｾ＼Ｚ る。そして 人的 漏裂は若い縫 ｩｾＡｉ ｊＱ こ る所の

i品川可能的新人に! 長 r[1 されんと してゐる。かくて建築業於の悩みは深まる。結局は時の僻

伏ぞ伏ー つのタ ト カ ザＡ｜ｾし、 のでは ＱＩＡｾ からう力 、要 するに今は住築的技術 の 前 進が一時 中 ＱＱ ＮＮ され 、

ＧｉｾＺ ［ ｉ 削 のＧ ，Ｏ，［ 要を＿のみ ｪｉ� Ｈｴ よとすればよ色る時代にギ Ｑ Ｚ るといふの ｦ ごらう 。

f¥: 川lill といふ li i ] 題もあっ? こ口仕 1Ｚ材 、 備 ｴｩｬ ｬ 等 ｬ こ は矢 Ｇｊｬｾ I.J ("j かと代 )1] ，:，'，も見，'1 '， される。然

し地法川鋼材にはさうさう f¥川品のある筈d. 1! ! 札、。鎖倒がなし 、から何か代Ni ，日は と言 つ仁

川でさう rl，. J; によLつかるものでは無し 、。 アルミなれば重量は ilt: r. し強度ーもある が如 阿にilil J限

外でも生産fkは餓鋼fi laに比べでは訊にならぬ。之 l主主IJIJ.J; - ・般需要に肱じ得るものではな い

又、竹筋コンク リート の如きも のj包も係り 上 げられにり しに。が、よも建築主髄の構造材

＿こり得るＺ｛ｪｻＮは王制 ｬ である 。 Ｋ｛ＱＱ 々錨が その多 量生産し安 ｦ￯Ｑ との二 ｾｙｩ で絡に之が 耐火的 Ｑ￯ＱＱ￯ ｦｦ

と ｊ 与に建 築 挑ｻイ ・の Ｉ，｜［Ｑ＾Ｚ物とな って ｾｱ こも の 、今日に宝 ｉｊ る張民経過より見て之が代 ｽｊ｝，ｦｉ， ｾ 凡
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出きう川、 ｩ 、 のが単なる夢 ｔ ご。也々は ｊｊＧ Ｎ むぞ得 す・ Ｑ 蛸 ｾ ｬ の ｩ 問 禅なる生産 し従って使用制限

の解除とを期待して、世;分の間じっと 事態の推移を見守ってゐるの外は無から う。

然し錨鋼の使用に関してこの一年の経験は叉、 自前といふものがあっ fこらとのJ惑が切で

ある。過去の鎖骨' 鎖筋 コンク リート 墳なるものの使用過度なる貼は度々指摘してゐる 、然

るに依然としてこの質禅榔迭を 使J "l J する者力Zある。首事者fこる 君子大いにぢ肢を要すべきも

の と思ょ、。更に叉鈍骨; 浩工場建築に於ては柱なり梁なりの丈を今少し増しになら 1.2 特1)の

鋼材色 ｲｩ 約 が 出来ょうも のを＿と ，旬、 はれる物まで草なる工場のｦｩＡ ｾ統 なり都合の結のみで改め得

ない者がある。叉 、 柱 ｾ建てればと 思 はれる所をクと張りー張ｼ旧として行〈 。 勿論人各々最

も都合よき設計を擦ぶのは首然である 。然 し乍 ら時は非常ili l) 限下で ある。少しは この脊維

の情勢に協力して 或る程度の不便を忍んで もよさ さうに思五、。今は軍需産業建築のみが錨

知 ｾｾ自 ｲ ｬｬ に使用してゐるか の如き ｊ さがある 、 少しはさ台市して幾分かでも平和産業建築に向

け得る飴地を作つ? こらと考へる 。

不備は餓鋼の配給組織にもある 。切ね:j iJ l)皮を 以て鋭材Pおよ り質入れる制度ち ー雌は 良い

が、冗材の整理がうまく行かない c 先づ鍛鋼の使用材教をf 決定する。この材教に肱じ、求

むる寸法のものを正確に配給されるならば其慮にはーの冗材も生じない、然し事費は大き

Ｑｾ＠ ｾｦ ｪｪ 主 ｴｾＧ 。銑 材商 ヵ ［ｩ 主 文通り の ｬ 日を渡ーし てくれない のは常り前となっ て ゐる 。 勢ひ 冗 の ｉｬＱＱ

る寸法で材料を買込まねば ならぬ。餓紡 コンクリー 1 浩に杭つては可及的能手の少ない材

料の使 Ｉ ｉ ｊ 法 が最 も純術的 なものに ｾＱＱ ｩＡｴなし、 。 然し 、材料向 から Ｇ￬ｊ 主して くれ る物がぶむる Ｑ Ｂ＼Ｚ

さより削れも短かいものであれば自然(1'，) lこ椴乎の数が増して行く 。 この損失も少なからさ'

るも のに' 。先づ 2 制 I. jij 後 の出火力: 見込まれる程" 1 ' はあるまいか、之を除去し、理想的な配

中 Ｚｩｴ ＪｬｗＱ とするには鍛尚 粧 ｲ ｬｬ を慌し 、 之をＧｦｾＧ設として求むる長さに切断してはその切府は芭

に回I除するの方法も 一家ーである。之が今年一杯背しんで米1: 鍛鋼受現Hの- 'M緩和の期待策

である。

針胡司の節約に付ては得々 Ｑｾｆ 先ＧＱ Ｑ の 所で永＿ご僻 こ 心Ｚされにも の もなし、。電気熔接もその費削

主力・技術の ｉｩ日題等からぶ ｵ 投 ｩ 中 ＱＩ とし＿こ賓月 ｊＩ 状態には入る ｾ ｽＮｦＮ が ＱＱ Ｑ Ｑ 取ない。之は将来に針する

期作の方が大きなもの? ご。

本年戦果の山、 武巡攻時のあ
l;
浪、大巾の餓も愈々日餓で生産量に採りか〉る様? ご。更に北

支;百景山製信組片も火入れを行ふと 言ってゐる 。勿論 こんな事では直ちに建築を需すには #:

るもので無いが、幾分の按手11剤ともならうし、徐々には一般辿築工事を復興させて呉れる

ものとの期待は大きい。まにまピ文明l復興及開穫のった事業主? 控へて容易 tこは吾々の苦難は

止みさ うも無い。建築の需要は大である 、銭の不十分がこの需要の行手を阻んでゐる。が

暫しは自粛の時、大なる期待を将来 iこかりで、今は静かに昭和 13年を逸る事としよう。

まづは鎧脚ｾｾ姐つての感 。 ｬ 袋二つ主 つ。
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災 繭 の 昭 和 十 年

藤 原 義

事境のＩｾｾ型に加 ｬ へて、今年程建築界に災禍の多かつ＿二年は多〈あるまし、。年初幾ばくも

なく武田五一先生を失つにことが先d 耐の第一歩であっ? こ。今の建築家主の如〈天下 tこ満

つるの時、既に第一線{ t ' 退かれ? こ一人老犬家の死は費質的には建築界全般に i i して或はそ

れ程の打撃でないと云へるかも知れないが、先生を失つ＿こ後の斯界の寂審は云ひ ｾ［Ｑ Ｑ れぬも

のがある o 1rC  - {J f- { t ' 退かれ1: といふもののあの、多彩な、 l' f ! i 動的な先生に期待するものが

向ほ多かっfこことも思はねばならぬ。法隆寺保存工事が所長-SF 失ってやがて一週年も 近づ

かうといよ、のに米 ＱｾＧ 後任を見ないのは、所長無くても州まされる主いふ意味ではがとしてな

い。その任の重要さを物必るものである。建築界の質質的損失はしばらく措〈。唯Tご先生

を失〈しに建築界は、 -，'j 建築界、新建築界を問はす、首分i林しさが癒えないであらう。紙

闘の夜棲にも比すべき千古の名水が枯れにといふ感がしみじみ深いのである。

人間界の風致破壊に劣らす、天然界の1波攻作間も J仔I ' ; . : r ; 手きびしいものがあっ? こo f: l 1風は

よく暴れに。その以Eに大樹は折られ、屋根は制がれ、ガラスは殴れ飛んに。家屋の被害は

iJj; 広三ある通りにつ fこが、 HI立と云へな い大惨得は七月初めの神戸市を中心とする水ill 同であ

っfこ。か〉る人I l ¥l わざを超絶しに大自然の破成ブJ に封しては、不可抗力として唯ピ胃を脆

ぐ外はないゃうであるが、併しその Ｇ Ｎ ｉｬ に は 、人 ＱＱ 日外に封 して、又姐撲界の 人々に ｾｩ して、

多〈の示唆と反行の機ヂ? とを興へ? こところもないではない。

建築は自然の法Jllj に従って浩られるが、云ひ方を もさへれば、自然の法則に逆らって建ら

れるとも云へる 。 自然の )JII へる力に反抗して、闘ってゐるやうなものである。 人間は自然

の力を施々 ;J [l 1ふとして 、 その 中に 或る一定の安全幽を設置して建築する。而 てその安全幽の

11安には1!k1ごあいまいなものの合まれてゐる。曽〈大風が吹かな い と、風の吹かぬことを

棋準にしてみ ｾｊ 主を ｩｩｬｩ る。その方が建築が容易な ｦ こめである ｯ ｽｪ討を Ａｬ ｾＡ 快に し雨戸を省き、ガ

ラス戸の桟を車 ｉｉｉ くする。袋然暴風間が製 ｾｋ して 、 ｽ￙ｩ を ｊｉｾＨ［ｴ し 、ガ ラス戸を吹 き折ＧＮ 1) ，屋内

力: 一一瞬に無に腕してしまよ、主、その5請にからは雨戸を設げ 、ガラス戸 の肢は太 くな り、崩も

丈夫にされる。いつしか暴風雨は忘れられて 、叉1: 日戸は除かれ、j仰は軽快にな る。こ凡な

現象の繰り返されてゐる事賓を我々は見るのである。先般の7 k111f ，，¥に就ても、こんな J設が繰

り返されるのではないかし ' i- b> ら取越し苦労がされる 。

併し人I l ¥jの営む仕事には以! 立があり 、天然の作用には限度のな いも のが多L 、。l肢に人|悶

のご像想、する限度を越えて自然のカの作用することはあっても、それは不可抗力として 、我
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々はその限度以内に於ける ｾＩｪ ｾ 告を 以て満足する他はない 。 ｦ￬￭ Ｚ し こ の 脱皮を設げてゐるとい

ふことに就て、建築家fこるものは此際ー肱の 再抜討をして見 る 必要はな し、か。

而h皇、 耐風、耐雨雲 の建築構造物が、すべて 一定限度の純国内で安 全 保障 されてゐる と

いふ事賞、これは人 liJl が太陽や空気によっ て生命が保? これてゐるといふのと同じゃ うに牛IJ

h切つにことである が、日 常我々はそれを感じないと同じやうに 、建築構遊物の限度に就

ても比較的無関心 のや うで ある。 ｦ Ｉｪ ニし人ｉｩ日 がみ ［防 や笠［雨の無 く なるときを 三 ｾ へて 針策を論

じて世くこと は 不可能である 。 住築物 のｾＡＧ ｾ自 然 ［ｊ J の 肌l立ち 、 それ以トーは限りのないことで

この限度全越えるも のを 不可 抗 ) J とすることは止むをT得な い。 fjl :し ぶ防や出訴の場イ? と見

るところは不可抗力の作川 の 些4えを1象恕して 、円 市FI(々 のす J京を講じておくこと が可能な

ことで ある。 刈 ｬ ち有効 Ｑ ｩＭ到抗策によって 、 高 一 ・ Ｗ コ 場合そ の 惨Ｇ元Ｚをｾ干しく緩 和し 得る こと で

ある。先般の 7)¥.'I i/; ，¥(こし ても 、豪 州によっ て山が刷 n、 111 ilt 波 の押し咋せにことは不可抗力

とする 。 叉内々 の米 尾 に 於ても '1三時これに到する配慮を力11へる こ とは不可能であっ? ことす

る。 fjl し乍ら 、か〉 る事態の起 り得 る乙と さへ承知 して尽になら 、 その惨害は何分の ー.j) 、

でer んTごであらう 。 一般 の i U己が 円市 そこまで考へて生日する こと は無旦Hでも 、f. t正文{i 、

J: 木、足掛二の専 門 家(.1巧へ る義務がある o 1耐震柿浩の専門 家のift つに建築物を佼Ilj 寸る人

ｬ 立 、 ｊ 也 誌』ニキ ￴ｬ Ｎｪ安全と Ｈ［ Ｇ ｩＧ じてゐても 、 法つ ｔ 泊 築家は ［ ｜ Ｍ Ｑ ＭＳ ［［ Ｑ Ｚ に入れ＿こ以上の ｊ 也 Ｇ￺ｾ ｬｊ［起り得な

い とは 巧へてゐない 宮Ｚである。 地 誌も Ｑ ・ ｈ も 、 Ａ氏も 、山 津波も ｬＧｩ ｊ じ ことで、 ｾＡｴＱ ごか Ｓ る考 ｬ む

のが ｾ Ｊ の程度ー に 差があ るに けである。その巧Ａむの千 Ｑ ・効な Ｑ ｜Ｑ Ｐ 、 自然J界1平よのf作i乍|ド三用 力がzしL一一一→うヒ限 l皮支をを?  

越して Ｔ製 起 司米七する場 合ををｾＺｰ，像象担想 Ｑ してぞの釘策を ι＿ 引行Ｂ品 ｉ

心 桃へ fがJジ>!必広必‘ 要である。才治!7j しf尻元政 J仔'i-に 、止上蜘〉オ木+ド弓気沃〈に 、又;或る場介には建築家に 、 その巧!台:が め

つになら 、 ｉ ｬ ｪｬ ｬｬ 戸市 電 山 手 Ｊｊｪｾ によって ー んな 山 のめ にり、宇治川と桝き Ｑ Ｑ Ｚ め ることはしなかっ

Ｗ こであらうし、新生 ｬ 土 ｩ 川 をあんな自然を Ｑｍｾｩｪ ｩｊ，ＡしにＢ首史にしなかったであらう。

;，'， Lj I 山がーIli1壬に大誌の土砂を iA/I
'
，することは 、各谷紛の川仰が説明してゐるし、3とそ

の物泌 し、車1115命l主、 さほど古く初j らなくても、 ー寸与な らす引Iめてゐる筈であ る。今はYf i ど泊、

i，l.xしにのか見られなくなっ 7こが、 10年 も以 前の頃には 、凶'，1: 11

・の- *方式" I i 川 の附近に、ノj 、松

の 生え＿こたノ ｪ 、 ＱＡＡｾ 散 の 砂 ＭＧ￭ｾ ヵ［松 山 の 山 の如 くに ｉｴｴ ， ＨＱ してゐ＿こ。あれは止 ｴｬ ， ｪ リ ＱＱ iU. 惜 の 名妓りと

聞い てゐ? こ o ｉｬｩ ｬｬ ｬ 戸の渋 川 が洪 水 で Ａ￭ｦＮ ｊ ｊＡｬＺ の米ーが 流れ、逝 Ｍ ムー が タじん仁左いふ話を ｾｽￎ 老か広聞い

f二人もあるとい よ、。)凡)11 も芦hU11 も11: 古 )11 もんイ引 11 b ， -" 三月三はPf: ど7Kを見7よL、が、少し，b

Ｑ Ｚ 日がｾＨると水勢 一 時に 弁 流し て 、 その度に拶しいよ砂を搬 ＯＱ Ｇ ， しに。それで ［ )IIH( が引也より

十数R も肖くなってゐて 、 ぞれが海に注 ぐあ Tこり は海岸が著し 〈突/ + ' ，してゐる。然るに i"J

川を治める人々は 、か〉る 日本の谷川の特殊性を深 〈考 へ今、 フラ ンス や ドイツ の平地主?

流れる 川 と同じゃうに考へて川を整加し 、闘を狭め 、道 路をつり で低い橋を梨し 1: 。

か〉る ｪ 品 クミ ＨＱ 建 築家の 芭 ｊ 妥 Ｍ ｻｴ 任でな か っ＿こかも土 ＱＱ れぬ 。 ＱｊｪＺしえｊＡ 築家は ｟ ｾｉｩＡへ られ に土地に

注 文一月ーの もろもろ の 要求を尚す 一つ一つの建築を ijjt りさへすればよ いか。その存 ノ争力; )瓜il J

XI 1 3 6  



ｾ￬ｫ ぎ ｉ 血民に ｬ ｯ ｩＭｊ え 、 ＱＱ Ｑ ｩ Ｑ ＡＺｩｬ えにも ｉｉＧ ，ｾ Ｈる ｦ ご け ＱＱｽ Ｉ かるやうに設計すればよ しゅ、主い よ、 こと 力 Ｚｮｮ

ＺｴＡｾである 。 既に位築家 ｬ ま ￰ｪ｜￯ｬ ｩ 計， Ａ ｴ ｉ ｊ にも交通の部門にも准 ＯＱ｜ しつ｜あ る ｮ 更 にもつどＡｉｉｾｾ ｲ ｾ ｾｬ＠

L、でその領域を 押 し書道げ 、I，:ii設建築のすを民 主安やでのにめに 、i邸内にも上木にも建築l1J-j l説U)

I!，hj する限 り、 その根本，¥I. ，!(I Jに参Vi! する必311がめる口それは n i U官ii ll b; 川司主1J<IIVjを振り かさ'

して 外交川Ａ剖 、 ＱＱＱ ・政 川Ａ 剖 、教育Ｑｉ Ｑｪ Ｉ［ 垣 、 ｊｬ ￬ｉ Ｚｶ ＢＧｦ川也、思惣川題 、 ｴＱＺ ｈ 問題 、 名 ｾｬ￯ ｬ ｔ 問題等 、 あり

主めらゆる ｉｾｮ Ｚｷに推進 Ｉｊ となって{tjlし j止んで ff くの 引 'i] じこ主 であ る。

地方の民家を見て感十ること は、 それ写力: ノk し、年月 の経験によって、その土地土地に於

ける自然の jJ;{J:Jt に!I/良Nt して側めて J'j 妙に ilt られてゐることである。 材料、倒浩、形il) ，は忍

〈自然力 ｬ こ支配きれて ＱＱ Ｇ ，米てゐ る。ｼ隊法 に附することは ぷふ までもない が 、 ［ｊ ｬｾ ｾ 昔、 ｉ 也 民 、

暴風雨宮、iltrf主に釘し 、 x . は土地のj 也月三に! 応じてそれぞれの形態カ: H' ，来てゐる 。而て k地

の 形紙、自然 の 作川 は 、地方に於ては コ 許も今も大し＿二 位 化はなし、 。そ れ望者Ｚの ｾＩｵ 兄力Ｚ 一 つで

も唆 れは、 家屋もこれに他; じて改切されねばなら ぬ。然る に近代の土木 、01林等の諸事業

{ 主、か〉る家:P置のイ子治; を無視して、それぞれ11作一向の立場から事を行ふ。その行ふことは

正常でも、それに依ってＩ，Ｇ ｩｊ 固の栄子 ［ ｾｾ砕を全般的に考へぬ嫌ひがある。同舎に立副長な道路

がJ t られ、餓筋コンク リート の大橋が架せられる。その ことは枯摘である。然るに豪雨の

ときその道路や大橋が川水を枢き J トーめ洪水 t なれ部都を流してしまっ? こ主いよ、訴を聞 く

都市が2: 激に膨張するときには土地の欣況も従って，U: 挫 する。大自然の作用は背とるきら十

暴雨風は時 到れば似る 。土 地に 数年の経験 し か持 ＿こぬ ＱＱ Ｚ 句 ｌｾ は 、 自然のなすに委せてすべて

を失ってしま よ、。 これを {t 民 の罪に蹄 することは出ボない。ーとドは直接| 間接に開係ある専

門家の立任に蹄すべきで あら う災耐の年を伺iみて、建築家の積極的活動を促しにし 、。

昭和 13年 11 月15日
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昭 春日 戊 寅 年 回顧 雑 戚

一 ー本 壬 ｉ ｾ 1)) r
l， 代 建 築 } j  両一一ー

城 戸 久

本年の建築界を回 ｾＧｬ￬ すれば事 ぜの燃え に_ mJ肱寸る開ん の川屈があり、叉 その針策も綿じ

られ 、 は＿こは開問 ｫＷｊＧＨｾ ＱｩＺ力 ｚ 告発 的に 起つに等ま こ主に多事多 端の年でーあっ Ｑ Ｚ 。か冶る折徒

らにそれ等に無関係な閑文午を挫ねることはどうかともおへるが、戦 時 f"i J ¥¥1 去一年に於け

る建築界の 他 面を同府Ａすることも Ｍｉ Ｎｲ ｩｬ［ の窓義はな いでは Ｑｦ ｾ ゆ ， C) うと jE ひ、 }j・代建築 方 而に

於 け る私の 貧 弱なノ ー ト から 本年 のＡｐＮＮ要事項 とＱＢ Ｑ ， 巧する 内 ＺＭ ￬ 三と し てｾ ￬ｉ ｾ令 的問問とし てと Ｑ Ｉ

穆 げ ら れ に ご三喜子記録し、 それに聯闘する感想やら希望やらを W;然 主忠ふま¥に述べて見

1: l 、。

聖 戦 下 部 2 /<p一 一聖戦の怒号行 lニイ'1江、建築の資材統;J il j{ liI J問J )): 行 は れ 高 岡Iiy は延 期オ リンピ

ック太子＿は ｾ ｉ ての ｊｉ 心、なきにデ ｉｊ つ＿こけれど 、 なＨま時局 下に あって法昨ヲ ｬ で初め岡賢建 ｴｬｴ 物 の

修四は倍々と織統せられ 、 過去日本文化をノ ｫ ｪ 主 に ｾＺｈ 持保存し将来に向って瀬示しゃうとす

る律ぶ べ き事 ｪ 誌は行はれて居る 。 こ れ ｌ￬Ｇｾ ｩｾ｡ Ｚ ， ｲ 下に於ける建築界をｼ日 ｭｮ する 卜 ｪ こ於 て光づ抗

ー にあら? こめて銘記せねばならぬ事ーであら う。 支 部に於てはその-i'i: H( 1.): -，'j 代 建 築 遺 物 は 徒

らに崩壊にまかせられ 、或 ひ は 放;tr にfil .主壊せられて吊るに 1t し て:在、! 七は時局下にあって同

開のら明暗こ の 事費 に 依 っ て一層はっ きりと再認 識す るこ主力 :/1' ，米る械に思ふ9414没8 丹

慌に於て汗町安男氏は訟附宇ｬｊＺ ， ｰￆ 内の ｩｬ ｦ ｪ ｾ 像力 Ｚ 附 貨 を 以 て修 ｊ Ｇ ｉ Ｇ さ れてｦｦＮＭる事賓はオレゴン

うた撃数段 N ，B ， Z  A  N  E  .L¥:{e 穂町せしめ尻の日本の委主T感銘さしにことを 、以じて照る。力・

〈これ等のＡｊ［ｾＺＺＺ｜ｾは 一 方呼Ａ靴下同内の飴符＿と円本民放 の 民間 ｴｬ を諸 外阿に 認識せしめ ること

になっ ?こー仰j で あって '1夫ニユースとしてーたいに欣If しく 思 ょ、虚 で ある。

この方岡に於ける Jp.: ｔｾｾ ｊ ｦｦＧ ｉ Ｇ としては 抗 争 心 Ｖ 月 Ｓ ｦ］ｬ よりＪ京美術 Ｑｲｴ 繁抗Ｑ｜にて 法 降寺 ＨＱ 多 ｊ Ｑ Ｑ Ｇ， ，'i 

材カ: 一般に E空白; られ、 それ に依って端な くも陛論がか1¥鴨し| 判15仇ミイ子川極力: 論議せ られに事

であら う 。 早〈 足立問 ｾ l: b:J 行誌 に:立見ぞ殻炎せられ、 j紘b泳比主ιω，1川 !

イ作子問?題也」と題し論じられて目居屯る bか益ら良〈υ):知知:1川11忍せられて居るニ主冶 ，j!山』ι‘Jふ』ふ、。かつ て 法 降ヲ苛'i:n昭R手和n  l  

太修忠カが;行 lはまれん主する; 訂|'J!時主のゐつ Tこ:n時争λ寺t干f }(心什』tμ制;μ4引l天ヰ搾幸人;詰JH託J任f干子-!は土 i }山I日川川i心刈lバ刷，i川iリ1:ミ寺予{保i米とイ右1J の干肯守例によって忠

ひ切り改悪せよ ｣ 千 年 の後 ｬ こ Ｉ Ｑ ［ 修 ｴ［ 仏 ｮｴ の ｋ Ｚｙｾ あらしめさ‘る ｊｩ｝心 の Ｑ こ め に ｊ と 言つ に大 幸子 小 ｪ

ｾ述べ ＿ここ 主を先えて居るが 、 これ はあ まりにも木浩建 築の 保存に封する技術 上 の黙をうＺ ｜Ｑ

りな さ過 ぎ る杷誕で あって法昨守ーに限ら子保イι1' ，事に於ては常事: X'の御努力に依って商会

の 策が誹じられて居るに ｩ ｾｩ 速ないと市す・る。八日本建築の如吉村立法材料では修正 ｮｬｬ こ ｼ際し州

X I 1 3 8  



元Ａ［ 上 ｬ 必 工 ｊ 二 一 ｬ ｾｩＱＺＱ の ・却を ｊｬｩ 換へることは宜ｼ庇 ＱＧＮ ｊ ｉ Ｚ ￻Ｇ ｻｦ得な い肢に忠はれ、 Ｈｉｉｊ れを如何 ｬ こ ｊｉ ＺＮｴ

換へるか k 言五、臨もあらゆる研究の結果決定されて居る枝に IJlJ t 、て居 る。撚し一端取換へ

られた以上現今の法制上ではその肢棄古材は戸Ij' 有; M" の手に移 り、 事質 上 これを? 如何に 嵐分

しよう主もぞの自 ｲｬ ｬ ｾ￰ 司てに委せられて居る科 Ｑ でそれが 法降ヲ ｲ￨ 育五 、特に ｲｬ Ｑ 緒深いものであ

っ1こfごり l二世論が沸鳴し Igji 直になっ fこ版;こ，tl、はれる。 Jt 排法的には侠用間期lで! 護費E材料と

して建物 よ り 分自jf : されにものも 11:
1
(こ(f :j: 1K f -i 去を 111 る_I. .に甚t.: ' m要 な 素材ーとなるものもあ

り得るから、乙れ等を ｩ｀ ・ ｴｾ￭ な 方法で保Ｈｻせねばな ， らぬことは首然であっ て法規の如何に折 ｪ

ら十所有者も熟考してそのi立を訓じてjI ひ! 主 〈忠 五、。近時はその 111似 を銘記し て修 理 完 成

後小屋裏に納め保存すると言ふ筑が保られて居る様に聞 くが、 それもで法であり保存の芯;

l味に於ては好都合である。然し徒らに死載される課で研究者には察易に近づけ な〈なる D

又一歩進ん で既に H日へられて居る如 〈建築情物館の様なものが出来、保存にも研究 に も 寓

全力Ｚ期せられ叶抗日 ｬ 想的と言へや う。 然し Ｍ ｲｲＮ ぶには費現され得ゃうともｾへられない故差

常っ て 各 所に賀 施せられて居る保存工事に依り常然生すＧる多数の Ｇ ｉｾ 材は その 代 表的なもの

でも建築科教室を有する喜善佼の標本室に納めて掛ければ保イ子の意味に 於ても相常の安全力 :

矧せられ、叉後撃の者の研究の資ともなり将来製界を被主主する何等かの糧 ともなり得て甚

Tご結構なことかとも 考へる。これは虫の良い 提案ではあ るが常事者- の御東 力を期して侠も

度〈思五、。

兎に角この貨立問題を契機として諸大家のHI 々保イ子に附する高見守奔織する こ とが出来

それに針する ，[1:韓 的主.JZ誌が緋 じ られゃ うとする 気運に 向いにのは心良い本年度の牧挫であ

つ1:。

号訴にで本年l主より保) 11 さKl1こ新l判定数例岩・4き11 1こ「法降寺」同巻 12に「姫路J攻」の 2 簡 が

禍載せられるに重1) つに乙とも忘るべからさずる事項の ーであ る。八法降寺の内存中には足立

j1 ; れが諸誌で指摘せられに如 〈芯一憾な黙がある械で惜むべきであるが、 これも次第に改 訂

せられて行くであらう 。そ れにつりで想? ごされるのは各 7 の「わ玄〈らべ」が20数年前私

共の教へられにものが: ; k1.: に持問されて居る鈷で、 これは一名工に停はる寓話として興味

本伏のものであらうが 、 ｾＮＱ 象し得る建築技術より見れば依りにも恨宗に過ぎる様に 忠 はれ

る。閑話休題。同定数料招は全 Ｑ Ｒ 谷 に依っ て 日本凶 ｩ ｅ と して立つ Ｎ Ｑ ＭＮ の ｉｄｘｈｩ￨ ｴ， ＡＱｩ Ｈｴ ｬｪ ｬ を 一 通りが ｉ Ｎ ｾ

Ｓ を さ ｦｴ 得る如〈 編纂されて居 る が 、従 ｾｅ 古建 築の 如 何 に 命ぷべ 〈 叉 これを将来に向って保

イずーしなければならぬ立坊に隅れにものは無かつ? こ D 同日建造物密訪ねて最も遺憾に感じる

のは柴書貼紙の簡で庖きらは子、 しカか、も一角の成人と党しき人主建主に依つて汚きれて居るこ

主である。 これf等可穿;斗lは立カか、〉 る方 l凶耐白削iの:認忍i識割故;力が:少少、4年下のヒ頃兵に (1μ何l'吋3ザj生笥司「ρ向士幻i十初カ〉吋lはまれなカか、つ ?仁こ 一lVI別Eの現 lは主 tれL 主

見てもよカか芯ら う。言言'(は主ヲ令予F子-も fがJ〆;1なよ古建築lはま公幻il叫i

i栄n紛5を? 知る t 同H時寺に現代人としての将来への究・|胃ぞ組組せしむるもので あって、 同l i !;精刺l

総動員の11ヰばれる秋、前記の了. 篇が この 意味に於て本年度より初めでとり犠げられ、 乙の
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)P.Mffi 司司せられるに主IJ つに のはたに愉快に! 議じる! 主である 。

Ｗ 月 Ｔ 日には例年 の 加く新指Ｇ， ｴ 凶 ｾ Ｚ Ｎ ｢ｻｾｪ ＲＡ 物 が ｾｊ＼ せられ ＱＺ 。この Ｑ ｾ ｉ 特に ｉ ｣ ｬ 新しい主感じ ら

れる の は閉谷皐校生 ＺＱＮ ＱＱ［ ｦＮｩ ｪ ｩｴ ， ｉｊ Ｚ ｪ［ｾＺ カサあ ｩＺ せられ ＱＺ こ￬Ｚ 'C ある o ｾＮＮ，Ｇ＠ 11; Ili 1:  '，1，"  Ｈｾｾイ｛Ｍ法 の ｩ 時代には市 Ｑ Ｚ Ｚ ＮＧＢ に

ｉ ｕＭＮＡＺ ら れ ＱＺ ものが凶 校 保作法となって以制時呼 ＶＲＱ 空中 ｻｬ］ ￩｣ む勾 一各 和 の ｾ浩物に ［ 及び年々指応とｻ米

干子力: 誹じられて居るが、 この仙のものとしてはさきに多久摩，佼攻防iがめつにのみである 。

然しその ｩｗｾ 黙カＺ主として美術 ｆｉＧ Ｎｊ ＱＧ［Ｚ J起にある扱に憶測せられに。 これに反して閑谷事院は寛

文 Ｖ 年池閃光政が同 Ｑ ｛ Ｑ 腕平 ＱＱ 主 Ｚ ｜ｴｻｬｾ イ ｊｬｲｰｸｊ に下手千所建設の事に ｾ ｦ ￬ り 、 徳川時代旅撃佼の ｾＳＡ ａ Ｚ英市 ｉ ｊ

皮ーを) : Jl るート. に現イ長する代ぷ (1:') 遺品目である o ;..(..'.'胸jit 常 )1，:に時代はi : ! .¥)[ Iι1
1
期できして i'i し、とは

言 へ十叉多久翠! 繍に比し美術的にも叫Tご簡素なものである故新にこれが技場し? このは寧ろ

徳 川 時代に於げる絡事佼建築の Ｗ 三義 カ ［Ｎ Ｑ ＮＱ 包められ＿二棋に夜、均出来てｾ止近の凶賢建造物指定傾

向の ｾｊｬｦｦ が伺は ｩｬＩ Ｎ ｴ｟Ｚ ｴｾ￯ 改ばしく感じ ＱＺ 。 これに防 ｬ 聯して｛ＱＧ Ｑ ペドはり ｪ めて Ｑ Ｑ Ｑ 庶民 Ｑ Ｑ ＺＧ 告として河

内の吉本 ｪ 邸が指定せられ ｦ こことが想起せられ 、 な ｬ ま本年は多数 Ｑｦ ｴＧ涙 ーが ＱＱ Ｓ ・民家の ￭ｾ ばｻ｜こ就て

爪 ｪ 援 に ｐ ｌｾ ば ｴｬＱＺ ことも泡 ｈｉ ｉｉ される 。カ おく美術的には倒偵のｈｩＧレと氾はれる ｩ Ｇｩ 民家 の 保イ ｪ モＡ日 ｪ

題もやがて兵器 ｆ ｉ Ｇｾ に Ｈｦｬｦ 守ーかの ＯｉＧｾに なって ｪｦｵ 妙ーするであら うと保せられ 、 こ の方 而に於ける

本年ーの願者 ｾＱＧ［Ｚ 傾向であらう。

総りに日澗文化交換毅段として斯外の長老伊東向上が波別大任をは? こされ? このもみ二年の

快事であっ? こ口只・つ最も i，ii 'l'l!，'に 1: へないのは長年月 の lifl この方 IflIに多大の御功松めつ Tこ

武問問寸: の御逝去に千? っ fこ事であり 、深< . :長惜の立を? 衣しこ の とりと めな い[日|仰の結びと

する。
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多 難 な L 本 年 の 建 築 界

力日 藤
言怠

1=1 

士

口

ｉ Ｂｸ ｬ 谷口 ↓ ＺＧｩ［Ｚ ［ 時局に ｬ 益 す る此 ｉ ＨＮｦ の ｬ Ｎｊ Ｚ［ｲｾとして物資の Ｇｩｩｾｩｬ ｬｊ 格調 Ｑ Ｚ 似 ＱＪ ‘ として柿んな統 一ＺｉｬＱ ｊ を行つ

にのである ｣ 従って各般 の ｾ ｊ ｴｾ Ｇ ミは 、 或 ｬ ま起り或｛ま去へ ｪι はない是正喜な ｗｾ 態を現 ｴ ｈ するに王

つ1: 。

建築界＿ｊＩ［ その ｦｬｩｬ ｊｩ ｕｾ 下に点 って 竹って児き ｊ るヲ ｬＧ 市な打惨を ， .. 乏け? このである。

然しながら同氏とし てこの本什千J のHi } ( 時局伝活識し 、|判米の線 ) J を? 泉げて抑防l突破に

抗って照る ｉ ｦ，号、作門 その 本分に於て続々緊 ｧｊｾ Ｇｦｩｬｩ ｲｾ￯ｬ の 必 ｉ ｊｾｴｾ 柿感する 。

/今'(-;..j¥次; ♂汗時! 年主局に於て政If的4向白'.f 力が;;光じつ

るカが［ 、 柄米＿と 悦 ｲ ｬ ，に ｎ Ｈ 々 な 統Ｚｬ ｪ ｬ ｭｾ Ｉ ｬＺを ＱＱＧ ，し て居る。ノ ト私 が記憶の ｦ こ り に摘 ｊｾ ｦ［ しに ー 凶定を柿

f.Tj(こ { kってJ品氾すればJ くの j! . I ! りである 口

1. i法制工作物築i 1 l に附しては

II{{ 和 12， 10， ＱＱ 円 前 ｕＮＧ Ｈ￬ 令 す ｾＲＴ 枕を以て公平 ｬｩ しに 鍛刷 Ｚ ｲＺ 作物 築 ｩｬ［ ［ 存可制見 ｉｊ で あって 、 使 Ｉｦｪ

ＡＱ 投 Ｚｾ ＺＵ Ｐ 題以 トー の ｮ 十 ・物に， ｩＧｲ ￯ ， r:l m {:> 11' 2り、更に i昭和/13， 7.  11 円よれを強化寸るにめに己文京を

行ひ ＵＰ 題以下と ｾｬ ｬｬ も 要， ＩＧＱＧ可 となし 、山 部。飾 Ａ 仮に ｻｬ￬ｬ ｊ 自ｾ ｻＺ＾ )J II へfこ。よれに作って大| 波府に於て

は ｉＨＮｦ 令 ＡＺＨｾ ｉ ｏＺ 日記念 以 て ｉｉｆｊ 平 Ｑ ＱＱ ＲＮ Ｑ Ｐ 月 餓制 ｔ ， ｦｩ ｾ 物築ｩￏｦ ｾ ｖ ｦ 可悦 ｗｊ ＯｪＨｦ ｩ 行制Ｑｊ Ｑ Ｑ ｊ をＡ日し、本年 ＸＮ 1 円そ

の改 JF‘ ぞ行つにのである 。

2.  ::j (l こ銅のHil J臥てーあるが、II({ 不11 12. 11. Ｖ 円尚 一 ｬ ・行令 江 ｾＲ Ｘ 枕を 以て 銅 Ｑｾ )'1  ｊｩｬ ｩｬｊ ｾｊｦｫｊｈ ｬ ｉ ｊ を公

イli し、13. 4. 23 円之れを改il: してJ 七の(1む| 吋を術大しに o .Il!:に 13，8，1n  1年ぴ改正し、円.つ 商

工行合示引 227 ｾｉ たを 以 て尚 ＺｉＧＮｊ｜Ｚ ｉＺ Ｈ の指Ｚ，Ｎ￫する ＡｊＱｊ Ｉ ， 日公 ［ｬ ｊ 示し＿このである。之れ に作 って ＩＨＱ 仮

I( .j もI(.f 令都 109 批を以て和11J1IJ {:> ｈｾ し て用一る。

3. ::j.くに餓の配給統: I ilJ に|似し1: ，; .ま

nr，和 13. ＶＮＲＰ 円 前工 行令 抗日 ｾＱ たを 以て ｾｬ［ｑ 制配給統 Ｚｬ ￬ ｬｊ 規 ｊ ｬｬｊ {t> ) とめ 、配給の開滑を li ，司ること

となっ? このであるが更に 13. 9. 12 R 及9. Ｓ Ｐ 円 の 雨皮に その ー 加を己ｾ￯ｅし ＱＺ のである。

4， ｾ先鋭 ｴｬ 抑 ｱ の製造 ｉ ｬ ￬ｬ ｊ 限に ｍｍ しては 、 昭和 ＱＳＮ ＴＮＲＵ 日向工作令部 ＱＹｾ 戒を＿以て銑餓鋳物 の

製造制限を鋭うじ し?こ o Ｇ ｽ Ｈｉ 筏 Ｏｦ［ｦ 令 Ｇ Ｃ Ｑ Ｓ ， Ｕ Ｎ げ円 ｾ Ｈ｜Ｖ Ｘ 慨を以 て判 ＱＱ flI l  {t> ，'-1'，し 13，8. ＱＲ 日 ｉ Ｈｦ 令 Ｑ ＰＳ ｬｊＯｾ

で之れを改 iE し1: 。

5. 鋼製Ａ日の製ｩｉｔ ｦ ｬｬｬ ｊｩ ｕｾ に Ｇ ｾ ｍ しでは昭和 Ｑ Ｓ ， Ｘ ， 12円六1:);(1(.) 令1ＰＴ ｾｊ ｉｴで制製品の製造制限に附

する 1'[: の納1J1IJ を3とめ?こ。

以｟ｉ ＭＮはＤ，ｾ ｾ鋼、銑餓 鍔滞 。、制 の ｴ ｬ ｩｬ ｊ ￟ｊ もであるが更に政府は木村の統 ｬ ｬ ￬ｉｊに 闘しでも輸入の側係
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ｩ 二販賀耳兄弟 ｩ 同 ， ￮ ｊＡ ｉ ｊ ｾ 出して居る。 民 ＱＱ も米松村は内地材を以て代桂し ｦｪ ｦｲ ｾ ｾ 、判 Ｚｾ［ ｾ ｾ の ｽ ｉｨ 主に使用 せ

られて居るのであるが、輸入力: 極度に iljlJ 限せられる仁王つにので昭和 13. 7. 9日商工省令そ

以て米松販賀取締規則を公布したのであるが、其後需給調節の必要 k 一部を強化し一部を

按和するにめに全面的に 改正 して 10. 113 から均行ぜちれるこ主主なつ fこのである円

J折の如〈建築の時成主要材料に極度の制限を加へられfこ! こめに緊急:JIてむを得 5 るものの

外は中 ｊ トＮ或は殆左禁止の ｊｉＩ｜ 態に陥つにのである。之れが ｦ こめに首然起る失職 、 ｾ ｉ ｾＨ 業者Ｍ救怖

の 問題ヵＺ起つに。建築息子＿はその斡旋 ｬ こ＿Ｚ＿って居る 。 叉」方 ｻ 克 川Ｚｉ， ｉｊ 似ｾ Ａｊｊ＼ Ｈ よｾ Ｎ ｾｾ 11.. の.j: .H 十lこ代

るべき代R11日の問題も封L頭し 、時に之れがMめどが張氏せられるに と去っ fこが 、("J れにしても

之れ等統: 1mのにめに建築工事中 の もの或は駒栄建築せん. > . : するもの等、 (l i J れもその建築' 計

三事者に非常な苦難を興へ7こ。私が主掌して居る堺市の建築に就て そのJi J 日況を述べれば、今

回の統II ，IJ下にあっ? こ建築は市民病院、市聴 合、小撃佼がある。 市民病院は起工早き fこめ銅

の制限を受げ にのみで本年 8 月20 日竣工を見、T行h総合は悦郎1エイ1' 1物の許可を得て 11 下工事

中であるが 、 その使用 餓 鋼治立 Ｙ ＰＰ 班 ｾ Ｑ Ｎ ＱＵＳＰ 殖 の許可を得て居るので第三期の若手本とであ

る。小製佼の湊佼は首時基礎工事完了の? こめ lこ共後順調に俊工を 見て居るが、リi小製佼Fit

堂、熊野ノj 、肇伎は鍛鋼の許可を受げて工事中であるが銅銭板、器撤等の11乱脈は首然である

が近〈竣工を見ん として居る。

l 賞市ノj 、製伎の復興事業として最後に残つに三五' 小製l交は使111餓 鋼97旭 中35殖 の許可を得

て講堂を| 徐き十月初に着工し? このであるが今後材料の1I ，IJ 阪と不足の fこめに相常の支障は期

待して居るが、更に一部二階梁及ノj 、屋梁の如き相首断商大き く長尺の材 料は米松を 使用す

るを特策とするので之が到策 に腐心して居るのであるが以上の建築を以て: 堺市の風水害に

依る復興建築事業も全部着工し得るに至つ fこ事は幸繭とせねばならぬ虚であって 、今後は

之等建築の完成に努力して堺市公共建築物の陣察を整備し? こいものである。

( 昭和 13 11 ‘ 9日)
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本 年 度 建 築 界 を 回 顧 し て

出 J -_  主主

n  
士

ロ

本年度の新潟 Ａｬ 係下の主 ｬｩ 築外を刷 ｉ ｊｴ ＮＡＮ るに 、質に 限也 ｉ ｾ Ｇｾ な秘化に ＧＱ［ Ｎ ［ ［ ＱＮ む、建築界である 。

多年の希望であつに零ミtrr.J 束力: 本年 | 月| 日十日 川I 旬街地tj主'l J民 事 件、即 ち、 ヰ七千T引 の25:

Ｇｩ 存に見舞はれ＿こ中山県、Ｎ ＺｾＺ， ｩｬｩ に寄Ｇ洋子 ｉ 策 ＱＱ［ 討 Ｇｉｦ ぜられ Ｒ 月 ｬ 日 ｾ Ｂｦｎ｛ 建築物取締規則放除 雪 規ｊｬｉ ｊ

が公平li され岱日より 施行されに。

腕 下 ｱ Ｎ ｜ ＧＺ Ｚｦ ￯ ｔＡ Ｚ姐 予斜砂 ｊ の純 ｦｈ ｾ 12000 f l:に して、 これ司、ーの l人l よ り危険法しき建物より! 順. 次検有

し 、 Ｑ Ｐ 月 ＲＰ 日 迄に Ｑ ＳＵＷｦ Ｈｪ Ｚを 完了しに 。而 ｪ して 、 ， ｩ 刻 ｾＱｴ 完 了建物 Ｇ Ｚ Ｑ Ｎ Ｑ ， 使用禁止せるもの ＳＲＱＧ Ｑ

使用制限せるも の3 1 ' 1、有1i 1liU' .作1 : ' 下命せるもの 950 f午、 ぇ-刊なきもの 372 fLIであ る。

CI 使 用 禁 止

，珍Jul- 建築物の '{t.S.f: 'j 叫し〈保 'I<. : 1.. 危険にして修t8flli 強 力 、工法なさ場介、修fFJ 有Ii 強賀 川 過大

にして改築なす ｝Ｚ Ｑ Ｎ Ｎ Ｑ Ｂ ， 要する場介 、事 責 卜 ＧＮｉｾｾ 川セ 斗Ｏ Ｇ ［ ＱＭモノ 、 改築の ｉｾ ｻＧ ｩ ｮＺ あるもの、 Ｑ 也 ｬ こ ｻ Ｇ ｕｉｊ

: i l l 拾! j ' l f ! 守める息子?にし て、使 IIJ !}:!I : セザ Jレベカラ〆る ' ]i"'111 iちりとする もf心建築主の負婚を

ｪｬｴ 少， ｕｾ 度に ＱＱ Ｚ む る杭 ｊｓｗ する 'iili 住宅住: i: '， こj ! .J し現場にな令はしめよが内 存J佐示了仰せしめ

ｾ［ Ｇ ｾ ｊｉＭＮ の手続 ＺＺＱ をな しをる ものなり 。

(2. 修 繕 補 強 工 作

修綿布 ｮ 強工 ｦ Ｇｬ ，も位当ｾ ＺＺ ￬Ｚ、主ＩＩ［物 Ｑ 史川 ｲ 苧 ｬ こ純情 ＨＱ ＧＮ Ｉ 打繋を ｾｗ ｾ 、ること ｫＮ なる を以って 、 可成

ＱｾＧｑ 材使川を避 けおＺ 伐を ｩＱ 止 少 ｬｵｾｲ 主に Ａｉ 二むる峨念Ａむし修日 ｩｍＩ 強 γ イ＿ を筋さしめ居るもの にして

純子 ｉ にワ＿にｊｦＮｾえる建築仰として修ｦＺ ｍｬｬｩ 強ｔｦ ｩ ，を下命寸るものにあらす ｜ 油市に除汚をなす

に上り kfI めて安全なる FR庇のものにして . 検 作 介 終ill 物色担f I も li 余こ11を要する (1勿治なり 。

尚 二r.f 'l，の縫更 、争1工l仁: 事 j朋明川の 延Lι よ

烈して了:f行' [ ' 究川 の 糊f1詐I抗口昨?下1仁: をを?現略窃5検 f伐正技宇祈緋術Il釘t可il  日iを して見も杭ITt凶らしめ 拠 刀示;し 、以て大 工、 建築市!? 芦1

( i 句; に依る不??;の利を得しめ F るf;Rな し照るも のなり。

尚 一 般民の中には規 則以外 の主ｊｬ防の拍子 ｦ を［ｊＱ ｪ 史する 向 あるも現ず ｆ の所指定建等吻の喰 Ｑｾ

すら不充分 の憾みあ りて如 何と色合し刻 ｉ ， ｾ 賞 。 ｨＡＱＱ［ ｾＩ。

円下十11) 強工事は着々と唆工し・般民衆は イミ必J尽なる修慌をさげ得る こ と、大工建築請負

者ー等の不? ; ? の嬰求ぞきけ得ること笥; により 、経術的に有li 強修絡がH"，来得るとの鋒を? 聞 くの

である。

市 街 地 建 築 物 関 係

市 街 地 建 築 防 法開係 に 於ては 、主として軍需工場の増築 、新設が多いのでめる J
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m築主は軍需工場は一時的であるとの巧へ、 一ぇ- -f(li 建築工事をな ('M: へ ，' ) }i :ヵ:中Ll雑 lこな

りやす いのである。これが常め建築認可は可成早〈なし 、工事は充分指導医王将をなしに鴛

め、工場建築は11関失改僻されに。

市街地建築物法の施行は、本 ｊ，ｾ 耐 Ｎ ｮＺ 広が Ｑ｜ 桁Ａ色町に泊 更 され、今 Ｓ し Ｍ ＱＭｅ ＱＧＢ￭ より同法施行

方申訪中である。これで本 l院は 4 ili 6  1
1
1r 2 ケ村に施行が及ぶに王りにるものなり。本腕の

町林は、積板自 ＱＮ｝ に施行方を Ｇｪ 子関 ｬ しなくとも、各市町村の ｊｉ 浦 ｾ ｩｩ の質績に徴し 、 進んでも略行方

を巾請し米るも のである 。

].;). .1-_の如く 、本! ?ぷは::t. t告: 針策と、市記工場の建築が.: 'I' oなる 地化であり比較的多忙な建築

外であっ T二口
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昭 和 十 三 年 度 の 建 築 関 係 技 術 界を 回 顧 し て

白 )11 泰

南京陥落の喜びの 内に「おー芽 !-11度 ぅ」 とl明けて年や l 年 、武漢三鎖完全攻jl l告竣るとの菩:

ぴの内に膿て今年も亦暮れんとしてゐる。先日編!I 呼子より昭和 13 年度の建築界を問自l し

で貴下の立場より赴非とも何かを :古りとの仰せを交げて 、始めて年の瀬の近づいにことを

土 ＱＱ つに のであるが 、 イト Ａｅ 乍ら ｬ 年の貰にＭＧ￯ ｬＮ ｾ 、のには篤かされに。その内 ｬ こ何か Ｚ 告げるにら

うと「はい何か IEかせて i&. きませ うJ と安部j合ひはし fこものの 、俗而、筆を? 執る と仲々 告

げるものではない。

色々 な 出米 事力Ｚ 、 オ ｊ れ がＮＱ ＱＱ 大 ｔ ごぞ 、 おれも同じ程度に、否おれの方が遥かに記 ｾＡｫ に値す

るかも会 Ｑ Ｑ れないぞ 、と、 一 度にこんがらがって屯して ｬｦ のめにりで雑然と ｬ 強寺 、 ｾ｀ｻてその

各々が.J:I こわいわい騒ぎ /1' ，しに。しばし兵想に耽つに。そして - 11M舗 の内で のみそれら色

冷な/ 1' ， ＾ｦ Ｇ弓手と ー ｉｉＫ ｊ Ｍ ・符 を始めてみ に。それ らの数多い ＯＱＧ ， 外 ｾ Ｚｾ ｨ はダくから次へと現はれては ｪｦｾ

へ 、 ｾ ￬ へては又新しいのが現はれて米る。亡がその ｉｪ ｊ どれとして何の刺戟も反響も Ｙ ｩ ｊ へな

いで消えて行くものはーつ も な し、。怖が皆脳裏の蚊に何かを傑 〈探 〈鋭いメスで刻みつり

で行 q長なぷヵ: する。

これによ、これもによ否こ のブJ こそピよ 之、色々な注意 と警告がチラチラと鋭い刺般に

7I 八Tごダイヤ モン ドの枝な t!J -え:i.&:つ fこ光を放って 、あ.. _r，: ヵ; llJ j減しては躍動して行 く。その

!変Uに(，リカ' を教へられ、一つ ー-つ賢くなってH <忠ひもすれば 、x. 、窮して通す・る様な%t

のするこ とも ある。

ぷ?怯と悲嘆、悲:JI犯と怨 l珪が低調なオ J レカ、ンの昔に 似 1こ幽かなメロデ イーで讃美; 放の様な

ぶしい ｉｉ￁ｾ 停へて Ｔ えるか と 思へば 、 そ の奥の方からなに ＱＱ 火菩と希望 、 躍 ｬｴ と発出と［えつに

もの 、起 出 ｴ へとｬｍ ｾ ￆ 出せんとする ｴｬＨＺｩｾ ろやかなた踏のぷ持ちの良 い ｲ［｟Ｚ が ＱＱ 日 え ＿ごしに 。かと 忠ふ

と 、 鴨てそ れ はｾ ｾｾ ｝ｩ Ｉ ｊ する ｬ ｜ｴＮＡ Ｇｉ ｃ の ｩ ，ｲ， ｾｻ ある刊に代ｻまり 、 それが ｩ ｬｬｩ ｾ Ｎ ｉ Ｍ Ｎ って収て 、 あたりの荷

物 ＨＱＮＮＺＩ ，くめ ｬ こｾｾ ｾし 、 ｊ 泣い抗にとぎされて Ｑ i  ＼ 。鋭い亦いｊｊ［し、よ ｉ ｐＭ ｬ ｩ ｾ のそれ に似 ｔ こた がその ｼ 作 ｬ の ｬ 氏

から輝 ｾ 9f iめ、 そしてそれカが: 火引にノん-.: ｾ＠ <な つて dあ) 1仁こり一 l凶刷白“{に 11肢|伎立釘iゆφいf位t の判1快史と興7祇汚に 1

ん＿ご ｊ克ＱＺＺとをを ｾｊ， ふ 、 ん＿ピごんに投 ｩ欣投 し 川 し Ｗにこかと 忠 よふ 、 と 、 ｬ 時々 ｩ 主い市い ｉＱＷ いｼ対ｪￏ［が什 ￬ ｊｬ のそれの ｾｕ

〈にキラツキラツと輝く o ｬｾｬｬＡ の は然＿ こ る音響は今や 心 の奥底から興奮のありつ ｦ こげを Ｚｴ ､ ｬ

HI してこ れを改 ぎ らせて呉れる 。躍 進tｾ Ｎ、 躍進七只躍進 め るのみ ＱｾＧ ｯ

ハタ とそれ がmえ7こ。 叫 ' N111I百児t ｾＮ 。 良黒な べ ｊ ｬＭ .  ｾ＠ Ｇ ＧＯ ト の ｫ￱ｾｩ に投げｦＧｉＳＺりられ＿こ光の淡

い反射光が設散する采j; ' ｾ＠ 、が それでゐてしかも深い深い奥底の ).:11れぬ1! 日: { 味 iJ. i票ひのある

ｉｉｕｾ ｾ ｬＡ ￭ Ｇ の ｬ 人 ｈ 二 、ｦｉｬ Ｚ ｾＧょが修り 、 ｉｬｩ ｬＺ 内力 Ｚ引 き 、 その川を＿以 ｗｩ ヵ ［ＩＱ 文 京とれを Ｇ ， ￬￭ ＭＺ べんとして Ｑ ， Ｚ に小 五Ｉｾ
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合ひをしながらも無上皇やりに手ぞ取り合って慌し〈歩んで行〈 。その 1̂18' 抗力， '> r技術な

んでは政策の完全なる遂行は困難TごらうJ e噴けば叉誰か' > r技術も政策も同等に ぞ」と

「凡ゆ る災害を救i 、のも技術であり 、災害を米然に防ぐのも技術fごoj e 云ょ、携もし
怯 〈。

て 〈る。

し 突然、長期!肖懲子力 4音色高らかにトランペッ トを吹き鳴らす。凶家総動員 〆統jlJl l /

Ｚ ｉｩｩｊ ｾｊ 主 ＮＧ 袋止 ＮＧ 長期建設 Ｏ の響力Ｚ一頻り同家の隅々 に 鳴り響〈 し ｩ 向野は次第 に 濃 い 渡 い ￭ｴｩ

事色一色 lこ塗りつぶされて行〈。起撲も、公閣も 、自動車も、 ;Iil: 令も 、そして凶土金曜が

その軍事色一色の脱出fの内に次から次へとこんな文字が走路股のそれの棋に一方から ーゴj

へと、恰もネオンサインのlりj減の虫11 < 、組めて明瞭に刷用しては消え 、消えでは民間して

来る。

1%' 図政府の :1年政悩相手にせす，難切と炎期型，i 懲の決意 j 「ニIlJ 支よ り'1' 南支へと戦線の機大と事唆

の長期化 ｈ 図家線、効員法の第七十三議合通過と本終的支期ｾｊｪｩ懲態勢の完成 ｈ 物的資源の ｩ 歯養と消

貨統制 J 厚生省のZ延長と銃後図民怪力の向上と図民衛生の交' 1 J l J ，- 第七十三議合入十億の趨危大官民

算金無事に遁過」
「軍需品調達の支障除去圏民生活の脅威防止、物償暴践の抑制と多歎重要商品の

領特公定、使用制限 、 禁止の Ｕｾ｜ 化と法 ｾｴｬｊ 化 」

「巾央物償委員舎の成立と繊維 ・食料ぷ・ *: M・皮 革 ・ゴム等の公定.最 flE標準債格の設定 J 1金

- 銅 ・鉛 ・銑 滋 ・鋒 物 製ili*お・棉・綿製 I 弘・皮革の使用申1] 1 浪又は禁止の強化と均I ' ¥IJ の公布 H ヵ・ソリ Y

の消! ' t 節約と前給流布IJ と木炭白動車の街頭進 II' ，J 1退磯資源の同 JfIc i: f 3Aぷ力再 '1ーと代F ¥j 品の研究」

「内務省の物資統古IJ に隙i する経済事? ー察機織の決定 と強千と され仁以締_ j ｬｾｴｸ ｬＱ ｾｬ ｜ￎ苦手＿杭と巾支振興令

動 ｴ の言ｾ ｾ｛ｊ＠ 1排 日アメリ力労働 総同m. 木材主義の恐慌張初判 F 1 接近論を政府に主主音二l

「 紀元 Ｒ ， ＶＰ Ｐ 年々ｾ Ｉ 祝日日念 ｦｆｩ 原市 中宮紳域並に 畝傍 山東ｾｬｊ ｾ貴重 芸道被張整備工事起工 と［集 ｬ 羽釦 ｊ 業濯動の

尚謝 J 1武日1白L 一陣士の逝去と建築界の損 失 J 1四天王寺五電の塔の再往とI l i申戸湊川紳枇の大鳥府

の i二j'f B事事務J 1オリムピック諌ぶ大舎の、返還と 1自国博の開催延期と厚生千r1i義よ M慮 へ 行 ( J  

11坊主施設五ヶ年計棄と三回の防空訓練演習 J 1家庭防空室の建設と地下防空撲の奨働と火災' I! (

ｾｩｬＮの施行 ｊ 1銭 材使用構築物抑制と大阪綴の建築主盛夏 J 11坊さ主と線化と 内務省 内全図的級 化運動ヘ

の進: 1'， J 松地法案の作製 と市街地建築物法 '!'の改正 J 1側東大水害と紳戸地 Ji のk . 水害 」

ｉｾ 筋 コンクリートの Ｑｩｦｦ究と竹筋 コンクリ ート の桜頭 ｊ 1煉気工法の再・検討と繊筋 コンクリ ー ト

工法 の，iT正 J Ｑ チツソライ ｬ 、 ベータライト、プラスチック見 守 ｉ ｬｴ に ｉｉｾ る ｊ ityQぽ ・鉛管の1貞則制限

i: .1ニ水道 J [" アマベ λ トの制限 とλ レー ト・ヒユ ームパイ プの打怪 j I鉄花代 11! ，:，'， ｾ しての 且担二ツ

トパ イ7 ・内野f先 J 1失 業防止と政府の事事業針策 」

1- M'， 征と傷病軍人の増加 J [ " 無言の釦1旋 と歎吹の ふ功 lf 筑 J r人的資源内 k 亡と工業技術者の品I f

人 J l. 制限 J Ｑ 工業被術者 の登録と厚生省 ｬ 了 ￯Ｑｾ の戦業紹 介 ＮＱ i ヒットヲー ユーゲン卜 の米側と近減収

山 i寺無 J 11段位 向 l二・近視眼絶滅運動と建築的の考慮 J i 往築技術者 州

4並XJ Mi l l U 1フk i l l ' 建築依然支し主主へなし」等 ー々

?ご力 Z、その何れもが何かＮむ ｉ ，Ｊ ￬ｾｾ Ｚ 長なものを ｬｉ ｧ ￭ ｾ 単にｊｩＺｩｩしては消えて行〈。そ し て 、 それら

それら に 射 し て 脳 裏に ｩ ｦＭｾ 、ｬ ぷ Ｏ Ｎ ， ＧＮに新し い ｼ 問 題ｾｦＮ剖 ｾ ｉ ｩ しては批 判 と研究をふ Ａ くめる。そして 、
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解答は新しし、道と 、新 しL 、行き方とを数へて呉れ る。

フ ィ ナ ー レt.: 。遜 りは パット明るくなっ fこ。上からも、下からも 、横か らも慢の花、花

花、日 の丸の版 、鋭、旗。武漢三鎮の完全攻略は竣つ fこ。長期建設に。躍J ! t.: 0 全商に表

はれfこ如上の諸問題は各自銘々の趣向で自由な方向に御互に 、打つかる こともなく各々そ

の道を 求めつ〉入り tft って、 そし てほ〉えまし〈も笑いますら浮かべてその解決へと目指

して進んで行 〈。

進む進む皇賞Iti i 英円目指して 、「従来陥ちて数 日武漢三鎮の攻略も既に竣つに。世界は驚

き、ポー人も聴いに。戦はこれからピ。建設/ 建設 / 長期建設へ.'

天地に蝶寺、世界を怖がす合11昌?ご。

十嬰 日本の什匂ーは、躍進日本の者等は

勤める前の静寂に

特換への足踏みに

躍進への準備 そし- c

ｾＱＺ散 へ の佼杭ＱＮＺ

躍進 .Fi 躍進 .' 長期建設目 指して

只躍進め るのみr 。

機て昭和 13 年の事が し-r' し十と降 b る。 ソト我に蹄ってみると 世は慌 しい( l ili 走Tご。兎

に角 rI ま ぐるし〈も多端な一年で はあ っ?こ。 ( 昭和 13. 11. 8. )
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本年度の回顧三来る可き時代への象想

-

H

H

，

 

野'

士

口
品爾

武漢陥漆をー医剖として、 前倒的な長期建設が強調され、 費地せら れる 鹿に 、建 築 界の

活 ｪ 設な動きがあり 、 新興支ガＡ［の復興と ｴｦｩｴ ｴ，ｩ開設 の Ｑ ｉ 守チからは主主築界の ｫｾｾ 進 ｈｉｉ ｾ 要望され

要 求さ れる。餓制 ｩＢｉ ｊ ｾｘｴ 製法制限と資金調整とに依る統 Ｑ Ｑ Ｂ ｊ の強 化 Ｈま ＺＺＺ ｊ ｴｗ［ の 不振と相 ｦ 突って

建築ＺｗＭｾ制度に畏縮させに ｽｊｪＨｉｊ 、 ｬ であるが 、 今将に時代 の ｩＱ えに乗って Ｑ ，， Ｑ Ａｩｾし 、 飛躍せんとし

てゐる ヨー こ そ、;九二々の作望久しきも のである o llt の 時 代 の 推 移 を 掛It見しつ、、長期建設の

希望に燃えて、過去一 ヶ年をmitJ> に|口|泡! し、 II)j I:J へのえtt 築 界 の 動向を i I誕祭 し、強 怨 し て み

る事も無意義ではないであら う。

(  I  )  

6俗雀カか3 に過去 .ケ年に於: け7る主刻辿l主: 築与外仇1山(はまム、全慌をを: ， j泌l必sじて古背背-，湖矧別削Iｾ＠ 11 

ムＭへる。物資話拾 の調整と ｊｬｴｊｊ ｴｈ Ｍｬ の ｍｕｾｾ～ 干に 依ｾ ，ＧＺＡＺｩ ＲｾＱ ｩＮ統 ＺＡ､ Ｉ の強 化をＦ Ｎ ｾと するにい Ｗ こ

つ に 全i断的統 ;j il)化 の - -j品杭 lこ於て、統:!，IJのnみ11;令のむ刊 l となって現れて米? こ の であっ Tこ

が、 法 令のがj 化 不 良を 嘆 き つ 入 よ 〈 や 1) 迩げにものだとさへ巧へる。 建 築 外 は 深 刻 な 生

切 る17LI みに 11ぷ 惑 さ れ つ 入 凝 っ と )J 何_ :  ，) -に l二〉み込八 Tご川蝉 りは、 |必|米と凶1-11; の: 像氾! 伝 説

切 っ ｔ Ｚ ，時呉ＨｉＧＭ ｪ な ｬＡｩｬ ｾｊ ｾ りと［ぷへんその ｉＡ￮ ｛ｾ 長り ｬ よノｽ，ＭＮｉｬＮＡＺ ＱＱμ するぷも ｦμ 、え ｩ 操外が 、 進きさＧ

る文化ｾ設司 ｩ ｾｊｾ の｟ｬＺￌｩ 花であり 、土 ｴ 築カＺ人川 の 文化 ｾ ｉ 二 ｩｲｴ の が ｮ ｪＧ快 Ｑ ｩＮ イｻｻＮｦであるからでもあら

うが i主かに時され仁建築材 料のス トツクによ って、We:! jlJ と'Jf :: V 1/' j 'i . 不JJL とを 無 事 に 切 抜け

が ｊ 微動 ｔ ごもし な い 除俗を 比 せて斗 ｌ トー ってゐるのは 、 えＱＡ築 ｹｾ の ｊＴＭ つ イよ Ｔ ＳＵ ィ 、 ｊＯｉ Ｚ ｴ の ｴｩＡｪ ｬｬｬｬ ｬｬ Ｉ ｊ と ｊ ｉ ，ＺイＨ

共栄の話の義侠的 Ｑ ｩＮ Ｑ お Ｉ ｊ とｬｬｉ ｫ 扶助に よる ｉｉＮｊ 局認 ｬ 識とから生れ 川 ＿こものにク ト ならな い とれ ｉｾ

断 して はばからな い。

而し ながら 、 ＱＱＱ ， Ｑ 々に Ｉｪ ｾ μ 、 て 、， とを＿ はる なれば 、 ＱＱ 寺局 カ ［ＭＺ ｊｦ もまそのもの Ｇ＾Ａ￯史民 の ｎ ｉｩＩＨ と ｊ ｉ ｾ に

準 戦 時 睦flJ! Jから 、 lI世時賠ilil Jへ し 枇 診の 辺杭 を 辿 る に つ れて 、法 令 の 辿*il(l' j1，よ殺令に {火る

事業の閑散となってゐる のは: : ' Jf'.ef で あり 、X よペf 法令が、 ，，:!: j J J し?ごI'M勢 卜1こ於て、 J炎打tl/J

に行は i l 1こ自に法令 {r' 以J反ふ x- b  ¥ 11:<'*IYi られるものも 、法 令の消化と、 f- 紋の多岐多様と

に、 とまどひさせられてしまっ! こ! l f dほんとう である。 遂 には 汗況 にu 1凶[ して大きな打

差安を交けに ｬ｛ Ｑ ノ ｪ 、建築主 κ 合して統［ｪ ｪｬ ｊ の緩 和を ｾｱＭ び 、 陥 ｉｉ ， ｉ ｈ ＺＺｴｾ裂 が ｾＩ［ｊ［ｉ，の ｬ ｛ｩ ｗ 之を ｾｾｈｍ 寸るに王ら

しめ 1=の であると 、下「-11・され伐 5: 11 される o ｾず Ｈ［ｬｩｬ ｊ の 強 化 ｬ 土 、 ｪｊｈ 夜間 Ｚ 辺説勿 の主 開＿こる ｾｬ Ｚ主と室内と

共他 の金 ｪ 必 の 伏川 イヒ ｍｫｦ 主し 、 ｾｫＧ＼ ザ ｉ Ｂ ｊ で Ｑ ＧＱ
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て絡つ fこ。殊に部餓板使用を禁じられるに致つに建築界は大規模1;' 事業から完全に 見離さ

れ、/ f よ振の鐘を打鳴らして、 その活路を木材に求め 、*111々ながら今日迄生きながらえて米

7このであるが、その木材さへ、 一時は制限されようとさへしに o ff木造家屋建築制限集11

がそれである。同築によると、 一 般住宅は建坪 ＳＵ 坪工場は ＷＵ 主 ｆＭｾ 限度主し、それ以上は全

l面的に不許可とする方針の下 l二、木造建築の制限を企闘し、内地産の木材及び共他の建 築

材料の消費節約を計らんとし? このであっ? こが、池田除l1f 1 の技術主技術家 lこ1討する辺! 併主同

情主から採用されす撤回され、此虚に木造家屋建 築{l jlJ 限集はn昔から暗に葬り去られに認で司

ｾ＠ ， ， ， ，. 

あるが、思五、? ごにぞっ主する、おつかない制限案であつに。

ｾｪ 相の 、 同案に決裁を興へなかっ＿こ理由は ＱＱ 案そのものが 、 内地材 の泊史的約を計 るｦ］ Ｑ

的であるなら、現在の時局は米Tご需給統制を必要 主する段附に は建 してゐないから不必要

である 11 e云ひ" 殊に釘や建築金物等の建築材料は製造制限によって統制されて居るから

木造建築の胤立による木材の不足にはならない" と 云ふ にあっ Tこ。更に降j相をして l叫1な

る貯蓄奨凶J や消費節約を企画しての案であるなら、生活と不可放な住宅に封して、 j折る邸、

度の制限を行五、必要はな い11 e 云はしめに事に釘し建築界は謬って技術と技術家に理解の

深い商相に敬意を表すると共に 、! 享 〈感謝しなければならな い。而し蕗相としての池田氏

はまるで別人の感である。彼は 11蓋戟の目的達成の需には、影響力Z如何に深刻であらうと

統flil Jの強化は必十賀行する 11 と断言 して居り 、その上 11統flil Jは今後数ヶ年は続くものであ

り、これからが良 の長 朗建設 ｩ 践であるから ｬ 剖Ｎｌｾは その ｾｴ ｴＧｬ 苦と準備を＿して泣かなければなら

ない 11 e 戒められてゐる 。此の| 際に於て建築界の川j 立はい〉 のかと 叫んで比? こい簡i l i JJにか

られるのは 、個人的 記Ｚ吋 ｩ 表示ながら、王ｾｾ［ではなからうか。而 ｪ し ポー々が冷 ｬ 切に建築界の過

去含回想する場合、 一 方に於て 、 軍需工業方 ｬ 凶の多 忙 な生前から 、嬉しい 悲鳴ｾあげ てゐ

る反面があるに封し、他方に於て、 餓不足 と鋭使川焦 11-- による設計難があり、工事の閑散

がある事を忘れる詩にはいかないのである。此の設計刻! と工事の閑散は中小業x- の失業7 { -

，. ，. ， ，. 

の続出となって統制の復不11を叫ばしめ 、悲 しいあきら めから武重な るその 日その日を室1r:

し、苦l凋によって得? こ幾h肋〉の財産を浪費する不幸な中l; 県を生じて居:- 1) ¥ ill 築外全開をm!

じて版行的な不自然な判別の1桂? ごしい不幸な 一年Ii IJ を絡へ? こと枯11首することが此の際五'Lt

である 1:: らう。

(  2  )  

一一 橡想、はど こま でも後初であり 、 ((Jrl-' するか否かは疑1111であるが、米る可き時代への7象

炉、は現質的なものであって日想的なものでない 一一

積極的な長Wl 建設を 1必必とする必然的な現象は、 新ｾｾ及 Ｚ Ｍ Ｉ ｊｉ｜ の 彼興 ￨ ｲＺ Ｚｬ 設とに ＱＱ ｾ ｬＭＧ ｬｩ を掛

けるであらうし、建設司 j:業の 一翼? こる建築界の| りj 日への杭也も コく長期的な k. 隙Jili /l' ，への余

li iidに拍車を掛げるであらう 。なぜな れは、H長 期位 設の;む義11 は東洋人の東洋建設によって
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のみ依存され るものであ り、 一方に於て、 銃と側 主に依 る東洋の千手u確立の駕に 、目覚め

ぎる共産化せる抗 日J持政樺の撤底的なlf守懲に軍事行動を櫨績し、他方に 於て新 しく 生れで

に新興支那政権を援げて復興と開護 とを行はねばな らない長期的な建設事業で- あ るから 、

建築界の大陸進出も叉長期的な滞在の必要を よぎな くS れるのは首然の蹄紡である。

而 しながら建築界の大陸進出の企闘に於ては長期建設事業に消費される英大な資本 と資

材が必要とされ、 それへの提供により 、凶内的に使用さる物資の極度の節約に よる統制が

強化され、彊主党物に必要な材料の量的、質的な貧困を到来する? ごら うと云ょ、見通 しから明

日への生活に封する不安と焦燥は 、 生きんが矯の生活へのさ ｉ 策から ｊ ｾ 艦 化 され 、 早乏けこ長

期的な大陸進出を賢現させなりればならぬとし 、ふ見解と生産力繊充による建設事業の増加

し セメント業界の高IJ産物的に製造される銑蝕事業と特殊鋼生産主粘土を主成分とする軽

金 属 ( アルミニュ ーム〉生産の可能な多角的経哉の責現化 と大治銑山の復訴開裂による餓

鏑資似の間内的な澗惇と米絵販賀統 ｩ ｬ ｩＱ ｊ 規則の改正等により、建築界は甚 ｔ ご緩問的ながら Ｑ ｾＱ

展を見せ事M格了と共に} 制寸〈であらうから、めはてる必要はないといふ見解の、 積極

ど消極の二潮流を廻つての議論が、話題の 中心 となるであらう事が推察せられるのである

又最近に於ける話題の中心は技術と技術家に釘するー:w論家の論説から生じ に技術及技術

家に劃する認識不足による誤謬であら う。J l 七の誤i習は波紋となり、電波となって機大 し、

技縛T評論の桜瀕主なれ技術家の杭合的進出の運動となって 心ある 人に よって表商化せら

れて来 ｔ こが Ｎ 微々＿こるものであっ＿こ。新 し き年に於ける、技術の ｾｪ ｬＺ令性と技術家の 地 位に

就いての技術家の絶大なる反! 攻と運動力: 前然話されるであらうことを期作するものである

技術及技術家 lこ制する評論が、時許的なヵ: ら 、輿論を代表する新聞 に掲il売され?こ事は、

技術の重要硯さ れつ〉ある現在に於て、J;H; ぃ* ではな いo ｾｊ 論喜ぶべきであら う 。 此 の機

令 に 評論家の技術 ｾｱ ＡＮｩ論の貧困さを是正 し て世 〈 事が目 下 のな務であら う と思ふ。そ れ が技

術臨調の悪神下に於ける 、技術家の酷使を救ひ、f; ' H民度を増長せ しむる早道である諜であ

る。技術のｾｾ浮きれつ〉ある現象は技術のｬｅ しい 批 判 と共に 、 技術家のｉｊｩｊＺ ｴ｜Ｇ 的地 位の 把 握

と向上に;¥l' i する要求に効果のある絶好なる機令と云ふ可きである。その要求は、がとし て不

首・で もなりれば、不自然てもな L 、。間家線動員令の要求さ れる長期建設の全段附に於げ る

指導:芥であり 、建設者-1こる脊の首然な 叫びであり 、時め要求でもある諜1:. '。

人 ｉｌｉ ｬ ￱ ｬｬ Ｚ 令に於て 、 故も街接な ｉ ｍ［ｊ 聯を有する技術を 把 握せる技術家と し ての ｦｉｬｾ日 が、 人 組

生活の 向 上准ｊＮ［ーを 以 て Ｑ Ｑｴ ｾ ｾ ｾ とする 以 上 、 主義と［立亡芭白 ｴ乙ｴＧ氾 ｬ

mせられる政j治合易家〈、法tlil J家、経術家と 同 じ様iこ、mJ: 千? の統 (:; 11者、支配布・の{r[ III，1]入をする日

も速から十来るであら う事を、武宵i出合から文1当J 政治 とな り、更 に武1主政治へ還元 し?こ現

{I-: に於て 向、 0 0 0運動を提II /] しなければならな い割譲以来30徐年を経過せる台轡統治の

文官政治の失敗と技術家出身の八回説明氏の拓務大臣伏淀 主いよ、ニユ ース報導 とを前提と

して、 1fJ. にT象恕するに過ぎ ないが. 米 る可 き時代に於て、 一歩一歩指導的に 、建設的に 、
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活迭する技術と技術家の地位の向上運動に防j し、杭極的に論議される事を念l似するも ので

ある。 市し論議の釘!! (H立、 どこまでも今日の時局むliI:千v't l!i 身とから 、同次鴇勤L 1 慌ilil JJ) ;要

ぶされる時代 ＩｽＺ ｾＮ ｴｾ とＺＧｊＮ Ｇ､ ｦＺ重大な技術家 Ｑ ｭ Ｏ ｾ の口先でな げればな らす 、 又波術に釘する ｾ ｮｾ ｊＧｬｬＮ｜

ｪＨ�ｾ と認識不足とに起 ｉ ￁ ｉ する技術家 ーの酷使からは完全な ー 瓦期建設事業は期 し得られな い 事を

よII!.Wr させる事でなげればなら なL、。 あらゆる事・業，i I . 主に技術家がi矧興する椛利 と義務公有

す可きを凶家及凶此に 2.l.i ;J < : する運動の遂行に ili 築界の先1tl 諸氏の抱負と識見 とから生れる

賞ｼ 際 ［ 命のＨ都 ｉ ｉｊ ＮＱＱ Ｍ ｉ Ｇ￭ ｮ Ｚｾ ｬＧ ｲ に 比 る在宅想論ては［駄 Ｑ Ｑ である〉の殻炎を 切望 し 期待する 一 人 である

ぷ ｾ ｉ ｬ ながら法 ｔ ご 掛りのな い 文竿である事を御， ［ 官し 、 今後 の 御指導と御椴駐を ｾ ｗｊ ｕ 、 次第で

ある。「先」
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商工省の建築統計 lこ現れに銃後の建築界

1 . 前 治え き

ーー

官 陸

支 J} I) 事境 j); 武 漢三鎮 の陥終に依って 、j注々 l三期建設の段階に入つ fここ主力Z強 調 されてゐ

る現在、我が匙ト築界の過去 l ヶ年を 、l - Lゆる腕角から回顧 し反 省 して、共 の 中から将来に

釘する我々への数 ｾ ｛｝ｉ ｉ を墜ぴ取ることは「色んな 意 味 で 全 〈 必 要 な こ とである。筆者のや う

な者にまで 「本年度主闘を界の凶刷」 に就て執筆を求めら れf二本 誌 編 i降の方 々の意簡も 亦 此

の駄に在るであ ら うと JE2isする。事賞、支 那 事もさ勃夜以外<: 1ヶ年齢の我が銃後の建築界は

文字通り限ま 苦 しい鑓化 と、息つr まる様な緊張の連続であり 、 百難一時に迫って高J感交々

胸を ｾ ｉ ｾ し 、 制 れ、 て自己を 時 Ａ る 徐 裕さへない甘えＡ宮に あ る 。 直後生産に防 ［ｊＱ 系、しな い 立場の筆

者にきへ 業 界 の 古 ［ ｧ ｭ ， が ヰヰ キ と感じられ、 言 葉に Ｑ Ｍ ＱＧ ， すには 依 りに ￬ｾｾ 刻な感がある。 円〈 木 材

の 輸入制 限、 ，-， <  ｀ｪｾ ｬ ｖ ｾ 工作物 築 ｩｩｫ の ｩｬ￭ ｬｊ 限、 ， "  ＼ 餓ｊｩ ｾ の 配給統 ｴ ｬｬｬｊ 、製造 制 限 、 日 〈 銅 Ｗ Ｉ 使 Ｑ Ｑ｝

ｦｬｩｬ 限 等ー 々々。かくてｉｉＧ ｉ Ｇ ｾ 附 ＲＱ Ｑ 準戦時制， ｉｊ から なテン ポ に戦時韓 ｦｬ ［ ｉ ｊ に 進 つ＿地 撲 界は 、 本年

に入って更に之勾統ilil J諸法 悦の打 続 < ;I;I J定 、或は改正に依り 、暗tl; IJ ｾま 一 段 一 段強 化 の ー 注

を辿り、 主主に最近の長朗 建設 の段 l:fJr¥こ到: 速し1: 。 此の一般 情勢力 E建築工事の紛，li に於て如

何 に 現 れTこかを 、以下商工省の建築統計から計算しに衣 や|誼|によ っ て示さ う。 従 来 との比

較の危統計の数値は本年のみ に| 以らす統計開始以外; ; . (昭和 11 年 10月以 降〉の全部を採用し

?こD 叉本 年 9 月以後は未 1: 統計がlリjか にされてゐな い魚 、訓愛を'I徐i北な 〈されTこ。向 該統

計は ￯ ｬｩ Ｑｬｩ ｪｊＧ也 建築 物法 ｬ こＩ，長 〈 主 ｴ 築 ｦｩ ［ｵ Ｇｩ ＢＭｾ 脊 矧に就て の 統 ， Ｑ Ｑ ーであるから質ｼ探に行はれ ＿こ 建築工事

と の Ｑ Ｑ Ｇ ，｝ Ｈこ 多 少 の差の ある べ きこ ｴ は ー ＮＯｦＡ ｵｴ ｾ む を裂 する 。 殊に最近は姐［ 築 材 料の 使月 ｪ 制 限配

給統 Ｚｬ ｉｉ ｊ Ｇ 古 ー の ｉ ｨ Ｈｴ ｊ 係 卜 ｾ ｜ ｔＮ Ｚ［ｊ Ｚ ￬ｾ 清 ｦ ーが 建 築 ｬ｡ｴＭ 百 ｊＵ えは Ｉ， ， ＧＱＱＱＧ ， の 月より延期され 、 又は 中 ｊＡＭＮ して 濯な る

［ 泣よ ｼ に総るも のの 放 も 、 就 ＧＱＧ 鋭Ｆｉｉ ｲｾ ｲ ，Ｇ ，ｾ J1l の建築 に於てかなり有り得る諜である。

2. 建 築 延 面 積

弘 1 j ( J う五百n J ，えは建築工 事の主 を 長は す一指棋と して建築 延筒i砧を? と れ 昭和 11 年 10

H斗1の建築延凶[ 杭の合計 (υ1 ，45幻7，488m
2

勺) ｾをｾ ＱＰ ∞ ｏ 色 し て Ｔ各 Ｕ 月 の建築 量 を佐＿指数 に て示 し＿仁こも ｏの 〉

である 。一 兆 Ｉ Ｑ共 ｴい ｊぷ川 ｩけ中 ｬい ｬ 江叩筑 ｾ 1  ムぷ三 は 之をを ＿ 工事 の ｾ ｾ服 ｦ主 Ａ ｊ｛ 別に ｦ似依 ｴ火 ｩ りｌ 、 ｡江郊， Ｓｩ リ Ｒ ｾ 表］ は崎榔 Ｍ 造 の 租 別にイ似依 Ｔ交 ｴ り ｨ 、 第 3 表 は}I]j 主

i日引川;引川lリj にう介子つて」ぷえ子不Jド〈し T仁: 口 江郊 ｾ 1川|ドば品刈札tlι!し. 江引I2 1ド[

控築の総:¥:11;:(.1昨 年0) 後今に於て率 制効 強以来:J :i ii にi成ノ:J_，' を示 し7こが、本 年に入って平11々

ＺＱｪｉ， Ｑ を ｴ 促り ｪｧ し 、 Ｗ ｈ の ｾｮ ｾは ｉｉＧ ｆ 年 の 紋 ｉ ｬＧ Ｚ ｪ 3  n  e 大 差の ない迄 に迷 してゐ る。 然 し翠 8 月に

は f11. ひ二勺激 IJ- 減 少 を 示 し以後 のもさ化 を懸念せ しめてゐる。概1倒的には建築の昼間 的量 ?こ る

延 i削杭は惣像 され る税減 少し てゐな いこと 1;;下(，守される 。
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第 ｬ Ｇ 去の工事 ｎｬｚ リじよる建 築 延岡的指数表 ｬ こ於ては特氾すべき明瞭 な ｾ Ｑ ｈＡ 院 は表 れてゐな

し、。

出 2 ぷ( 抗 I ｉ ，ｾ， ｩｩ Ｉ のＮｦＭｻ ｉ ｪ［ ｪ 草取 ｲｩｬ ｪｬ ｪ に依る指駄に於ては 飢 制 の ｩｬｩ ｉｪ ｉｕｾ ルボ統 Ｑ Ｂｬｪ の ｊ ｾ ｾ 仰が 、かなり

ｬ 明瞭 ｬ こ現れる。即ち餓 Ｅ￭ ｾ工作物 築 也許可 ｾｊｩ ｊｬ ｬｪ 炉 、 11'，一年 7 月20日から施行され、 吏に本年

7 月II 日に之が己主i疋され制限内森1) ; 強化されて 、同月 15 日より 施行されfこことを念頭に置

いて表を見れば、自 ら共の ｊ［ｾｾ ヰＡの釈はが却はれる。同じ針矧耐可浩であり乍らｾＹＧ， Ｑ ｬＩ餓骨造 の

みが制限に無関係の桟に見 え る のは 、 似 Ｑ 策上必要 Ｑ ｩｻ市類の工場建築物が ｦｬｾｪ 工大刊の指定 ｬ こ

依って1M肢から除外され、且之等の工場が好況に患まれて盛んに新設繍張を行ひっ、ある

結果であることは勿論である。然し 7 月 II 日の改正で之等制限除外の純聞は相首縮少され

? こから 、以後如何に 鑓化するか は今哲〈絞fこぬと判然しな いが、既に 8 月の指数に共の113

第 l 関 qjjt 築延面積指数表( 構造種別 〉

トーーー
一

j 凶、

一 一

ｉｾ＠ 主号 室

人
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第 l 表 建 築 延 面 積 指 数 表 ( 主事柄日IJ )

イf. 月 合 計 新 築 } 脅築 改 築 4主 特

11. 10 100 64 22 12  2  

11 88 61 18 7  2  

12  104 68 22 13  

12.  79 うl 17 10 

2  96 65 20 9  2  

3  126 88 25 II 2  

4  114 82  21 9  2  

う 109 74  23 10 2  

6  110 79 22 7  2  

7  92 64 20 7  

8  92 58 24 6  4  

9  78 51 21  5  

10  71 47  18 う

11 67 42 21 3  

12 63  42  15  4  2  

13. 51 33 13  4  

2  77 52 18 6  

3  102  70 21  9  2  

4  93  60 25 6  2  

5  97  61 28 6  2  

6  98 67 25 5  

7  124  79 33  10 2  

8  74 47  20  5  2  

9  

10 

11 

12  

第 2 友 建 築 延 |白i :fu 指 数 J<. ( 村.H2tH[) JIJ )

年 月
A口、 ーnさLl  

木 造 銭 骨 llI

針urii コ ン f長1H :筑筋 コン

ク リート ife ク リ ー卜 詑:

11 .  10 100 81 8  4  7  

11 88 70 6  4  8  

12 104 68 10 12  14 

12.  79 58 う 4  12  

2  96 77 6  5  8  

3  126 95 10 11 10 

4  114 86 11 6  11 

5  109 88 10 7  3  

6  110 86 5  8  11 

7  9z 75 7  7  3  

8  92 61 l う 9  7  

9  78 56 9  7  6  

10  71  55 6  4  6  

11 67 5う 7  3  ヱ

12  63 う7 4  2  
。

13. 51 45 3  2  

2  77 68 4  4  

3  102  88 9  3  2  

4  93 79 10 3  

5  97 80 13  3  

6  98 83 8  6  

7  124  106 14 2  2  

8  74  67 6  
。

9  

10 

11 

12  

( 註〉燥主主造、 コ y 夕日 ー ト訟 、 石 澄 、 Jt i'也{ e 合して昭和 12"t- う )1 1こ指倣 1 1二塁t し

れが{ 也 の各月に於て !1指歎に上 じな い。



特!力 Z表れ始めてゐるかの様でもある白木浩建築は柿々の |付期i にも係ら守、本年 3 月以後昨

年の ｩ 向的切に近い ｟ ｾｉ ＡＺ { e締り 7 月にはー臨して統計開始以外4の11ぷ:i ti 己鈍を約二つ1: 。木造建築

の Ｗ Ｑ ｩ Ｚ が比較的減少しないのは、ｾ［矧時の Ｚｬ ￭ｬ ｊ 則むこ Ｈ ＱＧ＼って‘ ￬｜ｍＩ［ 本込 ＱＱ に帥 向 する里山力引 Ｑ Ｒ ｴ ［ 政事し

てゐるであら うし、 7 ｊ Ｍｊ に於げるｾ｟Ｑ ｪ ､ 己鉢は即時 ｷ へられ仁木造挫築 Ｚｬ ｪ ｬ ｊ 限の持 に刺 較さ れ て

であら う。 ( rtt の矧に就ては向後述する。) 各月の会述築延而街中に 占める木造延岡i債の

百分殺をとって 見 れば 昨 年 ＱＰ 月迄は千均 Ｗ Ｖ タム 最高 Ｘ Ｑ ｾｇ であっ＿ こ が 、昨 年 Ｑ Ｒ 月以 後は平均

87% 、最低8 5 %となり 、絡段の相異が認められる。防民防火の必嬰ド1:に迫 られて居 り、然-

も既に 殆 ど木造建築に依って充満されてゐる我問都ili の現!Ik とを想、ひ合せて 、此の傾向 を

眺める時は、我々 lこ胸迫るl l Y E 迫感を起きせ今には世かな いo Ｎ￉ｉ Ｎｍｾ＠ 2表の註に記 し?こ様に鍛

鋼構造に代るべき煉瓦 ｩｬｩｊｾ 他の耐火的な構造は共の Ｍ Ｚ立組めて僅少であり 、 事油断 ｉｪ ｬ ｊ 限後も始

ど増加1の傾向 は認められな い。

UO表( 第 2 岡) の用途別の指数表に於ては工業社E築物の躍進と商業建築物 の萎縮が針

撚的に嬬昔である o {'I: 居建築物及共他 の建築物( 主として公共建築物) は想像される程萎

縮が瀬音でない。

ＡｩＨ ｾ＠ 3 表 建 築 延 而 箭 指 数 表 ( 用 途別 〉

&f三 J J 合 計 住 居 工 業 商 業 ＺＡｾ＠ f也

11. 10  100 47  26 19  8  

11 88 39  23 19  7  

12  104  37 32 22 13  

12. 
79 32 20  21  6  

2  96  42 22 25 7  

3  126  53  33 32 B  

4  114  48  39 20 7  

う 109  48 32 21  8  

6  110 43  31 26  10  

7  92 40  29 16 7  

8  92 29 41  17 う

9  78  23 34 16 5  

10 
71 25  28 14  4  

11 
67  25  28 9  う

12  
63  24  26  9  4  

13. 51 21  19  8  3  

2  77 33  28  11 5  

3  102  46 34  15 7  

4  93  39  37  12  5  

う 97 37 43  12  5  

6  98 37  39  14  d  

7  124  43  57 17 7  

8  74 27 33 8  6  

9  

10 

11 

12  

3. 一棟嘗り床面積良び草位床面積富り工事費

Ｒ Ｑ こ於て 見 ＿こ 建築界の 情 勢を更 に よ ｉ｣ Ｇ髄 的に ｾ Ｑ Ｇ Ｑｪ 然主 知 る簡に建築 物 の規 模 が 如 何 に 鑓 化 し

に か 、 及び建 築 工 事のｊ［， Ｑ 似 が 如向に 鋭 化し ＿こかを算 出 しに の が郊 Ｔ 表 乃 至 ｾ ｐ 表 である 。
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規模は一棟首 りの平均f ; jc商積 ( m
2

) に依 り、 単慣は床商積一平方米常の工事費( 関) に似て

って ーII会: 去はし 、夫々を件，¥¥詰!t 和l } Jj 及ひ:JrJ j全別に就て求め fこ口

先ヴ ｲ＾ｾ 艇に就て見れば抗 Ｔ 点に於て餓骨造の ｈＡＮ 棋は本年に入り ｩ 怜え し、 合 ［ｘ ｍｩ コンク リー

ト 造銭官多ｖＩ Ｑｊ コング リー ト迭 の 制肢は縦 ｩ 小 し＿こことが認められる。木造のか ｈｾｾＨ こは比較的

経化 が乏し いが本年 6 月以後急: に増大し? こことは注目される。之は前にも述べ? こ同一原 肉

であるが、餓鋼の統ffi lJ が本格的 t なるにつれて規模の大きし ¥ 従来ならば首然餓節制治fこ

るべきものが次第に木造で建てられる棋になっ? ここと と、 6 月初旬 lこ新聞に報準ーされに床

面積30坪以上の木造建築物の建築制限云々の控 lこ刺枕されに結果であら う。用途別に見れ

ば、 (創出 5 表) t l:居、工業、共他の三41すには顕乾: な皆、化は認められな いが、l荷主建築物の

規棋が減少 し て木造建築の平均 ｾＵｩｊｾ に的ど 一 致 し て来＿こ こ とが Ｑ ＺＧ Ｑ )' t: ってゐる。よも餓制の

制限に依って大規肢の商業建築物の新築や増築 j;; 休止 j伏態に陥り 、建築されるのは帰とヅミ

部が木造の庖舗住宅の類に限られるやう になっTここと を物語るものであらう 。叉、住 居、

工業、商業共、申 し合せに様に 7 月に於て絡段に規模が大き くなってゐるのは、矢張り前

記の新聞報導のｾｾ 、 ＩＺＡｾであらうと思はれる 。

ヨたに与1慣に就て見れば、構造種目 IJ ｭｾＶ ぷ Ｉには願北Ｚな もさ 化は認められないが全績とし

て漸鴨の傾向はす_ ( 取し得られる 。川注目1) ( おう 7 ｾ ＮＨ Ｉ で は 錨捌 ｗ ｉ｝ 限の前後を比較して商業建

築物の皐慣がな激に低決してゐること カサI:_ n される 。_¥'fI偵 の 1.腕下孫は物悦に 急: 激な縫化

の無い限り共の部門 ｬ 二部矧 ｩｩ ｈ￭｜ｾｪ Ｑｴ b  ; 多 くなっ 1:: 1J';..f;: j主力: 多くなっ? こかを示すイイ力な指標であ

X Il 5 6  

ゐ ｦｾ 4 衣 ー- 料t ｾＱＺｦ ｩ リ Ｇ ＱＭＧＭ 均 ｈ ミ ｬ 師脱Ｈ構造組別〉 ( 単位 : 千万ぅK)

五 木 ミ ｾ ｾ Ｎｻ＾， ｾｮ＠ . 旧 織 筋 コ ン 銭 骨 鍛 筋

1三 月 i l l  蹴 同 溢 クリ ー ト迩 コンク リート IIs

11. 10 I  9う 592 I  530  I  2040 

11 I  92 I  541  522 I  2236 

12 9 8  71  0  1  41  0  I  31  49  

12.  1  I  98 I  432 524 I  4498 

2  I  93 I  423 う53 I  2361  

3  I  93 I  713  987  I  2247  

4  I  94 I  788 I  562 I  1834  

5  I  95 I  687  I  536 1125 

6  I  101 I  458 I  788 I  4337 

7  I  99 I  51 7  I  646 I  1704  

8  I  101  I  1205  I  1042 I  2728 

9  I  103  I  74う 827 I  2215 

10 I  93 I  550  I  527  I  2411 

11 I  93  526 I  41 6  I  1162  

12 1  04  I  390 406  I  244  

13. 1  I  99 I  503  I  379 I  11 24 

一 一 ←

2  I  96 I  464  I  385 I  949 

3  I  99 I  818 332 I  3011 

4  I  98 702  378  1236  

5  I  98  949  I  264  I  1991  

6  I  111 641  I  689 I  541 

7  I  137  I  1014 I  295 2210 

8  I  110 I  941 I  334 ヲ90

9  

10 

11 

12  



ｴＨｾ＠ 5  "}毛 一 棟 ｚｦ リ 千均 ｉｾｾ 1( lj W ( 川;主別 ) ( 翠位 : 不 ) j 米〕

"1'- )1 fI: ｾ＠ 向l う長 3毛 f也

11. 10 86 174  124 222 

II 82 148 149 242 

12  91 200 185 413 

12. 91 141 216 273  

2  84 133 158 203 

3  89 153 161 201  

4  86 193 126 217 

う 87 158 119  240 

6  89 166 172 272 

7  94 l う2 123 219 

8  88 240 172 185 

9  85 191 165 232 

10 81 149 140 192 

II 81 150 93 220 

12  89 139 10う 216 

13. 90 130  106  216 

2  85 139 95 212  

3  88 139 98 266 

4  85 158 99 212  

5  87 182  95 209  

6  92 167 120 315 

7  106 232 142  273 

8  86 167 99 247 

9  

10 

II 

12  

第 6 表 床 而 積 l 平 方 米 首・リ 工事費( 構造種目リ) ( 単位 : 回 〕

年 月 木 2盆 銭 骨 造

銭 筋 コ y 餓 骨 餓 筋

タリ ート 造 コシクリ ート 造

11. 10 17 38 56 37  

、ー

11 17 35 58 72 

12  17 30 52 78 

12. 17 39 56 85 

2  18 43 69 94 

3  18 47 79 98 

4  19 う4 63 79 

う 19 6う 95 

6  19 68 114 

7  21  44 67 113 

8  18 56 63 97 

9  20 52 75 85 

10 19 60 66 81 

11 19 83 73  66 

12 19 54 61 71 

13. 19 56 66 83 

2  19 54 67 139 

3  19 50 66 う9

4  20  51 64 89 

う
21  56 67 67 

6  22 54 60 68 

7  23 61 75 96 

8  21  58 74 63 

9  

10 

11 

12  
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第 7 表 床 面 積 l 平 方 米 首 リ工 事 費 ( 用途日IJ ) ( 翠位・・図 〕

年 月 {主 居 コ: 業
尚.

業 ;l t  イ也

11 .  10 18 22 28  31  

11 18  22 41  40 

12  18  23  56  43  

12.  18  24 56  35  

2  18  26  47 31  

3  19  29  56 40 

4  20  34  43  40 

5  20  34 29  41  

6  19 32 59 45  

7  20  29  42  41  

8  20  37  57  33  

9  20  32 50  

4A8 4  

10  20  31  42  

11  19 40 21  36  

12  20  24 22 33  

13. 20 27 23  38 

2  20  27  23 49 

3  20 27  24  35  

4  21 30  23 33  

う 23 33  25 36  

6  24  28 23 44 

7  24  33  25 40 

8  21  29  24  35 

9  

10 

1I 

12  

るか ら、此の商業建築物の翠債の低下 は前記の第 5 表に就て述べ?こ事項を裏書 するも ので

ある。 生1:居、工業 、及び共他の三者は傾向 が比較的顕著でな い。即ち 之等 3部門 では餓鋼

制限 の 前 後 に於て 鱗附 ｉ ｜ｾ 造建築物の 比 率が願者二な 縫 化 を し てゐ Ｑ ｪＮ ｾ＠ 、ことを示すo 1: 1:居建築

物 の草慣が木造の翠債と非常によ く符 合 してゐるのは従来か ら位居建築物の殆 ど全部が木

造 である震の嘗然の結果であ る。 ( 昭和 13. 11. 5 )
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築造工 (犬工) 資格試験制度に|関する 質疑

鈴 木 忠 五 郎

ま へ 治 三 き

大工費絡試験制度の必要を数年ｾＨ主張して米＿こ。 き いにも ｈ ドド本 ｬ 窃令教化委 ｮ 併の採搾Ｚす

る庇となり大工棟梁並びに大工Ｚｾｾ組合勝合併長始め閥係者十数名を招待 して、 之を 中心 ｴ こ

Ｑｾ ｾ 談千 ＿を開き錠々共 の時期王 ｉ ｊＢ＾ｻＨ、やることを賓現し＿このでしに。本年に入 ｨ 更に之が賞

ｼ 際的 Ｍ ｦｬ｣ 閥的責現方法のイ ｩｦ ｬ 究に人ｾ Ｎ -J I : : づ如何なる程度内苓を試験すべきやの問題に入り .

いよいよ最後の責l味方法にまで進民し? こ? である。今や教化委員令は ‘ その草案を造 り、

之を根底になし、児に幾多の先輩賓際側係者のx 1見を合めて之が賓際化運動 lこ*l / Tぜんとす

るの時に王れ従米本Hj l] J瓦ーの研究調伐に 1E; り常に疑問目見せられ、危険覗せられにるものを

ば此庇に鼎げてＮＱ ｾ￭ 千件を制問ｪ｜Ｇ向こ記して参考に供し 、御 援 ｊｊＩ ｊ 御協力 頂り ますれば 手 である。

亦大工を築造工. なる名栴そド( . t しには 、他古: あるわりでな く、 只更生し九大工の立味で.

新和を之に冠せにfごけのものであることを渇へてnひ? こい ‘ 築造工な る名栴が受賞なり主

Ｎￄｾ、のではない 、他 に泊 ＿ Ｚ＿なる［ｴＺｭが琵見 ｉ ｬＧ，ｾ Ｈなかっ ＿こしＮ う が現在棟 梁をば築造土と 栴す

る: . l Sへの下に 、ハ例示し? こに過ぎない i也に油切なる名併があり ‘ それが大ι. 更生に受賞な

りと 認めらる〉なれば 、改 めても少 しも 差支へな い、こ の ｾ ｽ ｩ 了 ｪ ｦｊｉ， じされんことを望 ｴｲ 。

1  何の il 的を以て‘ か〉る ;r，IJ 皮を設げんとするか 、現在な 〈て 少 しも 差支へないでは

ないか、わぎと波立てるには& ぶまい白

現 JI た維持の% へではないかと思ふ。現在大工の位世待遇. 並びに技術が向上且つ進展し

つ〉あるなれば. か〉る制度は望む所ではない。

亦一方大工は機械の所前多能工的色彩を多分に含む 、亦一二商建築のノj、マネー ヂ{ なる め

イな世にもある。か〉る j伏態より之を 向上せしめることが、建築界向上lこ多大の力があると

同時に、現在良工なしの嘆Ji 宅を一部|徐りは しないか. 両大工の子弟が大工 となら さ' る欣態

が幾分絞; f ll されやしな いかと思五、。即ち 資d俗制 が/1'，来れば・相滋之が法律化し. 強11m化す

れば、大工数も相官: ;-; j i I J 限されるし、相官努力し なげ ればなれない故、祉合的の待遇色上り

ゃしないかと思五、。一方大工徒弟の蹴みとなり 、同的となり得る。要は大工の待遇及技術

の向上を計 り、 延いて建築界を 向上せし める 、次に良質な る徒弟の大工への参加が幾分で

も地力11 しゃしないかとの理 向からである 。

2- 設げなけ ればならぬ理由は

民の技術腕前主 中々 素 人 等が見 分けっくものではない 、 口先 ｲｾ けでう手〈操られてしま

ふ、信用等 と云 ふがどうか i 資格fl，IJ度は 、この鰍陥を除 し、少〈も設ノj 、限の腕技:Ji11ま桧定
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前Tご、 築 造工なれば 、誰: - fーも一人前の腕がある ことを説明 してゐる からであ るc 故 に素

人が大工 と云ふ てはIj l 々それ相首の大工は来な い、 一方大工向身も 5 {I三も6 年間も修業 し

てやっ と大工になっ Iこもの 色、 己主ー人でノ三ユ: 道具を持つ?こfごりのと [長別 され、待遇される結

果、共底 に誇 りと自主主心 とを持つことがH1来、責任ある仕事が出来る 。

官艇の1f t;長人の服入れの適切なる僚件の一つになり得る し、 一方大工も亦、 認識 される結

果一層努力する こ主に なる。

3.  職業の 自由を 阻害する こ主になり ゃ しないか。

克もな ことで あるが、資格制限が決して職業自 FI-J を阻害するとは云へな い、特定の職を

得 るには、 それ相肱の努力修業 は附随する 。理髪士、産婆、按摩、自動車の運持士、翠げ

れば限りがない。建築法制の徹底から見ても 、相; 詣の知識、相官; の技景のある工人を要求

してからの法規ではないかと思ふ。法規のJ ; ! l 1 解出来かねる税度のものを工人と 認めて もよ

い、どうでも よいは、法規制定の趣旨に反するものと考へられる。他而から考へるなれば

資格制の震に却って職業が保護 され統制され、順調なる進展をなすのではな し、かと伝十る

インテリ は肢工に等なりゃ しないと 去はれる方があるかも知れな い。イン テ リも 程度の問

題 、今更文字の読めな い、仕様書の解探の，Y-l，来ない程度の職エピけの方がよ いと 誰 しも 主

張 し ま い、 建築常識のある職工Ｎは 、 建築施 工を 合理 化する。此 の塑占から 、こ の ｾ ｩ ｜ｪｬｪｾｴｬｊ ｉｊ 度は

大いtこ意義がある。現在の老境にある所前文字のな い た工は どうするか、これは問題外、

法制化しでも 、やは り既得楳は認めら れる 故、大ヱ? こるに は相違な い、 それでは折角の制

度 も賞殺は少〈 な りゃ しないか、勿論 その通 りではあるが、 10 年亦 15年と経過する内に

位、その殻果が表はれる 、物事は之! ; 激に完全化しないのは常道Tごから仕方がない。

4.  か〉る 11ilJ 度を現iltt 合は切賞に要求するや、亦 ぞれ程迄にJ I 1; 要性があるか。

中々難しい問題で要三jえがあるか、重要性があるかは見る人の心により異なる。之を大工

側 、之も相官 lこ現在伸びてゐるものはその感も少からうカヘ 一般的に見るなれば重要性が

ある、タj 賓 なる 要求があると見られる。

大工と云ょ、職業は 、組めて必要 なものである 、 それに之を 交け植がんと する 徒弟が減少

しつ 〉ある AA態、勿論待遇又は制度の不備による が、之を防ぐ方法、亦之を保護 し助長す

る方法は資格試腕1，IJ 度の外じはな いと 思ふ。

之を鼓 と なし 、 大工 の 職業線 ｾ Ａｾ ｦ らなりれば大工の将来を救ょ 、 道はなし、 、 知識の 向 上、

技術の 向上と 共に更に前14?的待遇の向上を計らんにはこの道が最も合理的の進み方主見ら

れる 。

.5. 如何なる程度で試験する が合油! 的か、現代のilH:令欣勢にj出合するか。

之は難問題でやるが、普通閤民教育の水平線以下に は定むべきでな く、 之よ り鵡分高 い

程度には少 〈も決定すべきで ある と思ふ、現在の乙種工業率校卒業程度、零常科卒業を 入
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喜善年齢とする 3 ヶ年卒業のものである D 之が故少|浪であら う、 1も: 年喜善校が義務化せん 主し

てゐる現代から見れば、之を程度にしなげれば時代逆行になる。現在建築閥係の墜佼又は

之に匹敵する塾があれば、 それは大工受験者からは好都合ではあるが、現在は少い、 それ

故 、多少此鹿に 11即日がある 、併 し此の制度が出来れば必要のi -ii jには、か〉る機闘は生れて

与 ｉｾ る心 配の要はなから う 。

6. 技術の試験が果 して出来るか。

大工の技術と云ふと 、何か。大工は前述の様に多能工に匹敵するものである故、民汎に

亘 るし、 亦之が専["J と云五、単純なものはな い口

板削り でも時には 一人前であるし、木f{f へ、I削・j 、墨付 、矩計共他多方面に亘 る、 何れ

をどの程度にやるべきか、i#どの程度が一人前か、一人前とは仕事量か亦その手際良さ技

巧の妙であるか等ーが論議の的となる o Ｑ ＩｪＺ し主」 ｕｂｅ の ＱＱ Ｑｾ 円は 、 合栴 ｾＧｾ ｉ ｾ に素 人 が寓ー に もな い

事，、次に相官;仕事に馴れにものが占めること 、吏に 、臨力で行〈、 1切り もの 、市flI 工もの 、

取付りから 、 球ＺｦＡｲ二度の艮附、現十 ｬｩ ， Ｎ｜Ｑ 、 駅［十 ｉｾｾｉ の製作の出来るものが要求される。之が一回

の試験で出来るかの問題にが、その前に大工の修業年限四ヶ年 ｦ なが泊 Ｎ Ｆｾと イ ヨせＧられるが 、

ぞれに立任持ってよが徒弟長成 ｬ こ沿っ＿こ棟梁の椎ｽＮ｜ｾｾ ¥t ' - } 部品として 、その上に一定の技術考

マモを課す l枚、先づえ過がないと思五、。それlこ之を主有するのが築造土即 ち棟梁なれば先づ

その仕事のやり娠し道具のコナシ方等でも攻限度ーまでの鑑識は出来る筈である。只名 人

名棟梁のＥＱｅでなく 、 普通一般の Ｑ｛ ，決工として 、 先つ ｱＺ［ｾｩ 隼賃銀を支給 し て差支へな い か否か

のi検定なる故左程困難ではな い と思』、。

7.  兵韓的にどんな仕事をさせる積りか。

先づ此庇で 、2壁際に賢Jiui するとすれば、長抑の仕上げ、一部1 &.付りさせる。出窓の手摺

一部を製作させる、亦 ｮ イ ｾＯ ｊ 、 ｲｩｾｉｉｉｊｪ の Ｍ "i¥il をli 品II I1Iにより工作させる等、い〈 らでもある。普

通の大工、一人前の大工に棟梁が依較す石純|司の事をさせる。そ してそのや り方その結果ー

を見て 、 合特Ｋ合栴を＿決定 し になら 、 イ ｾｊￆ 的のものと考へられる。大工資絡試験で最も大

切なのは 、この技術技側の% 前の如何である。介栴汗の技附が低ければ、それにげその試

験が槽J#. を犬険するわりである。 -，'i文に1提訴に %1仮して 、之に阿iH_ r べきである。

8.  感 ｦＫ はどの程度で亦 、 Ｑ Ａｬｾ撃のもの或は有 ｬ 也事 ｈｾｪ 方 ｬ 印 ￎｉ こ不得手のもの〉多い内 ｬ こあっ

て、どんな風に考保するか。

建築常識一般にバ り考査する。筆答と口答とを併用する。文字に不得手のものも 口答で

相苦; に布1) ひ得る般にする D 墜佼! - l ¥が此の方 I商では優勢であるが、技術方商では不得手にな

る口徒 ｾｊ Ｇ Ｍ ｂ 身はよに反するこの不得手な両方陶ー如何に Ｑ Ｑ 見抜 λ 、 か。先つご事や ｬ 四分技六分 、 時

lこ串や|三分、質技七分{会&でm川しでも 、行過ぎはすまし 、。大工の生命は技術にある 、同

時に建築撃の示す技術内にな くては 、駄目ではあるが。

9.  製ド|怯全然駄 1-11ごが、技術は断然俊秀であるとか云ふ椋なもの' : > Jli ( j 及ひはど うする
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か。不合絡では、飴りではな いか。

精 ｩｍ ｬ ｾ して は 、 不合格にすべきもの 、 撃科は努力次第で或程度ーまで上り得る。［［［ｆ制度が

確立 してしま へば、 その積りで覚悟して、勉強し研究する故か〉るこ主は先づな いが、過

渡期にはあること〉思ょ、。やはりー聞は首然不合怖となる 、只墜や|・の成績を或程度は恕 し

貰技の優秀なるを認めて合格せ しめることもあり得る。要はその筒] の試験宵の制: 合IW勢を

考へての決議による故、此虞では明瞭にし得ない。只令議制による故、合別的の結果が生

れ るもの とイ言十る。

10. 資格試験合格者の特植はイ可か。何嵐で賓施し、管胤すべきであ るか。

資絡試験制度は首然法律化すべきである。法制化しなげれば 、完全にその機能を護却す

るこ 主は 出来な い。次に之を使用する請負人及一般枇千? の制度紙風なりが、之を認識 して

援助し なけ れば駄目である。 一方大工自身が自ら之に注反する? 快 しとするに至れば、容

ひ法制化しで も駄目である。 要は之を支持する 人々、ilt[併方 l師の 人々の考へにより 、之を

貰施する機関叉は之を運用する jl jlj 度に於てもその目的により 、必らす・ しも岡家の法制化石?

要 しない場合もあり得る。

到旬 、単に大工の技術の向上を目指すのみなれば 、之を主催する機関協令又は接合があ

れば、よいわけであるが、何等の特構のない樺利のない制度は 、有名無責になり。合絡将

の樺JO，な し 遂 に 庇Iトーの運命を辿る。次に ilH: 合的の待遇のみを目的色し 、此底に大工業1 f

コ く は請負 業者 、 官 ｦｴｾ 闘係者が述、集を ｊｲｮ ，合格者には標準の賃銀を支給するが、 それ以外

のものは大工と して待遇せ今 、助手叉は手停[ ｾ見ると云ふ様 に なれば亦 、 この 制 度は生訴

を帯びる。次に大工取締 ｉ 規 則 の様な ものを殻有して 、 大工は一定の ｾｦ 絡検定を受げにもの

に登録をな し、 登録さ』れにもの〉みが、大工工事の立イ任モとなり得る o 大工工事の詰荷f 負カがz句九4

来 る徒弟3を? 養成するこ t がH州l升来4る。等のl特十ド持1与『樺をを? 興へれば、亦この11m度は主主々 .Nl長する。

要は自動車の蓮締手主建築、予約こ寸立民家の建築の直接構造の武任者? こる大工主同校に

眺めるかど うかにある。 一方閥民純、動員の制度による技術登録J 二よりも 、このjl11JI立は統ili lJ

し易 くな る故 、建築法規の徹底と雨々相待ちて 、完全を期し得る大切]蒐要なるもの t 凡て

道支へない。

11. 之が延いて賃銀向上を叫ぶこ とに Tまれば、請負業者は困りゃしな いか。

賃銀の低下は必ム十しも 、j孟冊一者の利主主ではな L 、。要は賃銀と技術技側 主のバランス虫JI

何にある 。技術を 向上. させ、5止'1干の世話な 〈して工事力: 完J Ff に遂行されるなれば、賃銀の

昇りは 、建築設の騰貴をうKさないことになる 。

ヲ ｩ し‘般 ｩｬ ｈ Ｚ 合 ｊ ｉｊＦｾ から見て 、ノミヱ の 月繍 ｊｉ 文入を他の 一 般労働Ｑ［の Ｇ Ｑ ・ ｊ 勾収 入に比し 、 ｬ ， ｩ ｊ ｴ Ｇｘな

地位まで向 1-- せしむること が、主t築界の進展を朱すのではないかと思ょ、。; ; ; F、工人の託銀

の向上が延いて 、; 背負業界主' : ' ｾｦ ￬ め 、 見 Ａ［ Ｑｴｵｴ 界の幾多の 不ｻ Ｍ ｾ ｟ｬｉ ｩＡ Ｎが ｗ ｦｯ 決される 。 直 接の導火 ｾｊｪ ｬ

になるのではなし、かと忠 はれる。挫築 外史新 の ｮ にも大いによが命 ｉ ｢Ｇ［ｩｬｾ 、 前局 は勿市首 、 え ｴ
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築 闘 係 ;符 は 援 助 し て 、之 が 質 現 を 計 ら ん こ と に きf 力 す べ き で あ ると 信 子 る。

終りに、 築 造工 資 絡 試l尉Ijl J度 を 賓 施 す る と して、 か 〉 る 方 法、か 〉 る 試 験 内 容 で は 如 何

か の 草 案 を 、キえ化 委 員 で 大 慌 の 1 t 献 を な し に も の を 次 に 附 記 して 、参 考 に 資 せ ん と 思 」、口

築 造 工 資 格 検 定 試 験 要 項

試験の要領及び限度

A. 受験資* 高 年齢制限 i尚 18 オ以上

技術制限 大工修業 4 ヶ年以上、旦棟梁の推A 1 b ゐるもの

B. 試験内容

。ｾ 利 侵皮乙種工業卒業態度

建築構造接 仕様及積算 建築法規

材 料 準 規 傾 力 感初歩

口 注及び筆 ｮ 日にして約 Ｔ 時間ｾｾ来す

。賞 投 資技の内豊島玉里程ｾ Ｎ ｾトせる状態をＧ知る

規矩服用による模型器師長の製作

設 計 闘 に よ る 尺 杖 看 板 板 及 短百十回 現寸闘の製作

簡易なる建築各自Eの- l 1sの製作又は取付 約 141時間 合計 18時間以内

試 験委員

委 員 長 l  名 ( 園家叉lま委員長の任命せる L の〉

築 造 士 5 名 ( ｾ＠ )  

教 職 員 2 名 ( ｾ＠ )  

官 瞬、 技 師 l  名 ( 監怪官舎 以てす 〉

猛 築 設 計 士 l  名

m築言青気事長者 l  名

以上委員長以 F ll 名の合議により合格不合絡を定める

棟梁の推理主報告官、並びに 1主将〈現協ーの業界〉及び準殿、祭料及rr技試験JrX. 紘を参考として巣し

て現代の建築界の一人前の大工として間に合」、や否ゃを協議し 、その上 l二合格不合絡を決定する

。矧 ｉｾ 4  )1、 10 Jl ( 年 2 阿 〉

試験問題例の 一部

ＱＮ 土曜軒ト Ｑｔ ｮＺ 屋の縦 三 ｦ ・ を ｾ ｲｬｃ せ 、 その ｛士事 の頁否による積 ｅ ｉ ｉ 並びにその所以伝記せ

ＲＮ 木材 の Ｑ 堂貿 可 Ｑ 位台 ｲＧｃ し 、 九大材�� Ｚｬ ォ ， ト制材への Ｑｦ ｴｻ質の卜ｾのそ見Ｈｦの制合の資際につき説明せよ

y. 闘雨により 、 ，);. ーノレト成金物の数百E及び j えさを算 tHせよ

4. f吃率の] 京湾伝説明せよ

5 関商により R : 築物のお さの1til j[張主E闘を 示 ぜ

6 組てE梁公示し 、力豊島的素養の1 ! l 1僚につき w也せしめる

賞投 の例

l 利 小屋の隅の縫銀波し又| 偶木の協働り ;"[Ii の製作

2 洋小屋屋根現寸闘叉は尺杖の製 図

3.長屋の困薗により 、若版板魯き

4.敷居鴨居又は長押の製作及取1、1

5.  ｈｾｾ 去の手携の 一部 製作

6. ，); . ールトの 取付

7 水準機による 、7}: . 抱質管 共 イ也

変 肢は一般 Ｇ ｲｘＮ 人戦工の ＸＰ ＷＰ の 能力充 分な りと見れば合 Ｔ 告 させ る磁ｾ 0  Ｈ絡 ｾ )  
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第 六 回 全 園 都 市 問 題 曾 議 報 告 書

昭和 13年 10月10 日- 12日の三日 間朝鮮京

城に於いて開催せられに全阿部市問題令議

に本協合主しては朝鮮線、骨附警務局技f: W向

井姶戴君、大阪府都市計在: 課技師li 鳥井信京

及私の三名が参加すること主なって屈にの

であるが、鳥井二信君は都合J -.参加せられな

かっ?こ。以下令議の要領を記 して報告杏と

する。向釜山に上陸してより京;城到着迄の

Iu-J f満 劃'JI1者の篤に特に乏! : 行列車乗車の便

を計ら れ、列車内で各地事情の説明石? 嘩く

ことを得て非常に参考となっ? ここと 、更に

令議後の鮮内観察に便宜主? 計られ北昨迄御

案内下さつに京城府の御喜子:むに i t し、此の

機令 lこ記 して謝意を表する次第である。

第一日曾議

参 集 時 限 午 前 8時50分

合 場 京 成 府 民 館 大 講 堂

開 令 式 午 前 9 時間令

①図歌合唱

①皇居遁究:

①鉄 線

① 式 辞

4守主義理事

東 京 市 政 調 査 合 副 令 長 堀 切 善 次 郎 氏

同 朝 鮮 線 督 南 次 郎 閣 下

同 朝鮮軍司令官 中村孝太郎閣 F

① J悦 百平 内務 大 臣 米 次 信 正 閣 1'-

同 拓務大臣 公 民 近 衛 文 開閣 I、

同 ゑ; 減帝国大接総長漣7 1 < Ｍ混閥 ｉ ｾ

同 京畿道 知 事 甘 庶 義 邦閣下

同朝鮮商工舎議所合頭 1'l 回 直 治 氏

同 }j l: 城 I( ，f令制議 長 大 里 子 史 郎氏

①倣迎 山首宇 京成 I(;f- ) I 佐 伯 品員民

斜、 令

①事務報告及議事力法に就 ての幸R件

曾議主屯宮

東京市政調査合i ，¥llti 長 側 切各 州1<氏
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第一議題主報告者研究報告

①現ド都市百十症の緊急、問題

内務省首I'XJt局長 松 村 光 府 民

②朝鮮に於りる都 il j" 百十笠の待異性

朝鮮締将 1M内 務 局 土 木 課 長 榛 業 孝 卒 氏

( 正午休露! 京城府民館中食堂にて安食〉

第二議題 午後 1 11;)

①経' p t の合理性と必要性

元点京市助役

元秋田勝知事

①都市経質の1EZ宜的 考 察

大 阪 市 助1史

跡J両大事講師

菊 池 飯 三 氏

森 下 政 一 氏

( 午後 3 1侍小数の後各 自 蹄 に 従 ひ)

第一部令場、第二部令場に入場

古fl 令 臼午後 31時20分 至午後 4 時20分

①第一部合( 第一議題閥係〕に於いて舎員の報

告討議 令星5 京城府民官官大講堂

①第二古11ta' ( 第二議題附係〉に於いて舎員の報

官討議 曾 星ｾ ｪＡｊￋ Ｑ 喜 Ｚ ｊｾ Ｍ ｾ 色合館講演室ＨＳ階〉

京城府 _}I Jぢ1占ー合

午後 41時30分よ り徳議宮に於いて招待

第二日命議

差是集時限 午前 8 時50分

台 第 京成 l( . f 民館大言草堂

総 合 午 前 9 時開令

①待i ! ll議員E報告

事ｾと都 ￯ｬｩ の厚生Ｈ枇伊 ｭ￭ ペっき埼策

w.:，g:，含術 4 局 長 林 信 夫 氏

①右に附し意見交換

昔日 合 自 午 前 11時 進 正 午

①第一昔日令 前 H 同級

①第二百日令 自illl 同ψ

朝鮮総督矧待令

正午京城I(，f民官官'1' ｾ［再生に於いて朝鮮線、容の

招 f占

百1I 合 自午後 ｉ ｉｾ 歪 午後Ｔｈ寺



午前同様

制 鮮J事情紹介

午後 4 時 10分 より 京減 lH民飴大講堂に於い

て映重量並に朝鮮舞踊

第三日 曾議

参集 i時 限 午 前 8 時50分

合 1お J?- 城 1(.f民8官大稿 集・

開 令 午 前 9 時開令

①侍別報告

円減支都市の述携

ーご主と して経済的文化的協力に就 てー

朝鮮総督府政務総52 大野総- f . i [ ( 閣 1・

①第一部令の研究報告討 議綬過報告

第 一 部 令 長

①第二昔日令の研究報告討議経過報告

①合議理事]fi 建

問 令 式

①検 拶

第 二 部 令 長

合議迎司i

- * 京市政測査曾WJ 令長堀1 :)J 普:次郎氏

① 同 京城J l 、fフ1 佐 伯 原氏

① 同
令者代22

( 正午休館〉

合議は上記議定の如〈進められ? こ。部令

は第一部令に出席し，'1こので少し〈第- f f sf ;;r

について敷桁して置かう 。

線 、 鰭に部令の時 ｉｾ Ｚｬ カ ヲ ｼ ミ ｾｾｴｾ こ少なかっ Ｗ こ様

に思はれる。宛がわれ1: 時Ii rJ は 15分宛であ

つ?こ口

部令は佐野理事: を議長として進められ? こ

第 一 日の部令報告 ｾ Ｑｩｩ Ｔ は弐の如〈であっ＿こ

隙 ｩ 来列 。 ｉｾ 言 十 Ａｬｦ 令 の具 色内務省 ｾｾ ｲ［ 商村 輝一

工事 営 基礎とする者 ｾｔｬ ￯ 首 Ｑ ・ Ｒｅ の 再 検討

都市計室長lミ京地方委只令事務'古 高橋 登 一

大 道 路 建 設 の 可 否 成興府令官接貝 大川市二

朝鮮の都市について

京城 静 岡 大 率 教 授 鈴 木 武 雄

部二 日の部令報告討議は次の如〈であっ

1: 。

第 一部 合 第二 日 ( 午前 . 午後〉

閣土i: l :Rf市IJ度 合要求する根本問題

愛知" 孫都市計査課 長 ii't坂 忠、 裁

都 ili ii r裁 と地j ] 言十蛮 のキ日開々係に就て

都市;汁i! t三竜地方委員合技師 策 岩 間 一

地城市IJ の分イ七に就て

朝鮮線、容昨f技 師 烏 弁 拾 織

都市工業地 のをを展と 専用地阪

日本建築協令 ｲｬ Ｇ ＱＭ 事誠一 ｬ￮ｾ

都市 ;:!'lr の基本問題( 工場の原動機馬力歎

$t 1包の是正〉 愛知県系建築課長 井 上新二

都市総成の即位以劃に就て

朝鮮総督 府技師 111 岡 敬 介

東京総地百十i1E

都市立1・L往来京地方委員合技師 大 日l 訓古

風 致資 源の日目置をと関係法規に就て

都市百十笠 山梨地方委員合容記 緑川 清

朝鮮斡布I益田氏 の慮 践 に就て

京減がf工管 部 長 長 郷 t.il可ニ

朝鮮地 ｪｊ す Ｑ ・ ｬｾ 令に附 する 提 日目

内務省1屈 託 西 村 郷一

都市に於げる * 尿員長里問題に就て

成 興 ｾ ｬ￯ 工合 議 所理事土谷 俄

都市 照明法制定 に附 する提唱

照 明 接 合 伊 藤 大

尚配付せられに第一議題に闘す る研究報

告の題目と報告者ーは下の如 〈である 。

第 一議題「都市計症の基本問題 」

全図都市問題令議事務局

都市 計 Ｇ ｅ ｾ 規制する根本的 要 因に糊する研究

都市立十遊愛知地j J 委員合技師 悶 '1' 瓶一

都市計: : l f.再建 の要項

都市" 十}l f東京地方委員合技師 石 川 祭 浴

日本都市計笠への反省

東京市政調査舎研究 員 幸 烏 般 吉

都市計誌 に於げる地理事的基礎

東京帝園大泉地理豊島

教室都市主義曾々員 木 内 信 話 器

6 ! 5川 1



気 温 ・高度に於げる都市の限界に就て

都市接合 k . Q 岡 村 精 一

東京市に於げる地下水の分布に主主て

東 京 市 企 笠 局 都 市 計 入 江 1写

査課言十重掛長技師

東京市に於げる人口の集中と都市計輩

東京市企査局都市計笠E県 西 岡 弘 生

都市計: m: と精紳的要素

東京市 政 調 査 合 司 曾 菅 原 忠 治 郎

地方針賓の理想に関する問題

都 市 計 笠 長 崎 地 方 委 員 合 技 師 谷 口 成 之

日本人口政策と地方言十笠

内務省計蛮局技師 磯 谷 道 一

図土言十主主市1J 皮の確立

愛知県系都市計益課長 1 f t 坂忠殺

事豊島と本邦都市計重の将来

東京市政調査舎研究員祭司ｾｽ平 野 良三

i盛大都市防止策としての環状級地帯

都 市百十重東京地方委員令

都市計E症の基本問題に附する若干考察

東 京 市 土 木 局 道 路 建 設 課 伊 藤 武

土地政策としての都市計査の磁儀化

警統隙建築技師 i也 口 凌

都市計笠法の強化ｾ高調す

朝 鮮 総 督 府 内 務 局 土 木 事 務 官 坂 本 嘉 一

都 市 計2益法の改正に就て 1111 ｾ市

都市計l I f 法制に就ての管見

岡 山 市 都 市 計 護 課 長 緒 方 最

遁地論による地域決定方法

ｾ輝総督府内務局土木課技師巾村 綱

地域市1J 検討資料としての来京市工場敷地々

償地代に除i する一考査

東京市企 護 局 都 市 計 笠 課 事 務 働 長 佐 瀬 清

地域制の分化に就て

朝 鮮 総 督 府 技 師 鳥 井 捨 蔵

都市工業地 の表展と 専用地鼠 A ;本m: 築協令

工場の原動機馬力歎算定の是正

愛知県原警察官日建築課長 井 上 新 二

京城県fに於げ る土地区劃整理の状況

京城i f ' ザ都市計笠課 布本春大11[1
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土地区劃整理の本伎とそれの公共用地牧

得及都市計災事業資施への協力

* 京市金il t . 間都市阿部喜之盗

計司t諜型産地獄長

都市総成の単位 ｲｬｾ ￒＮ劃

朝鮮総督府技師 山 間 敬 介

B  照による都市の疎開策に就て

ぽ起草綜儲T智議容御幸次WI

都市に於げる建築物の保光に除] する fZ商の

問題 警統際、建築技師伊藤話、太郎

鍛造帆道のfr骨量化に就て

都市計荒井i 京地方委員令

都市空穂に潤する市街地注築物の権へに

就て 京都府都市計鼓課長梶山浅宅i Ziill

都市建築の防空的分 散と土地住宅経轡と

の関係に闘する一考察

大 阪 市 教 育 部 防 護 課 技 師 宮 岡 秀 穂、

防空都市計:J i 1二の.1-.水道施設の僚充

東京市水道局給水課長工皐博士岩崎1 ] ; 久

紳戸市の災害と復興謝策

紳 戸 市 土 *昔日 都 市 計 査 課 長 奥 rl' 蒋 代 一

級地を基本とする Ｒ 十Ｚ￭ｬｉ ｾｩ￬ ，命す，

仁川 IH土 木 課 長 守 山 春 市

東京総地3十京 都市計: J : E 東京地方委員合

東京保健道路;nil r. 都市計業東京地] i 委員令

大阪市東郊の開設状況，

大阪府警察部建築課長 中海誠一郎

日本建築協令 WJ 令 長

名古屋市東山公園 の開設と附近地の受盆

に就て 名 古 屋 市 土 木 部 長 花 井 久 太 郎

朝鮮に於げる都市施設の槻要

朝 鮮 緒 。 脊 府 内 務 局 土 木 課 卒 島 洋 三

朝鮮都市待殊幸田氏のｾ置に就て

京成所f工 修 部 長 長 郷 衛 三

羅津の都市注設に就て

朝 鮮 締 督 府 内 務 局 土 木 事 務 官 高 倉 線

爾務都市計・1 l I の待異性に就て

1仔演市公署工務慮

都市水道の防空施設に就て

ｾ減 ｊ 好投 阿 木 代嘉 樹



感 想

ｕｾ 一部令の内苓に於いては凶土計 ＵＱｅ 、 地

点 ｾｉＮ 設、線地問題、地域｝ｉ［ ｉｊ 問題が ｉｬｩｴ り ｊＭ Ｎ げら

れてゐる。然し乍ら年々繰り返へきる〉此

らの問題一一全園都市，¥.1主協議令に於し、て

も繰り返へきれてゐる ーーヵサ与の主要性に

も拘らす・低佃しつ〉何等飛躍的改良をして

ゐないことがもどかし〈さへJ惑じられてな

らなし、。時局の波はか〉る論陣を尻口に円

まぐるしい起になテンポの進展を見せてゐ

るではないか口都市青I. : ; : r. : を開にまJ する懐疑

論の起るのも無限はないと思』、。之等の黙

に武岩君 ーが諮詩的論調を以って訂 Ｚ ｩｈｾ と現賓

との遊離を指摘し、 ｊｋｩｬｴｾ 主主 ｘｔ ｩＡＮ至上論粁とし

て「医剖整理一一ぞれは現日本の現勢とそ

の資本主義的? こる質情に泊する nj t - の方法

である」といよ、意味の事を勇ましく叫んで

ユトピヤン並に悲観論粁を論難してゐる。

土地を鹿理する上に財・政が無力であるとす

れば、之に代るべき費力が匝剖整理に在り

となすことは背ける。然しそれは土地を鹿

1.!Uして市街化せしtr る場介に( 質際此の場

合綜合的解決が扶けてゐる〉於ける賓力の

讃美に ｾｬｾ らるべきであって、土地を出来得

る限り現欣に維持しようとする場合、いひ

換へれば一定の匿域に都市化を防止しよう

といよ、場合の賞力ではあり得ない。 ところ

が質は今日の最も軍要な問題の 一つは共虚

lこある 。地方計霊をわかり易〈都市左農村

の二元に分解出来仁左すれば匡剖整理は都

市又は都市化の部分に於いてのみ働き得る

のであって 、農村或は線上也にますしては無力

であら う。若し都市開殻をのみ考へられて

ゐるとすれば都市が土地から遊離する。計

し緑地計章 、都市膨脹の抑制叉は透単とい

ふ こと が今 日不可能であれそれが可能と

なる松な時代は遥かに述いといふ立味での

逆説であるならば1 ! - 1師nぃ。訟は JTiqとし

てかく見? こし、。その悶 .r. 'jf である といふ 'Wiに

於いて全< I;7J感である。それは単に根蝶法

令がないからといふu I it な困知[ でな く、 法

.:l iIJ 化き る、ことの囚刻! な ilil: 令情勢そのもの

に起肉するものである。きればとてこれに

針するｊｦ，ＧＨｾ、純 ｬ 舗の努力をひっくるもて単な

るユトピアンとして無市且することは首らな

い 。質 ｾｉ 際｛主役矛十［Ｈｬ自身の前提に もある通り

「今日の ilfl: 合情勢に於 いて」なのであるか

ら。特に 11・の議論をとり Tこてて而も短評を

試みる無 Ｇ ｉｩｾｾＨ ま宥るされ度 い。

朝鮮では多〈の議論を超越して、各所- に

柿-r! i創設の事賓が展開してゐる。その中に

は回定化しに立地論などを尻町こかけにモ

チーフの見るべきものがある。都市計君、

地方計・虫、間土計笠がか〉るモチ ーフを骨

抜きにしにものであると見るか否かによっ

ては相世議論に間庭を生するるであら う。 若

しモチーフを無視し? こもの主するならば割

合にのんきな気持でゐられる。そうでない

とするならば相官飛躍的な考察が下きれな

い限り、悲1mi論はまぬがれぬものと思ふ。

然し乍ら之は畢32論議の末端であって 、各

エキスパ { トとして の我執的観念論の相違

である。歴史は今未令有の長期建設時代に

花る。此の飢鮎から日本人として成 すべき

こと、汚ふべき事の様々の必要から、都市

と農村との配介、者 ｾｉ￯ｬ￮ の建設、改造が行は

る〉に首り、求めて観念の設を作り、狭い

範囲の論理をのみ柴しんでゐることは泣く

べきTごと思 i 、。それは恰も衣服を解せ十 し

て裁縫の技術をのみ誇る仕立物屋にすぎな

6 7  XI I  



い。か〉る IIRからは朝f f . t'( に於りる事賢 は解

し烈 ｉｾ いもの が多から う。恨りに 都市計 号 ＧＱＺ ｾこ

限界を設〈る必要ありとしても、それが必

すしも都市計書家の叡智主張言の限界では

なく、同時に都市計繋家の専有物でもなく

妓廓で もないこと が自他 ｪｬｾ に売られてあ ι

ねばならぬo I"XIニI二計築と栴するに王って亦

最 も然り とする 。

ヂ? 議全腫を通じて少なから十雑駁な感じ

を交付? こ。之れは柿々の! 則元iがあらうと思

X fI 6 8  

はれるが 、上述しに ｾｭｾｽￎ の相違が顕はれて

ゐるものであり 、これこ そ都 ￯ｬ ｩ 計費Ｚの Ｉ ｩｾ Ｊ

lI ¥j 窃として結論なき事古論であるかもしれな

し、。

第三日 二11食の商融行の御拙作子? に於げる

i羽下の r ＡｾｊＺｬｦ ＡｴＧＨ ， 統治の真諦と兵立 ｴ￭Ｉμ 血として

の朝鮮」の御訴は深き感銘を交げに。 11 旬、l

ｦｦＮ ｬｬｾ 女 ＱＱ らす・して ｴ ｾ 商務 ｈ を新るべからす、北町 Ｑ

ｾ見す・して朝鮮を 語 るべからす ＮＱＯ e  はその

幸町出であつに。 13. 11.1 2 ( 中選誠一郎記)
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客間 ヨ リ際接室 ヲ鵡ル

床 モ ザ イ ツ ク Ijt イル

壁、天 井、 プラス Ijt -

際接室、間仕切、石骨子

プ ロ ツ ク 積 ミ

外 観

装飾塔及窓ガラス

プ ロ ックモ立ミ

壁 モ ザ イ ツ ク タ イ
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社 長 室 雪 量 感 接 室

I間 仕 切 、硝‘ 子プロック債ミ

床 、 7 ロ ア リ ン グ プ ロ ッ ク

堅 、 布 貼 リ イ ン キ 仕 上 ゲ

天 井、 プラスタ ー

正 面

災 前i)':笹 ヲ 丸 ヒ グ

新 築 工 事 概 要

位 位 大阪市南区末吉矯通リ 4丁目2i 密地

敷地図出資 :泡l. C5平方米

建物間部 J Ili;' 255. 78 司王方米

匂皆 2印 44 苧万米

ＺｾｩＧ＠ J 89. 40 苧万米

理主屋 J 9. 14 zp万オミ

延 71ii.76 苧方米

限 式 近 世 式

建物t包き 正面挟墜上端迄 J :!. ∞ 米

装 飾 塔 上 端 迄 l7. 60 米

僚 主主 銀筋コンクリ ート主主地上. > 都建

X I 1 2  “ 岩 城 硝 子 株 式 奮 社 大 阪 支 庖 " 設計・高矯策治氏・施工・竹中工務庖



模 型 術 欧

。 10 20 羽

首E 鐙 闘

〈オーストリア〉 ス キ ー ・ ク ラ ブ

模 型

日本のスキーレゾ【トは在来の温泉宿屋の改造

かアルピニストのための山小屋の流用かさもなく

ほ貴族極味の志賀f高原にあるホテノL式で. この潟

畏般にある綴なスキーレゾ戸トがひとつもないの

はどう云ふわけか。

スキーをやる者し、人淫ト士吉い貴族的な飲洲極味

を拒否してゐる警な のに 伺般か ｾｕ に関してのみこ

れを撚入れる。

叉山を愛する着人にとっては白際や岩をわざと

張付けたものは山と同賓のものでないことをよく

知ってゐる警である。

他の文化から推しても温泉宿屋でなくばこの際

な oi 奇異〉ものがあるのがもっともらL いのでは

ないかと思ふ。

これ4土海抜6. ' 1 ，∞尺のオーストリヤ ・チロノL に建

てるとL tc案である。ここはアルプスでも最も高

い冬期スポー・ツの根線地である。これに用ひられ

る紡料は白際の強付でなくて一般の鍵築材料であ

る。石も用ひられてはゐるが燭這用と L てである

( Archi tectural  Record， Sept. .  ＱＮＹＳＸ よ ｾＩ

塗築家 Ma r c e l  Br euer  3  X Il 
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( ドイツ〉 ハンブルダの遁信省接客室

卒 面 悶

温 室

カ ミ ン の め る 祉 交 室

1. 車 容

2 男 子 便 所

:t 女 子 便 所

4 廃 間

5 隠 f妥 室

日. t詰 A  室

7. 茶 室

8 譲 笥 室

9. 枇 交 室

10. 食 堂

I L. 記 踏 室

12. 溜 室

麗聞の! eit !l'Hて磨かれた墜は白色。床i 1赤い石

板盟主ぎ。天井のｾ［主恩色に，階段｛ま赤い斑岩。

枇交努土壁天井共に白滋喰臨床;主オリ ープ緑

色のよく磨かれた大埋石敷ぎ。窓繍11濡縁。級

慨は芋宅つ自然色のま L 。

ｪ 自室 ＱＱ 床及 Ｈｦ 窓ｾ は荒 い凝灰岩 。家具 ｊ 土鍛 製自

ラッカ ー塗り。天井は竹，電埼tは虹色福竜付の透

明日1子の種調なグロープ。

( Baumei ster.  Okt. .  1. 938 より 〉

設計 遜信技師 Ge o r g We r n e r  l i tJ '  4 民



w ーl

烏 トー一- LL4

ムムE Z JJ

テユテイ y グのハイム2 f ' i百悶

Bau: neisler  I.O月凱tてはヒ トラF ・ユーグン ト・ ハイムのlO&主の新計

H 案が渇! &されて邑る。英内からロ ーカんなもの2 砲を鱒1世する。

上司) Ii . デユテイングのものでパルタ ー・ ホイゼルマンの設計. 男子

( 10ー IS才) 1:1I 名，女子 ( 10- 2l才) 152各収容し得) 4 つの宿泊蜜

と2 つの作業室よ句なり . 引に運動場と水浴純設をもって居る。建物

は山の南阪にあって頂i克主美しく . 上ベイヱルン風の後喰主主とは丸太

組i請澄と なって毘る。

下のは. ノイプんヒのレンネノL ツホ ーヘンの宿舎で ヱ ｊ ｾ フ イ ン グ

ノｾ＿Ｉ，設計。 Ｒ つの濁鍛宿泊棄と Ｑ つの祝祭室 Ｎ 及び別人口を待つ 小児

用室とより成 句. 怪物は北シユパーベン地方風の木侍煉瓦遣となって

居る。 ( Ball mei sler. Okt.. l. 933より〉

〈ドイツ〉 乙トラーユーゲント・ハイムの新計壷 2 つ

テュテイングのノ、イム外観

I  ' ¥ 

-.. 、

¥ 

A ・F町 田 押

ノイ プルヒ の ハ イム卒i Hi 闘

ノイプル ヒの ハ イム外種目

上 園 建 築 家 Wal t er H 証US

設計下園建築家 ￈￬ｩｩｾ［ｾｲＺￎｾ［ｾｩ［ｴｾ､［ＢＢ 5  XI I  
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海岸の砂丘の上に建てられと不具兇還の

震の夏の家である。

居室と作業室と遊び場とを中心と L. そ

れを綴って蕊々の部屋が設けられてゐるが

何れの部分も翠佼風¢涯芭しい説子。土なく

而も充分スペイスの: fJj 用を合理IHむした罪邸主

注意に値する。

廊下は普通の場合より府く L. スライデ

イングドアを使用して子供や附添やE純情子

等が図滑に交通出来る採になってゐる。

中涯の遊び場は 3 方白主題物で 1 方法パー

ゴラで図まれ ℃ゐるが， 日光と空気とは充

分に得られ る。

子供述の} 度護法人員のl @JJDに従って容易

にいくらでも培楽出来る位置に設けられて

ゐる。

" 1 ) 鍔の関係から建初: 土木造であるが，居

室ＱＮＩ ［ 努胞の背後 Ｐ ，Ｇ 努習皇室 直 室だ ｾ ｴ は煉 瓦 主主

として火災の危険に鏑へてゐる。

作業室D 屋恨の長い1 Eはタ1 r . 時の高仮IJ 怒

の鍔徐けの震である。

( Arch.l eClural  Forum.  OCI .， 1. 938 より〉

ｓＧＧＧｌｬＮ ・ ｾ ，， (  I  

.  .‘ 川 市 初 ぬ 10 "  

( アメリカ ) 児童用の海j賓の家

演 側 外 観

玄I #. l 外 観

建築家 Vi ct or i ne 及 S a mue l  Ho ms e y  



居 室 乗 食 堂

疲 室

〈アメリカ ) 児童用の海j賓の家 建築家 Vi ct or i ne 及 Samuel Homs e y  7  XII  
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F 苧苛 1) l'D h 弓円

( 上) 2 階卒商圏 ( 下) 1階卒商圏

A 放主主室

出 入 口

ゼネラノL ・エレリ トリック曾祉に依って

建てられ，ナショナノ ｌ 放念 ｾ ｬｩｴ ｴ が借り て 経

営 L てゐる，赤煉瓦とグラス ・プロックと

の建物である。

フ" ランは主要潟盤室を中心として 5 つの

放念室伊あり ，伊Jれも完杢，，": ' Ll ! 音装置がl Ai

されてゐ る。

内部への交通は 2 つに分離せられ，公象

は茨ZコE百聞から，従業者や演使者は後方の

廊下から出入する僚になってゐる。

放念室土採} ' 6 倹黛共r:-: ，調盤自由なる人

工のそれが服用せられてゐ ること勿論であ

る。

放送室の 1 つに新しい重明の設備をなし

特に家庭の主婦連への料Ｇￆ ，ｾコ 政迭 に 傭 へ た

熱は箆った試みである。

銀筋コンク リート苦言。

( Archi tectural  For um， Oct. ， 1. 938 より〉

( アメリカ) W G  Y 放 謹 局
塗築家 Har r i son 及 Foui l haux 



外
税

凡ての競技場と同僚，競馬場の建築

に就いても， 設計の中心問題は大苦手毅

の迅速なる盟主理，穴場への交湿の利便

と ， 及ひ Ｈ Ｑ ＱｩｬＡｾ是に充 分馬が見える こ と ，

騎手や競馬係員などにi菌防な室を! J iLへ

ること等がそれでーある。

ホリウッドのこの競馬場は 1 年に{笠

-' <2 ヶ月使用するだけだから工費は窃

めて板畷せられて居たが，スピ{ ドを

表現する震の外部長つ僚の取扱ひ，内部

一一
に於ける倉庫の部分とナイト ・クラブ

ス ダ ン ト

の部分との調和tJ ど，よ さr工夫が凝さ

れてゐる。

室内の図形の菰馬場の係ytのよL 、と

とと馬を驚かせる反響のないことは註

自にI賀する。

澱 ｅ￈ 腐 と ｌ ては ｭ 子席が ｬ Ｚｾ Ｎ α ｬｏ，

立見開が 3i α)( ) あわ， 自動車に到し

ては 14. 500 &i のパーキング ・スペイ

スがある。

鍛骨コンク リー ト主主。

( ArchileClll ral  F orum， 

OCl .  1. 938 よ り )

屋内制 馬場外盟ｾ

F ぜ鴇却場帽、

目B i l i : 悶

( アメ リカ〉 ホリウ ッド の 競専 ｾＱ 異業部 建築家 St i J es O.  C J ement s  9  XI I  
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記 念 碑

自E 置 図

スウェーデン人のアメリカ移住記念碑である。黒いスウェーディ

ッシユ ・グラ= ツトの巨大な柱のょに，その音スウェーデン人がア

メリカに新天地を ｩｪ ｾ 桁すぺ ＼ ，操って以て初めて大西洋を綴った所

の肌自白 Kalmar  Nyckel  ! 認の模砲を殺せてゐる。

との忍念附司?建 てられてゐる F ort  Chnstina  State Park I i 非

; 引に形の惑い公闘であるが， 叉極めて簡明で)貰療な邸分がないのを

巧に利用して，言霊園家はこの素朴な? 日念仰によく調和する擦な涯を

作りあげた。

燐地と公園との境界re.1土古いウイリヤムスプノL グの煉瓦遣を思は

せる大形煉瓦の婦を嬬らL ，この際と調和する線に婦のa J l i 廻り及び

Chri stina J  II V 伴若手胞の白簿には紅花街岩が使はれ 亡ゐる。

歩道はペンシルグアニヤ震の板石を敷き，その溺仮1)の芝E邸主スウ

ヰー ト・プムの国i木とえf ってゐる。

( Archi tectural  For um.  Oct.. 1. 938 より〉

彫 刻 苦11 詳 細

( アメリカ ) Fort Chri sti na State Park の記念碑
彫 刻 家 Car l  Mi l l es  

まき薗家 Wh e e l  wr i ght 友 St even30n



故 武 田 五 一 博 士 の 供 養 護

核武司博士の供餐

塔 j;; 門5特有志の乎に

よって京都l段峨の砥

王寺に述なされ t: 。

紙王寺の門に近〈

山憾の大樹の 1' -に楓

の若木にそひ馬酔木

の生垣にかこまれて

花 i品! 石の清浄悶素な

ヨd 品塔が縫っo 塔 η

l' ーには防士の御お民

と御泣，: 1. ( コ ン バ λ

三宮. ｾ勿ｒ｟ Ｎ ネクタイ〉

及門弟{ . j 志が各自に

揺若心経共f也{ t >潟経

しれものニート歎遁が

白磁の筒に納められて埋めである。十二月四日午前十一時に大

使寺管長 によ り ￟［ｪｾ Ｎ艮供養が行 ｬ まれる改定でめる。春秋峻峨野に

杖ft' ヲ lかる、士は何卒お参 bの裂を願ふ。

道は波月栃ーす:I[Jへ渡り稼泡堂へっ き' 訴り友に 折れて野々宮会

すぎれば童文了に して砥王寺である。紅葉懐の名所と して闘将な

寺でみる。

祇 王 寺 に 建 立

6 9  XI I  
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な

建築事曾の例年の大合論文 の締七万は 、来年の l

月31日である。事合の論文の霊堂表が例年相営の歎

を揃へることは身喜界隆盛と云ひ? 二し 、のであるが論

文の内容も充分に論議せられてよ い。この歎年来

事合管局から哲を表論文に聖堂する討議が若干のその

道の者と云ふか常連といふかそう云つれ向きに指

2.爆弾の爆破カと之が封策

3. 爆強に3討する援;護施設

J l ) 水道HI"¥I i b' の防火焼ぴ に耐火性に括討する研究

l 建築物に 主主する燐3Hil l . の侵微力

2. 焼夷現に依る木治家屋の防火に関する研究

3. 言者材料の耐火性

4. 既存家屋の防火改修方法

BII ) 防毒に闘する研究

1 . 都市に於げる 毒気斯の統れの幹性

2 地上地下構法物に撃すする悉ヨミ斯逸散に闘す

る防止法

3.1坊主号室の勝治法

孤〕燈火管制に附する研究

y ) 鰐終に自主j する研究

，1 ) そのイ也

名がある が、討議は必十しも盛であるとは云へな 小委員合は第 l 矧を 3 ヶ年として87. 500聞の研

ぃ。昨年の拳舎の大舎などには早稲岡の偽田君の

究貨がこれに蛍てられ. 現液委貝 [ま軍部より安主主

熔援の質検報告に望書して工事長大祭の谷口氏の自由 中将、佐竹中勝、鎌聞大佐、多聞大佐、正永中佐

討議があつれ。あの討議など俗援の建築に濁する

ｾ築方面よりは内問博士 、 沼田博士 、 武藤陣 Ｍ ＱＺ Ｎ

利用法と云ふ事に慨して可成り徹底的な相互の怠

甚 ・目純 治氏 、 平 山 助秋授 Ｎ イ也土木 、 機械 逃 兵の ｉｽｾ

見の批i濯を要する問題であ つにし、 もっと多数の 問家計・16名である。

その方面に関心ある人A の意見がき々 1: かつ1: 。 新し〈股立せられ1: 1 ，一つの委員合は「現地に

事合の大合があま り事務的に滞りなく主任r行 するよ 於げる構築材料の利用に闘する第33小委員合 j で

りも旺盛な研究的精榊によって形成される伐にと

希ふものは必やしも筆者ばかりではないと思ふ。

皐舎の指導者に是非ともこの没のアトモ; ; t . . 7 ;r.ア

は階成して貨はなげれば、ヌド常の怠i吠の討議が只

他 人の研究にりちをつりで居るに過ぎないと云ム

事になってしまム。

'(:( 

日本事街振興令では土木m築部門に 2 つの新し

あって、研究事項11次の如〈でめる。

1 ) 地惣 土質の吹玉毛布l用に関する研究

: u 地方的材料の待性その利用工法の研うも

( ) 地方的材料を用 ムる椛巡物の設計ーに関する

研 究

班 〉その他委只令に於て必要と号車 、 むる司ｉＺｾ

第一期 3 ヶ年に謝して研究資68. 500悶が改定せ

られ現在委長は軍部より佐竹築城本部長、野間際

い委員舎が最近に作られ 1:
0

1つは防空科懇の綜 地iU! 量派長、化懇研究所篠聞大位、航空本部勝野

合研究に関する第32/J、委員舎であって研究iJI: 墳と 中佐. 兵務局今井中佐、建築制係では内田博士、

して

l ) 爆弾の威力とその謝象に関する研究

1. 地上地下構作物に主主する爆弾の侵徹カ t 之

ヵ: 封策
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武藤隠士、縮図博士、吉岡享二博 士、藤後海軍技

師等15民でめる 。

共に現在 に) i そりる閣家電要の研究家項でめって

その成果を期待する。倫日 :本摩街振興舎が 9 月13



日役立決定しに洲州委員舎の初回委員舎が 10月 4 る。函館の箇 ￭ Ａｾ 館長問問氏は 同地に於げる防火ｾｊｴ

Hに新京で聞かれ 1: が、関東軍との聞に諒商事の充 築促進の熱烈な念先鋒でめるが、今夏松 {ま 同氏に

分でなかっ1: 駄がめつ1: 相でめる。満洲委員ぞれま 件つれ l時 「回目丙の捻 り家防火 J ｾ［耳つ ＱＺ が 、 同 ｉ 毛

ｩ 筒洲に於げる接術の ｅ 是主主及限月Ａの促進 ｾＡｩｩ ｊＧ 9、 のな凡で l 士宮l oomy な没りえ〈などに執著せやして

ｂ 満祈究機測の 述絡をはかる＿二めに ￭ｩｾ げられれも ｬＡ ｬｊＺｊ寺明快な餓筋コ ｹ タリ ート 量 ｬｴ 築密都市ｾ築に恨

ので委員長、減測園大陸科書匹院長鈴木梅太郎氏イ也 市IJ すべしと云ふ意見でめっ1: 。

14名から成るものである。官官洲から寄PTtでもとる 都市の防災上の問題が如何に多〈の角度から論

1: めTごらうと云ふ僚な誤解があつれのピキ目で、 そ ぜもれねばならぬかと云ふ事の一端を示す L ので

の後 一勿 論 ｾｴ 話せば分つれらし ｌ 、 ｯ eらって、関西に於げる火災賀験が殆ど全建築家の

d艮前で行はれれ事l立意義の深いことでめっ1: 。

火災賞験によって求め得られるデ ータは殆どこ

木造家屋の火災ｾ粉、が ｬｬ ｒ 15 日に 始めて関西に れまでの吹験によって件られれし、除liffi の塗り家

於て行{ まれれ。 東京常大では今までに数回にわれ についても今後向歎閲 もやって凡れば殆ど火災1 ' (

って火 災変験を行ってp ! 計二1;; . 今 回大阪で行はれ 験から得られるだりのものはｾｾ Ｍ ｾ られ設 すと思ふ 。

{:{ 

?こ砲 に大が、りで、 そして波手なものはなかっ1: 従ってこれからの火災並びに防火に闘する研究の

様である。糸象蜜の助力を＿ｾ Ｚ与＿ここ主もこの積のＧｦｬ 1こめには完備しれ研究設備を持つ研究所が欲しい

険では恐らく最初でゐって. ' f l 験の前日のタや み のである。例へば 11 月20 R に、東京で行はれ る廷

の迫る現場で支室長有1主主さん自身上衣 をぬぎすで 伎に関 する質験の知命 、 ｾｩ 包の ｴ れを定時間ゐる商

〉シヤペんを揮って ｬｬｬ Ｎｬ ｊｾ 包用の電線を埋設 す ると云 積に吹きづりる様な設備を持つ研究所があっ? こな

ふ僚な情景が筆者の印象 に洩って居る 。少J仕の支 らばもっと遜確なＧｲｬ除結果 ｾ ｭ られ るでめらう。

翠長を＿有 する井正象 ｾと大阪はさ存な るかな 。 すでに火災に附する研究は l つの完備し? 二研究所

質 検lま係めて成功であっ1: 。結果 L 綜合して整

理されるには時日をｾｾするでめらうりれども必十

木造建築の将来にやJ等かの示唆を奥へる L のがあ

らう o めの資験を 凡? 二感じから は大阪大火と云ふ

を7要求するまでに成長し1: i : 去ってよ L 、。

会

建築 ｾｊＺｾ ・が五十￬Ｏ，ｬｩ ｻＱ 三 の寄附金から制定し ＱＺ 二 つ

の1' I: i 祭術賞」と「投書妻役 j のr!'1表者につ いて岸
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を?作 '1: ことは 11 月に於げる往築方面の雑誌r!' 殊約j

に倒して僅小である 。つまり論文は自分がこしら

へるのでめ るが、住築作品は他人の注文で作るの

でめるから若い人達は技袋1 i : への機令から完全に

Shut  out されるであもう。

甲に指すべきも のであ るが、倫 その中で膝原震の Z

指摘しれこう云ふ古い防火的建築法を徹底するこ

とが日本建築の味のみなら予住宅としての機能を

も殺してしまふと云ム容は注怠を要することでめ
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器 日 墓 古

築史の遁史を? 物されて下さってゐ f こもと いふ希 望

であ る。 御研究に 御熱 心のめまb 、 遁史は、 日本

建 築史も 、朝 鮮建 築史も物されな かっ t :。 この中

朝鮮の方が一番御まとめになっ f こものであらう。

関士の御講演を聞いて、い つ L その批卵j の厳正

で、産築にしてい霊芸術品にしていその等級つ'

げの的確に断言されるに感心し f こものであるが.

これは賓設的、比 較 的. 研究の結果と信やる。

( 0 支那の建築と塞術 開野良氏者、昭 商遊雑イ言中の「印皮の傍欲望華街に就 て」は80頁

和 13年 9 月版. 菊 剣816頁、 ア ー ト 刷潟 挺 版18頁 のものである。印度の書芸術史としては稀にみ るも

岩 波 懲底、 6. 5回 、 待望の関野博士の論文集が現 ので 、日本聖書衡との交渉を L 枕かれt 二ものである。

lまれれ。

第 1 ｾ 絵 日本の控築と 童書術 上 谷

第 2 谷 日本の建築と霊芸術 ド谷

第 H き 朝鮮の建築と華芸術

筆 者は勉準時代この論文の載ってゐる「建築雑誌J

を古本屋にきがしに行き. 筈心、の末l斬〈貿ひ得て

蹄つれことがめる。これ等の貴重論文 を精選され

ーまとめにされ t: ことは何より客ばしいことでめ

でヌド曹、支 那 の 建 築 と霊芸術は その第 4 宅きである る。

ヵ: 、先づその第 4 宅きから IH)涙される都になっ1: の 伊東博士の建築文献築 と と い 入 本論 文 集 lま件

である。本容は支那の建築と繋術 t 題 す る い 印 まit き好女献であらう。

皮の建築と聖書衡に関する著作 L似 党 l二本 舎に収録 Ｈ Ｒ Ｉ 桁橋及快橋 大野間氏宅ｾ ＮＮ 昭如 Ｑ ＳＢｰ ｬ￺ 月

されてゐる。
版 、菊 剣273頁 . アルス . 2.  5閥、 ヌド替はアルス餓

その 内容は支那事華街史概説 &>1e幸政 に、 支那 の段 5l i コシク リート 工高匹講座の.U:&5編である。

墓 、支那の J j i ; 及び棒 、 より大同大挙厳守. 大正佼 若者大野陣氏 は 内務1 i の技師である。桁矯等 lま

寺 金剛 貸 塔 等、博士が各地 & > 澗査されし制査談& > 現ギEl ' 台ん ど標準化してゐるので今夏 ら新し き者の

潟 浜、 闘) 仮を入れ説明 されしもの、終りの商遊総 必要を感じないやうに L:考へられ るが、本容の桁

信はかつて建築雑誌にのせられし. 支那の前、印 橋の昔日tこは. 昭和 Il l.
p 8 月に定められ t: r水害防

度 のt帯数量芸術に就 ての 2 郊を含んでゐる。 JI-: 協 議合決定事項中 橋 梁に闘する事項 j 等の新し

正木直彦氏は本容を許して rt専-( : の研究態度は き事項の記 述 L d; IJ . 又移動荷重による最大モ ー

現池 の ＧｬＡ･ ｴｬ ｬｩｊ 賀潟に始 まり再発史的比較的研鈴 ｾＩ ｊ ｉｬ へ メン トの起る位置等に針する親切なる計算悶炎、

て途に1 ! l 授 に到主主するとい ふ墜賀さであ る。夫故 車版橋に主主するき はめて賞用的な計算闘表 、桁 橋

にl侍h 習を炎 せ られれ論女 、報 告、山女、講 演、談 の言十算図表等、従来凡なかっ t :悶 茨化 の炎lまれて

穏に由る惚士の言説 ( H、つ Llit良質級王その L ので ゐるのはうれし い、由来土木の方は餓筋コ Y !1 リ

めって 、 誠む 者 、 総くものそして撚ｾＺｩｅさしめ心 ート の殺 す「の方でも . 多〈式に歎低金入れてこっ

nll せしめる Lのがめつれ0 ・・・・ m士( I 研究の治 r¥， こっ解〈といふ事が多〈続々別用しでも K ersten 

に突如! として他界せ られ1: 。併し博士生前後衣せ 流の数字の茨 にと v まってゐ t: 。本書はこの意味

られれものに未完成のものはない・・・・ .. J とめる。 から去へば一歩. ; 1 l 7 を誕生・めれものである。

本ＧￇＡＡ］ｻ･Ｍ焚するに 、 博士が之等の資料 ｾｌ とに 扶 ｴｾ は Ｓ 絞 獄 、 Ｒ 絞 羽ｴＺ Ｎ 無絞挑について述べて

し七、 この容に収め ι れれ松の 内容の支那署長術詮 ゐるが、 この無銭扶にい著者御研究の重量薦無欽
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銚の簡易解法を主Eべられ、詳細なる数表及計算園 附銭の紫引もなかなかよく IH?1e1こもので 、小殺

茨' . r : 附せられてゐる。 築僻替の役ｾ充分は ｦ こし得るものである。

以上に就ても見得られるやうに本合[ 立、設計計 大阪人ぞ関心1こ置いれ本であるにか叫ょ に'j '"

ｾの卒易 化とい ふ事に著者の い ＿こされれ 勢 は多大 家相、鬼門方面に、おしては全くふれてゐな し、。空

な L ので、後の設計者はこの利用によって如何程 裂と住宅、燃えな い木治家屋等、明日への住宅建

勢力を節し得るかばかり知られぬ1 f t . でみ る。 築への注意 L める。雨漏りの注意等. 短めで質際

移動荷重、衝撃等のとり方につき . 建築方面の 的で 、布金な記事でゐる。

人 々 L 参考になる。 特色める住宅建築のt堅守建築文献に加へ1: 事を

C3J 住 宅讃 本 卒尾善保氏宅1 1 ' ，昭狗 13年 7 月 手 ｾｬＨ l ，のである。

版. 菊 剣う62頁. 索引 128頁、 日本電話遺物株式合 C4J 家 を建 て る 前 に ・ ( 新 選住 宅圏 諸 )

社IH版 部、 3. 5岡、 本容は雑誌「期 」を毎月出し 岸本精. Ef ; 編 、 昭和 13年 6 月版 ， 46列120頁. か

で、住宅知識の普及をはかると共に . 月賦式に多 」、と対、 ｬ 岡、 本療は第 一相 互住宅 株 式令祉の ｴｬｾ

〈の住宅ｾｾ築しっ、ある日 Ｚ 本位話主主物株式合従 版物でめる。 同社は住宅組 合によって給付建物を?

の社長の著作である。民は文筆に 、謝してすぐれれ 施工されでゐる。本警は主主して同祉の施工せる

腕の持主で . 先きに「明朗雑談 j ! : いふ随筆集を 一般住宅貸住宅、 アパ ート 主主築を始め 、工場，IJi 

:Hされ? こことがある o ) l . . . 同社からは 、先にすぐ役 務所等の中 、 比較的Ｇト主主築物全潟Ｑｦｴ ， 卒商闘をｾＺｴ

に立つ住宅建築とかL、ふ国集本位の丹J t 子l ， II I され にしてまとめられ f こL のである。

1: ことがあっ1:。この住宅誠本は以前Iの間集本位 内容は卒家ｾＨ宅宅集 、 Ｒ 階建ｻ宅宅集 Ｎ 貸住宅集

の L のと全く異なり . 住宅建築をあらゆる j5面よ 底納付き f宅宅、 アパ ート 、ヱ与野. 聖書院の例、俳 殊

り ながめて 、 これに到する常識ｾ卒易に守きしめ ｾ築物 、 附 録に分って編されてゐる。目標は中産

され? こものである。 階級否 3 等乗客 向 きのものを主にされれので . 鮮

その内容は第 1 Ｚ￯［ｴ家のｾｾ ， 第 ＲＱ 主家をま立てる 明なるお挺とこすE商の潟援に加ムるに要領よ き設

迄の準備、第 H 兵住宅の: t fi 豊構造、第 4 :i jt住宅の 明を飢し 、ili 坪、 2 階坪、ヱZ止を示されれもので

附随構造其の ｦ 也ｾＧｴ 5  : i ; t 木材主言者材料. 第 6 1手室内 家を建て旨みゃうかど いふ素入の人にはよき案内

の設備、第 7 jjt 門と塀と庭園の 714t に分げて、か 替である。

なり祭問的に記述されてゐる。挿闘は 463園の多 記事としては 、小住宅卒商の吟u;jとと 附鍛に一般

きを入れ. この印刷はきはめて鮮明である。 建築設計、施工についてと題して設計の参考要件

訳者の暦を→般大衆に泣いてゐるとの事であ る 設計の順序、施工諸質設計料及諮気金支拶! } 方法、

が、内容は建築専門的の施主主のベてめるので、建 設計悶面. 標準r t L償表、仕様の概要等につ いて兆

築望書生等にも有企のやうでめる。本書全充分理解 べられてゐる o 2f ' 尾民の 「住宅殺本 j ! : は殺者の

されTこ三位絡を持つ家の設計監督を依頼されれ建築 府のね ι ひ慮が柳か異るので 、本容も住宅知識の

家はよく行げばそれでよ い 叉うま〈行かな い と 普及ならびに住宅新築慾の欲望ぞそ、るには有意

非常に仕事が悶雛になる位、 この守は建築的に啓 義の存在である。

かれてゐる。 本文全部ア「什紙を? 用ひ、潟挺は Iまっきりし 、

遁 質しての感じは 、 一 般大衆ｾｾ費 者 暦 と 設定 す きっぱりしに感じの よい本であ る。

るなれば. 今少 し2 f ' 面計創を卒面園を入れて説明

されれ方が よかっ? 二のでな し、か と考へ1: りする。
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三重ま .ー¥一 報

材 料 委 員 舎 は l 同 〉

時 II )i 4 日午後 7 時一同 9 1時

Jil f  建 築 材 料 陳 列 場$I J五二.

出 席 者 幹 事 楠 瀬、松 久 保

委 員 秋 田、 小川、木野 111、 烏岡

常 務 中 西

研 究 事 項

木材 市場5品寸法 規 格統 一促進建議案に附する件

評 議 員 舎

昭 和 Ｑ Ｓ ｾ Ｑ ミ ｉｉ 月 Ｗ 日大阪市北川中之島 Ｓ 了目 ｈ 存

地朝日ピルヂングに於て評議只令を日司令すc

出席者友の泡評議員22名

井 上 瓶詰長 伊藤 消l夫 大[ ' j J )TI 三tHI

加 納 i U 一 久保問積吉 村j瀬 徹

黒 i響 研 鈴 木 一 帯 竹 花 来 春

武 田 経 -

ｾｦＧ＠ r事誠一郎

f宇 野 貞 三

堀 口 甚 吉

吉岡 イ吉武

棚橋

，... ..  

".1  
II' J 、

中西六I { ] I

卒 野 忠 、 雄

松井清之助

'1' 井 新 一 郎

中里子)11良次郎

I高知I 秀 夫

三 浦 茨

午後 Ｖ 時 ＱＰ 分一同着席則合長 ｾｉＧ r子誠一郎氏議 長

議長より ｾｮＧｴ￬Ｑ ｬｊｩ納者 ω 民名 ｬ ま［とを誠 ｬ 二 〈 る こと

を・控へ止bAJL Ｑ Ｍ に位〈を以て御 ｪｬｾ ｻ･乞ふ旨 ｯ 述べ

回牧に最善を? 避 しれるも到底望みなく J l: むなく

定欺第 14傑により鎚案し 1: る次第であ る と雅由

を説明し除名E色分に附することに異議者なく 可

決 す

議 案 第 8Ml 常 務、評議員解濯に付補飲に闘 する

イ斗

議長より常務、喜平泌員 山手研吾 氏 清水車且九州支

j占に鱒f壬の然役員僻湿の旨本日J l F . ! H1ゐ h之 が補

選に lJ 済械の匁緊急;3功識として提案しれ る旨を7

5遊べ前 例 に 従ふ説 多 数ゐ り議長[ ま iiiJ 例もあり年

米政ｦｦｩ｜ｊＨＩ ｊｾ む補選せきＧることに致して ｉｈｮ 何 ｵ 作

り異言義者なく可決す

術常務も鉄員の餓補選せき' ることに決定す

手こに議長よりヌド評議員令ｾｾ司王去最の代表署名者に

左の Ｒ Ｎｅ｜Ｇ［ｾ指名し承諾を ｾｾＺｾＱＺ り 。

楠 満 徹 氏 仲野 良 三 氏

五Eに於て議長より本日の評議員舎は之 にて閉づ

る旨を? 究し1技令す、 時に午後 6 時50分。

常 務 念 〈第21[司〉

となり只今評議員 H'J席 者41名J ' ! 1 l ち法定数に 迭 し れ 時

るな以て評議員令成立の旨を述べ直ち に防H守合穴 j計

II fl 7  A午 後 う 時40分- 7 時20分

建築材料陣列 )];¥".$IJ室

し殺事に入る。 出席者

議 案 第 6 減 昭和11 4年 度収支珠算のイ'-f:.

松 井主 計常務より各員に白日l1 の原案に{ 寸詳 細 説

明めり ?こ る後質問に入る

久保同種吉氏より陳列街牧入と同 場 所 家 賃と の

比較に付質問あり

松井 ］ 佐官十より昭和 Ｑ Ｔ 年度に Ｑｾ て大館現状維持ｾｉｪ 殺 事

捜 本 中 海I，¥II 令 長

常 務 ゾド l: t: .gt! 

'IJ 西主;iU

松 井ご主計

姻口 編中it

棚 橋 編 怜

来 れ ばi校入となる見込みの旨を地ぶ ｬ 評 議 只 並常務諸事任申 Ｑｉｾ の件

伊 藤 ｴ Ｚ ｾｇ

鈴 木 主 計

三 浦 主 計

吉田 編! 隣

ｦ 明瞭 需 Ｚ ｊｾ 民より 建築察研究の Ｑ 枚入換算 ＱＺ 於げる ・ 2 建 築拳令よ り申 舷に 依 る 都 ilil 功空防火 講 演 令

] 3 '1三皮 12 月迄 の見 込金 額に付き質問 ゐ lJ に除l するイ午

松 井ニ主計 より右は始2讃料の収入にして岐 に大昔日 3 金問都市問題合議理事営選に附するイ牛

分前金として牧入演につき同科目の金額少なき 4 大 工 資，f品協，註試殺な録制度制定特. 8

'

]委員舎 設

旨を? 並 ぶ 。 置 の件

イ也に質問者なく依って議 長 裁 決 異 議者 な く 可 決 5 回合寄贈カ依繍のイ牛

す 6 時事: 問題研究の件

議 案 第 7盟主 命 政 滞 納者見 極に附 す る 件 7 合 員 詮 衡

X I 1 7 8  



常 務 舎 ( 22回〉

11，寺 11 月7 日午後 4 時50分- 5 時30分

所 雄築材料陳列窃別室

出 席 者 ト 理 事 片 岡 令 長 rドi禁則合長

ｅ 主事清水ｾｻｪｲＮ 古塚監事

常 務 井 下主ZE 伊 藤主 ｾ ･

中西 ニ主記 三浦主計

堀口編特 棚橋編憐

議 事

l 建築皐合より建築関係関根第 2 回座談合開催

に付出席方申 越しの件

2 災害強度委員合より 土留支保工賃粗IJ 潟挺代要

求のイヰ

3 都市問題合議出席報告放に謝鵡に附する件

4 新評議員合開催日取決定の件

5 合員詮衡

報 告

111 月例令終了報告

2 都市防空防火講演合準備報告

3  10月分合計報告

災 害 強 度 委 員 舎 ( 13図〉

時 11 月 8 日午後 6 時40分一同 7 時30分

所 協合倶禦背1¥室

ｉｉｾ 席者委員長渡部

委 員 浅 野、矢問 、金尾、河問

研究事項

l 士留支保工の内矢板に関するイ4二

2 熔接手技1雨検定試験方法比較f C 験の1 ' 1'

3 浸Jk地域地図雑誌掲殺方に関するイ牛

敬 化 委 員 舎 ( 9回〉

i時 11 月 8 日午後戸時一同 8 時30分

所 総築材料陳列努ZII 室

出 席 者 委 員 長 永 滞

幹 事 篠 原

委 員 坂 本、問中 、 中村、宮崎

l 大工徒弟資絡試験制度制定方上申にI * ! する何ユ

2 豊島校制度の研究のイ牛

3 建築教育者に関する具程的研究のイ牛

4 社令激化の件

法 措1J 委 員 合 ( 14回〉

時 11 丹 9 日午後 6 時30分一同 7 時30分

所 協 合f具擬音目安

IH席 者 委 員 長 壬 置

委 員 武 田、鈴問 、平野、松村

協議事項

l 市街地述築物法令後行に附する件

2 建築法況 l 覧表後表の件

都 市 計 霊 委 員 舎 ( 15回〉

時 日月げ H午後 6 時一同 9 時

月f 協 合f具幾古1¥室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 勉 弁

委 員 中 井、科問 、瓶知

研究事項

l  将来本委員舎の活動 に関する件

2 全 l調都市問題合議事務周現事営選遁知のイキ

材 料 委 員 曾 ( 22回〕

4 無筋コ y クリートの賀mに依る調査研究促進 ! 時 11 月17 日午後 6 降 50分一同 9 時

のイ牛

設 備 委 員 舎 ( 12回〉

時 11 月 8 日午後 6 時30分一閃 8 時

所 竹中 工務底際接室

出 席 者 委 員 長 沼 弁

幹 事 伊 東、増井

委 員 岩 尾 、 岡 本

研究事項

l 防毒室用の簡単なる換気袋置研究のイ牛

2 府市防空謀研究公表の件

i 月f m築材料陳列第別室

tH席 者 幹 事 楠 瀬、松久保

委 員 小)11、木野山、進国

研究事項

l 建築材料の代用品稜明考案展覧舎開催方のイ牛

災害強度小委員舎( . 14回〉

時 11 月24 日午後 6 時一同 7 時30分

所 協 合f具築部室

出 席 者 幹 事 矢 問

委 員 金 尾、羽田

研究事攻
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1 土留工法に関するイ牛 中西常務起立，8IJ 表の遁詳細報告す

遁 常 線 舎

; 議長御質問等なきゃを問ム、1 ' 1 : 悶する者なし

I  議 長 質問がなげれば御7 f ' < . li r，'.乃 'ji といれします

昭和 13年 II 月25 日大阪市北民中之島 3 了目 3 苦手 第 2 盟主議案 12年度決算報告をいにします

地朝日ピ ルヂングに於て昭利 13{1三皮主主常総合を閲 ; 松井常務超f人別炎の遁詳細報告す

合す。 : 議長 御質問めり ませんか、倫合計検査の事など

出席者左の主主合員知名 j  附言す

阿部日 IH夫 大下順三郎 片岡 安 ・ 古探 ＵＲ 事起 立詳細除問せる ｊｾ ｲ 先刻報 告の遜 ｊｅ 確

芝 田 知 室 井 手 正 雄 尾猶渚四郎 :  なることを:'tt登明す

木野山照雄 島 問 頁 磐 井 上 踏 破 ! 日議長御質問がなげれば御承認と認めます

小 川 陽 吉 黒岡 茂 清 水 後 二 議長次に ｾｮ 減議案 Ｑ ＲｻＱ 三皮剥係金匙分に移 りま

伊藤 I有 大 協 約 百l、 久保法皇在 ・ す松) 1与常務超ター別夫の遜提出現由説明す

新名 f猛夫 石川純一lill

久保田英雄 鈴 木 孫 市

景 山 正明 築 関 1武百十

飯 岡 賢 次 亀井ヰ; 吹郎

竹 腰 縫 逃 浦 英 之 助

島田 儀 11' 西 六 日H

早 野 英 一 松井清之助

山口問 安彦

伊 際 和 夫

同 rl' 秀彦

U[I左谷腸充

加 納 混 一

すから御指名の方は直にかl室にで閲菓顎ひます

開票立合人

従 事 古 塚 正 治

常 務 伊 藤 利 夫

合 良 卒 野 忠 雄

常 務 井 上 脳 綴

合 員 黒 田 茂

同 井 手 正 雄

以 t に御霊買いれしますとて投主主闘 と鍵を古嫁欺

事に手渡す、立合人一同，8IJ室にで開票に着手す

機 長 此 間 休j鼠すべきがJ E営でありま すが時間の

経理F ヒ誠司王進行L、1: します、

第 I m，i 誠実13年度事業報告を いれします

XI I  8 0  

議 長 御意見なきゃを問 ふ、異議なしの鐙め り

議長御異議なき様ですから御承認と認め議決い

れします

総長次に第 Ｔ 減議案 ＱＴ ｾ Ｑ ｾ 皮ｊ｜主文珠算案に移り主

す松井主i I ] 再び起立i J lJ支の遁説明 す( 岡常務は

説明に先立ち: t } i : 鎚の然め協舎が象る IH品厳告料

ｾｈ 征者発 除モ ｮＮＧ ｬＮ 等の ことを 述べ滅 Ｑ 放の然め支 ｉ ｈ

り或Ａ ［ ｴｻｉｾ等かの方法にて必宇 Ｔ 回章苦行するこ

とに L 、1: しま すから御承知乞ふ旨述べ皆様の

御協力を希認す

議長如何ですか友僚のことにして別に質問がな

げれば之で御承認を特まし 1: こと、いれし皮し

異議なしの悠あり

$I Jに御質問なき様ですから第 4 盟主議案は之で御

承認と認め鴻決いれします

議 長 それでは本 日の椛都銀署名者ー として、矢 閏

餓臓氏、勉弁幸次郎氏にお願ひいにします



次に之は| 苅合の包・初お願ひする筈でしれ本合員

にて比皮の司王室登にて 名器の戦死をなされれ方が

3 人めります

憾 藤 貢 森 本 三 本 ; 大 内 重 夫

布 3 民に艶し 1:分間! の獣絡を鯵げ皮いと思ひま

寸 、 御起立をｾｾひます

一同起立 l 分間獄践す

総 長 それでは開謀総 7 迄瞥時休疎いれします

一一休 憩一 一

午後 7 時 15分開察終了

77寒 中 井 新 一 郎 氏 Ｗ Ｖｾ 中 島 幸喜卒 民

76票 米 倉 威 夫 民 75!i1!: 勉) 1 - 幸次郎民

75禁 小 宮 賢 一 氏 75築 巡 回 泰 治 郎 氏

74禁 泉 間 決 ー 民 Ｗ ｾＮｾ 奨 純一民

Ｗ ｾＮ 票薮中ー支民 Ｗ Ｓ 祭岩尾保衛民

72菓 石川純一郎民 72寒吉出現幸太郎氏

72票 桐 本 楠 雄 民 71嬰 飯 田 賢 衣 氏

次 勤 6票 井 上 稲 蔵 氏 5，i ' i i ; 力日間安彦民

〈以下略〉

次に評議長補狭

総 投 票 2. 020名 無 効 16渠

竹版以11曾 長 再 曾 を 立 し 議 長 席 に 者 き 片 岡 議 長 治 l 1:!a'選 491禁 新 名 種 夫 民 487禁 小 林 清氏

1 1 ' . 後に付代って刷業の結果を置をえしま す

占深監事関 JJl: 立舎の結果左の主主報告

総投票数 ト026，JllI

従事 513禁 無 効 10泉の結果

ｾｾｾ＠ 504.l¥'{ 山脇友三郎民

防I 503.l¥'{ 松 本 儀 人 民

域ｾＺｩｬ占 l  袋 小川安一郎氏

( 以 l、略〉

にで常選の旨主主 l ;

次に評議員牟歎改選

総投票数 1. ＵＶＳｾ＠ 無 効 4 2 Z  

ＴＸＴ 禁鈴木金太郎氏 ＴＸＲｾ 竹中 鎌一氏

次 貼 2祭 場 尾 保 衛 民 Ｒｾ 勉井幸次郎氏

Ｒｾ 棚橋 riJ j¥民 〈以下略〉

竹股議長 只今御報告の遁り ?L1・準決定い? こしまし

7こ之を以て本日の線、令f t ' 終了 L、1: します、 一同

拍手。時に午後 7 時20分

住 宅 委 員 舎 ( 13回〉

時 11 n  28 日午後 6 時30分一同 8 時30分

所 協 合1具集室

ｾｐ ，席者委員長石川

幹 事 矢 岡

j出結果左犯の遁り

?Zi 翠 88禁 中 !I';j- I順次郎民 85袋 小 侠

83震岡本松太郎f i ; 80泉 矢野

78薬 石 il二 春 雄 民 78菜 畑 隠

委 員 問 中 、 中野

徳裁民 j 研究: ] i : 須

義夫民! 1  It 宅 J資本 :H版に闘する件

諒民 ; 2 住宅J1l 本原稿謄泌刷貨のfヰ

l議事訴挙;を 〈五十首脳〉

小 野 二 郎 東京市Ht 築課長

hn d家 善 吉 堺市技師 ・堺市工務総

投術. i ! l ¥

城 戸 久 名古屋高等工業皐校教

棚 橋 号Ｚ￮Ｚ ｾｴ 、
工祭差務惇益士古11 ・京 都w園大

多令工常 助教授 ・本 協

1!s1  1  FI H91 兵庫t慌てT. 工業皐校数稔

授 "， i事 誠 一 郎 大阪府建築課長 ・ヌド協

小 林 t市 住宅改] [ < f i r住宅J 編
合 ｾ｜ｉｬ 令長

特 Ul!:
'1' 1釘 ・ 占 鮒 大阪府聖子篠自11i l l : 築課

白 川 泰 大阪市土木古 ｉｾ 公園深
版 原 義 姫路市後ー仰

新 名 種 夫 大 係阪市経 ｲ ｬｊｬＮ ｾｉｉ［ ，皆絡謀役
計 長

7皆 際; 三 兵庫 !l 係l l i : 策謀

古 塚 J F . i台 古ゐ，ｾＮＧｴｴ築事務所中 ・ ヌド

ｬ 私千 ＱｾＺ 幹事

鈴木忠五 ｾｉｉ 大阪府立令官滅工母校

7l'>.  j点 Jl 弘 毛主澗ｾｾ主築技師ｩｬｬＺ築課

毛主総 i皮 浪 芸主 否 株式合主I : J 立休組現業部

1. 1 : 1 上警官 新潟服警告集 li I I 保安謀 長

1 2 月 抗
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編 輯

後 ae

反滅的な意味で モウパツサ ンは「水 の上J に

沓いて居るが 、 我等はそれを 反較的 ￭ ｾ 意 味を全

く混へないでその音楽ｾ長期建設 に 謝して餓と

する 。我々は背よｾに名を止む る大事業をつまり

? 二つれ今始めればかりなのである。

安 本 ｾｴ は例年の知〈本年の向車買記事を＿各カ面か ヲー協 合l立経i ) 1j 約には色 h の悩みを↑ 醤んどが本年

ら得て最終を飾ることが出米1: 。年末煩怜の折 も浸h として音量展し 1:。合員全鐙 lこ謝する強靭

にもかかはもす' 多〈の寄稿を得? こことは編偶係 な組併としての「主主築 と枇合J 0 雑誌が雑誌と

にとって布基盤いこ t でめっ7こ。 しての使命を十二分に果し得るやうに合員のカ

* 事後下の一年はまことに意義深い一年であっ 々の協力金お吸する。
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